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　──女の子は何でできているの？

　──シュガーと、スパイスと、いろんな素敵なものでできているの。




　これはとある伝承童謡ナーサリーライムの一節である。

　幼少時、エリザベスは物語に出てくる『素敵なもの』とはなんなのかと、母親に質問したことがあった。母親はぎゅっとエリザベスを抱きしめて、教えてくれた。

「女の子は、ぬいぐるみのお友達、たくさんのドレス、ドキドキワクワクするおとぎ話の絵本、お誕生日ごとのプレゼント。それから、家族の深い愛情でできているのよ」

　そんな素敵なものが詰め込まれて、女の子は一人前の淑女レデイとなる。

「おかあさま、もしも、素敵なものが足りなかったら、女の子はどうなるの？」

「大丈夫よ、心配いらないわ。女の子は必ず素敵になるんだから」

　そう、女の子はみんな素敵なものを与えられて、愛されて育つ。

　エリザベスは世界中の女の子がそうであると、信じて疑わなかった。




「──シルヴェスターお兄様、大好き」




　公こう爵しやく令れい嬢じようエリザベス・オブライエンを知るまでは。
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　エリザベス・マギニスは、辺境にある牧場を営む田舎いなか貴族の末すえ娘むすめである。

　艶つややかなピンクブロンドに、勝気なアーモンド型の目、透けるような白い肌と、誰もが振り返るような美び貌ぼうを持つ。

　一家をよく知る者は容姿が突つき抜ぬけて優すぐれているエリザベスを見て、アヒルの家族の中に白鳥が一羽紛まぎれ込こんでいると評するほどだ。

　ただし、神は二物を与えなかった。

　彼女は一日中書斎ライブラリで本を読むことを愛する変わり者で、女性でありながら文官となった曾そう祖そ叔しゆく母ぼに憧あこがれていた。加えて、寄宿学校を優秀な成績で卒業した立派な学歴もある。

　だが──賢かしこいが故ゆえに婚約者と牧場経営のことで喧けん嘩かになり、婚約破は棄きされてしまった。

　エリザベスは自分の考えはこうと決めたら曲げない、頑がん固こで苛か烈れつな性格だったのだ。

　このままでは嫁の貰もらい手てがつかないと考えた父親は、王都に住むブライトン伯はく爵しやく家けに嫁とついだ妹セリーヌへ花嫁修業と称しようして娘を託たくす。

　ブライトン伯爵家で侍じ女じよをすることになったエリザベスは、叔お母ばの厳しい躾しつけにも耐え、持ち前の気の強さと根こん性じようを武器になんとか勤め上げた。

　二年間の花嫁修業も終わり、ようやく故郷へ帰れる。だがそんな折に、大変な事件に巻き込まれてしまった。

　最後の思い出にと街を散策していたエリザベスは、愛あい称しようである「リズ」の名で呼び止められる。振り返った先にいたのは──見たこともないような容姿端たん麗れいな青年であった。

　プラチナブロンドの髪は太陽の光を受けてキラキラと輝かがやき、春の緑を思わせる明るいエメラルドの瞳ひとみは、見ているだけで吸い込まれそう。すらりと背が高く、街中でも目立つ存在であった。

　彼の名前はシルヴェスター・オブライエン。公爵家の子し息そくで、当然ながらこの当時は知り合いでもなんでもない。彼は自分の妹と見た目がそっくりなエリザベスを、勘かん違ちがいして有う無むを言わさず家に連れ帰ったのだ。

　つくづく、あの時出で逢あわなければと、何度も考えてしまう。

　公爵家の問題に巻き込まれたエリザベスは、いなくなった公爵令嬢エリザベス・オブライエンの身代わりを演じる契約をシルヴェスターと結んだ。

　エリザベスにはこの時、できるだけ多くの金が必要だったのだ。嵐の被害を受けた、実家の牧場を復興するための──金が。

　いくら見た目が瓜うり二ふたつといっても、身代わりは簡単なことではない。演じるのは、自由奔ほん放ぽうで我わが儘まま、異性交遊が派手な公爵令嬢エリザベス・オブライエンである。

　彼女が喧嘩を売っていたらしいどこぞの令嬢と、言い争いとなるのは日常茶さ飯はん事じ。婚約者であるユーイン・エインスワーズからは冷ややかな視線を浴び、元交際相手とは刃にん傷じよう沙ざ汰たとなり挙句の果てにはどこぞの輩やからに誘ゆう拐かいまでされた。おかげでエリザベスの額には、消えない傷が残ってしまう。

　いったい、エリザベス・オブライエンはどれだけ周囲から恨うらみを買っていたのか。

　優ゆう雅がな令嬢の暮らしとはほど遠い、ハチャメチャな身代わり生活である。

　誘拐事件を受け、シルヴェスターは身代わり契約を一いつ旦たん終わらせようとしたが、エリザベスは継けい続ぞくを宣言する。

　真犯人が捕つかまっていないからだ。

　一方的にやられたままでは、彼女の山よりも高い自尊心プライドが許さなかった。

　そんなわけで、彼女は今も公爵令嬢エリザベス・オブライエンを演じている──。
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　公こう爵しやく家けの優ゆう雅がな朝は、紅茶の香りで目覚めることから始まる。

「おはようございます、エリザベスお嬢様」

　侍じ女じよは恭うやうやしい態度で会え釈しやくする。カーテンが広げられ、眩まぶしい朝日が寝室に差し込んだ。

　ティースタンドに置かれた紅茶は、濃こいめに淹いれたミルクティーだ。

　美しい薔ば薇ら模様が描かれた磁器のカップとソーサーを侍女から受け取り、まずは香りを堪たん能のうするとカップに口をつけた。すぐに、苦味を感じる。ここで、意識がはっきりするのだ。それから、濃のう厚こうな甘みとコクが口の中に広がる。一杯飲み干して、侍女にカップとソーサーを返した。続いて、別の侍女がドレスを持ってくる。

「エリザベスお嬢様、本日は何をお召めしになりますか？」

　一人目の侍女が広げて見せたのは、紺こん色いろのダマスク織りのドレス。

　二人目の侍女が広げて見せたのは、生き成なりのモスリンのドレス。

　三人目の侍女が広げて見せたのは、薄うす紅べに色いろのフランネルのドレス。

「二枚目のドレスにしていただける？　装飾品はお任せしますわ。あまり、華か美びではないものを」

　一から十まで侍女の召し物選びに付き合っていたら、朝食の時間に遅れてしまう。

　負けず嫌いのエリザベスは、シルヴェスターより早起きして食堂の席に涼しい顔をして座ることに心しん血けつを注いでいた。

　まず、寝台から足を下ろすと、侍女がストッキングを履はかせてくれる。続いてサテン生き地じの靴くつが差し出された。童話に出てくる姫君のように、履き口につま先を滑すべり込こませる。

　あっという間に周囲を取り囲まれ、腕を伸ばすとスルリと寝巻きが脱がされた。コルセットを装着して腰回りを細くしたあと、ドレスを着込む。

　ドレッサーの椅い子すに座ると、慣れた手つきの侍女が素す早ばやく化け粧しようを施ほどこした。

　髪型は編み込みのハーフアップにしてもらい、垂らしてある髪は緩ゆるく巻いた。

　これにて、準備は完かん了りよう。最後に、全身鏡で確認した。

「エリザベスお嬢様、いかがでしょう？」

「まあ、よろしいのではなくて？」

　侍女達の仕事に及きゆう第だい点てんを出し、下がらせる。以上が、毎朝行われる儀ぎ式しきのような身み支じ度たくであった。

　エリザベスはテキパキと動き、食堂に向かう。

　従じゆう僕ぼくが一礼し、重じゆう厚こうな二枚扉とびらを開いた。目の前に広がるのは、十人がけの広い食卓。

　給きゆう仕じ達が忙せわしなく朝食の準備を行っていた。

　すぐさま、傍そばにやってきた使用人にエリザベスは声をかける。

「おはよう、レントン」

「おはようございます、エリザベスお嬢様」

　笑顔で挨あい拶さつを返すのは、オブライエン公爵家に長く仕つかえる老ろう執しつ事じレントンである。

　エリザベスのために椅子を引いてくれた。

　向かい合わせの席は、まだ誰も座っていない。今日も、エリザベスはシルヴェスターより早起きだったようだ。内心ほくそ笑む。

　それから五分も経たたないうちに、シルヴェスターがやってきた。

「おはよう、リズ」

「おはようございます、お兄様」

　エリザベスの身代わりについて知っている使用人は一部である。よって、多くの者が出入りする食堂では、シルヴェスターのことを兄と呼んでいるのだ。

「今日のドレスも素敵だね。リズの美しさが際きわ立だつようだよ」

　シルヴェスターは今日もエリザベスを過か剰じように褒ほめる。兄きよう妹だいの会話ではないだろうと、エリザベスは額に青筋を立てた。

「お兄様ったら」

　冗談として流そう。そう思って軽くいなしたつもりであったが、出てきた声は想定以上に硬かたい。その上口角を上げようとしたのに、口元はわなわなと震ふるえていた。言葉とは裏腹な態度が、シルヴェスターの笑いを誘さそったようだ。余計にエリザベスは腹を立ててしまう。

「早く朝食を食べないと、せっかくのスープが冷めてしまいますわ」

「そうだね」

　言いながらも、口元は愉ゆ快かいそうに綻ほころんだままだ。

　エリザベスはシルヴェスターの背後にいた給仕を睨にらみ、ゴホンと咳せき払ばらいをして圧力をかける。すると、ピリピリとした空気に気付いた給仕が慌あわてて食前の紅茶を置いた。

　エリザベスの前にも同様に、音もなくカップとソーサーが置かれる。

　神に祈りを捧ささげたあとは、ようやく優雅な朝食の時間となった。




　食後、出勤までの僅わずかな時間は居間で本を読む。シルヴェスターは新聞を読んでいた。

　二人共会話を交わさずに過ごす、ゆったりとしたひと時である。

　今宵こよいは、資産家で派手好きのコルボーン男だん爵しやく主しゆ催さいの夜会が予定されていた。

　光栄にも、エリザベスは招待を受けていた。

　通常であればお断りするところだが、ある思おも惑わくがあり、シルヴェスターと共に参加することになっている。

　エリザベスは夜会の前に身支度が必要なので、第二王子の側そば仕づかえの仕事は休みを取っていた。

　通常、シルヴェスターはこういった下級貴族の集まりに参加しない。毎年、王族主催の夜会に参加するだけである。

　理由はいくつかあった。一つ目は、社交界での縁故コネクシヨンの拡大を公爵家が望んでいないということ。二つ目は、派手な夜会には公爵令れい嬢じようエリザベスが積極的に参加していたため、その面めん倒どうまで見きれなかったから。三つ目は──。

「所しよ詮せんは品のない人達の集まりだからね。優雅とはほど遠い。暇ひま潰つぶしにもならないよ」

　……とのこと。甘い笑顔を浮かべているのに、辛しん辣らつな評価であった。

　そんな集まりにあえて参加をするのには、理由がある。まず、誘ゆう拐かい事件についての証しよう拠こ集めをするということ。シルヴェスターが探たん偵ていを放って調査をしているが、今のところ収しゆう穫かくはゼロ。そこで、探偵の入れない社交界の内側を探さぐることにしたのだ。

　続いて、情報操作を行うこと。誘拐事件は新聞で大々的に報じられた。結果、ここ最近のエリザベスは人が変わったようだと別の意味で注目を集めてしまったのだ。これは非常にマズい事態である。

　そのため、本物のエリザベスが好んで足を運んでいた評判のよくない夜会へ参加し、彼女は変わっていないと示さなければならなかった。

　だが、単独で行ってエリザベスと交流のあった人物に会ってしまったら面倒なことになる。そこで、シルヴェスターにも同行してもらうことになったのだ。

「……でも、本当に大丈夫ですの？」

　居間にいるのは身代わりの事情を知る使用人のみ。よって、エリザベスは声を潜ひそめずシルヴェスターへと話しかけた。

「何か問題でも？」

「わたくしが新しい恋人を連れて夜会になんか行ったら、公爵家の名誉に傷がつくのではなくて？」

「それはもう……いまさらだよ」

　今は、エリザベスの身代わりが露ろ見けんしないように行動を起こすほうが大事だと言う。

「私も、何が必要で何が不要なのか、取しゆ捨しや選せん択たくをしなければならない時がきたようだ」

　シルヴェスターの中で、誘拐事件以来、何かが変わったようだ。話をする彼の様子は、いつになく真面目なものである。

　エリザベスは特に意見することなく、頷うなずくだけにしておいた。

「それともう一点。恋人役についてですが──」

「私では不満かな？」

　エリザベスはジロリとシルヴェスターを睨む。大いに不満であると、目線で主張した。

　今回、シルヴェスターはオブライエン公爵家の子し息そくとして参加をするのではなく、エリザベスの恋人として同どう伴はんする。偽にせ物ものの恋人を仕立てることによって、『人が変わったようになったエリザベスの噂うわさ』を払ふつ拭しよくさせる目的があった。

　目が合ったシルヴェスターは華はなやかな笑みを浮かべ、話を続ける。

「私以上に相応ふさわしい者はいないと思うけれど」

「なんですの、その自信は」

　つい、思っていたことが口から出る。今まで真しん剣けんに話をしていたのに、急にふざけたことを言うので、苛いら立だってしまった。

　シルヴェスターはエリザベスの返事に気分を害した様子もなく、優雅に紅茶を飲んでいる。その、余裕がある態度も気に食わない。

「強しいて言うのであれば、私が君の恋人役をしたかっただけなんだけどね」

　ちらりと向けてくるのは、いじわるをする時の目だった。エリザベスは気付く。シルヴェスターはからかって、遊んでいるのだと。反応したら相手の思う壺つぼである。

　息を大きく吸い込み、吐き出す。落ち着きを取り戻してから、話しかけた。

「言いたいことは恋人役の不満云うん々ぬんではなく、あなたの立ち姿や喋しやべり方かたなどで、兄だと正体がバレてしまわないか心配していますの」

「コルボーン男爵の取り巻きとは付き合いがないから平気だよ。私の知り合いも出入りしていないだろうし」

　もしもバレたら、エリザベスどころかシルヴェスターの立場も危あやうくなる。縄なわが千切れそうな吊つり橋ばしを、二人で渡っている状況なのだ。

「夜会での振る舞いは慎しん重ちように。もしも吊り橋から落ちてしまいそうになったら──」

　エリザベスの言葉に、シルヴェスターはいつものようにおどけず真面目な態度で返す。

「大丈夫。エリザベス、君のことは絶対に守ろう」

　その発言に対し、エリザベスはそうではないと首を横に振る。

「……もしかして、落ちる時は私一人でと？」

　これにも、首を横に振る。シルヴェスターは、どういうことだと訊たずねてきた。

　エリザベスはシルヴェスターをまっすぐ見ながら答える。

「落ちる時は、一緒に」

　エリザベスはシルヴェスターに宣言したのだ。自分達は同志であると。守る、守られるの関係ではない。当てはまる言葉は、『対等』であった。

「あなたに言った『わたくしのために在あれ』というのは、そういうことです。わたくしも、あなたのために在るのですから」

　誘拐した者達は必ず捕つかまえる。そのために、エリザベスは王都に残った。

　危険は承知だ。だからといってどちらかが助かって、どちらかが倒たおれるということはあってはならない。

「シルヴェスター・オブライエン。あなたは、わたくしの騎士にでもなったつもりでしたの？」

　エリザベスの物言いに、シルヴェスターは明るい翠みどり色いろの瞳ひとみをパチパチと瞬まばたかせていた。

「ご不満があるようならば、ここでわたくし達の関係は解消いたします。調査は一人で行いますので」

「いや、不満とか、そういうのではなく……驚いたんだ。君の、強さに」

　今までこうして肩を並べて戦ってくれる人などいなかったと、シルヴェスターは呟つぶやく。

「剣けんを握って真っ正面から対たい峙じすることだけが、戦うという意味ではないんだね」

「ペンは剣よりも強し、というお言葉もありますし」

　実際エリザベスは言ペ論ンで戦うわけではない。持ち前の気の強さと根性で戦う他ないのだ。

　話を聞いたシルヴェスターは、噴ふき出だしそうになりながらもなんとか堪こらえているように見えた。それに気付いたエリザベスはムッとして睨み上げる。

　シルヴェスターは肩を竦すくめながら、話を逸そらした。

「では私は、何を武器に戦えばいいのかな？」

「安心なさって。あなたには、得意の腹芸がありますわ」

　今度は我が慢まんできなかったのか、シルヴェスターは笑い出した。

「そうか……私は、腹芸を武器に、戦えると」

「ええ。ユーイン・エインスワーズの追及を力任せにねじ伏ふせていた感じとか、とても素晴らしかったですわ」

「勇気が湧わいてきたよ。ありがとう、エリザベス」

　ここで一点、シルヴェスターが提案する。

「そうだ。君のことを、夜会で恋人らしく呼びたいと思っているのだけれど」

　いつものリズだと、特別感はない。だから、違う呼び方をしてもいいかと訊きかれた。

　エリザベスは露ろ骨こつに嫌そうな顔をしてしまったが、これも役作りのためだと思えば異論はない。腕を組み、険しい表情で許可を出す。

「ええ、別によろしくってよ」

「すごく嫌がっているみたいだけど、許してくれてありがとう」

「どういたしまして」

　シルヴェスターはまたもや肩を震わせ、笑うのを我慢しているようだった。

「だったら、どうしようかな」

　エリザベスの愛あい称しようは数多くある。エリー、エリス、イライザ、ベティ、リジー、ライザ、リサなどなど。

「そうだ。リリーはどうだろう？」

　以前、シルヴェスターはエリザベスのことを、百ゆ合りのような人だと喩たとえたことがあった。よって、百合リリーと呼ぶのが相応しいと言い出す。

　誰もそのように呼ばないのでなんだか気恥ずかしくなったが、恋人のふりをするからには仕方がない。動どう揺ようを見せないよう、素っ気ない反応を返した。

「……お好きになさったら？」

「ありがとう、リリー」

　シルヴェスターは胸焼けしそうな甘い笑みを浮かべていた。エリザベスは閉じたままの扇おうぎを振ってお構いなく、という態度を取る。

　そうこうしているうちに、出勤時間となった。いつもは一緒に出勤するはずのエリザベスは、扉の前でシルヴェスターを見送る。

「では、行ってくるよ」

「ええ、行ってらっしゃいませ」

　そのままいなくなると思いきや、シルヴェスターは振り返る。

　目が合った途と端たん、嫌な予感がした。

　エリザベスが一歩足を引く前に、シルヴェスターは肩を摑つかんで頰ほおに唇くちびるを寄せた。行ってきますのキスか、と身構えたが──唇が頰につく寸前で離れる。

「もしかして、キスされると思った？」
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　いたずらが成功したような、少年のような笑顔で問いかけてくる。

　エリザベスは返事をする代わりに、シルヴェスターの靴を踵かかとで思いっきり踏ふんづけたのだった。




「……はあ」

　シルヴェスターにこれでもかと絡からまれてしまい、エリザベスは朝から疲れてしまう。

　エリザベス・オブライエンの日記にあった、冷静で無感情、昔は優しかったのにというお兄様と本当に同一人物なのか疑わしく思う。

　エリザベスの前にいる時のシルヴェスターは、常にニコニコしていて人をからかって楽しんでいる、油断ならない人物であった。エリザベス・オブライエンの印象とはまったく異なる。いったいどちらが本物なのか、いまいち見み極きわめることができずにいた。もちろん、それがわかるほど親しい付き合いをするつもりは毛頭ないのだが。

　これから先も、常に事務的ビジネスライクな付き合いをしようと考えていた。
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　夜会はもれなく全員、正装フル・ドレスで参戦する。社交界という戦場では髪型に装よそおい、仕草から話の内容と、ありとあらゆるものに注目が集まる。礼れい儀ぎから外れた行動を取ると、あっという間につま弾はじきにされてしまう厳しい世界なのだ。

　戦場に赴おもむくエリザベスは朝から大忙し。まず、風呂に入って全身を磨みがき上げ、侍女が丁てい寧ねいに髪を梳すき、爪つめをピカピカにする。これだけで、午前中が終わってしまった。

　昼食を食べる前に、コルセットが装備される。これは、装着する本人だけでなく、着せる侍女にとっても大変な作業であった。

　身代わりの事情を知る侍女は、遠い目をしながら話す。

「本物のエリザベスお嬢様は十六インチ（四十一センチ）まで腰を細くするようにおっしゃいました」

「無理ですわ、そんなの──んっ！」

　エリザベスのコルセットも、容よう赦しやなく締め上げられていた。息が詰まりそうになる。奥歯を嚙かみしめ、必死に耐たえる。侍女が二人がかりでコルセットを締め上げても、二十二インチ（五十六センチ）が限界だ。

「エリザベスお嬢様──素晴らしいです、最後のひと踏ふん張ばりで二十一インチ（五十三センチ）まで細くなりました！」

　エリザベスは青い顔で、侍女達の頑張りを労ねぎらう。皆みな、笑顔を浮かべて喜んでいる。口が裂さけても、少し緩めてくれと言える雰ふん囲い気きではなかった。

　昼食はビスケット一枚と、紅茶だけ。胸がいっぱいで、何か食べられる余裕もない。

　実はエリザベスは、叔お母ばセリーヌの付つき添そい以外で人が大勢集まる社交場ソサエテイに参加するのは初めてだった。その上、身代わり状態なのでらしくもなく緊張していた。

　気分を紛まぎらわすために、侍女から公爵令嬢エリザベスの話を聞く。

　意外なことに、彼女は美しくなるために努力を重ねていたらしい。

　湯にミルクと蜂はち蜜みつを入れて美肌を保ったり、卵の白身で髪をパックしたり、侍女に全身マッサージをさせたり。

「一年中、休むことなく続けていました。すべては──」

　侍女は言い淀よどんだが、エリザベスが美しくなろうと努力をしていたのはシルヴェスターのためだろう。男を手玉に取るために美しく装っていたなどと、はっきり言えることではない。四六時中付き合わされていた侍女達には同情してしまった。

　実際、彼女の美び貌ぼうは社交界一と言われ、大絶賛されていた。それは確かに努力の賜たま物ものだろう。

　ちなみに、いくら食べても太らない体質だったらしい。

「奔ほん放ぽうな私生活を送りながらも、社交界の方々から糾きゆう弾だんされなかったのは、皆、彼女の美しさにある種の敬意を示していたのかもしれませんわね」

　そんなことを知ったら、果たして自分に身代わりが務まるのかと不安になる。

「わたくしは、公爵令嬢のエリザベスよりも、美しさにおいて劣おとっているのではなくて？」

「いいえ、そんなことはぜんぜんございません！」

　侍女は力いっぱい否定したが、エリザベスは美しくなるための努力をしていない。知り合いが見たら違いに気付くのではないかと思った。

「エリザベスお嬢様は、お美しいです」

「本物のエリザベスお嬢様が、でしょう？」

　侍女は首を横に振る。

「本物のエリザベスお嬢様とは、別の美しさがございます」

「具体的には？」

「瞳の美しさです。力強くて、目が離せなくなるような……。それは、生きざまを映して輝くものだと思っております」

　それからピンと伸ばされた佇たたずまいに堂々とした態度、所作の一つ一つが洗練されていて、思わず見とれてしまいます、と侍女は熱を入れて語ってくれた。

「お二人のエリザベスお嬢様は、共に美しいです。甲こう乙おつつけられないくらい」

「そう」

　異なる美しさを持つならば、やはり知り合いに見られた場合言いい逃のがれはできないだろう。

　だが、その点は心配いらないと侍女は言う。

「エリザベスお嬢様は、その、吹き出物に悩んでおりまして」

　あまりにも酷ひどい場合、夜会の間中、扇で顔を隠かくしていたこともあったのだとか。その件を参考に、今日の夜会はなるべく扇を使ってやり過ごそうとエリザベスは考える。

「でしたら、安心ですわね」

　今日はシルヴェスターもいる。何かあってもあの腹芸男の社交術なら上う手まく切り抜けられるだろう。でないと、わざわざあの男を恋人役に立てる意味がない。

　昼食後は今晩のために仕立てたドレスを纏まとう。

　今回の目的は目立つことではない。一人、二人、エリザベスを見かけた噂好きに、新しい恋人を連れて夜会に参加していたと気付かれる程度でいい。

　よって、ドレスは大人しめのものを選んだ。生地の色は黒みがかった青。大きく開いた胸元にはベルベットのリボンにレースを重ねたものが縫ぬい付けてある。ふっくらとしたパフスリーブは可か愛わいらしく、最先端のデザインであった。裾すそにレースが縫い付けられたスカートは動きやすいよう細身の型が使われている。今回、事件の調査も目的の一つにあるので、侍女と話し合って決めたのだ。

「エリザベスお嬢様、手袋はどちらになさいますか？」

　侍女が銀盆の上に準備しているのは、短い仔山羊革キツドと長い牛革カーフの手袋である。共に夜会用で、エリザベスの指先にフィットするように仕立てられた一級品であった。

　エリザベスは十八個もボタンがある、長い牛革の手袋を選ぶ。露ろ出しゆつをできるだけ抑おさえたかったからだ。

　汚さないようドレスに布がかけられ、化粧が施される。エリザベス・オブライエンが実際にしていた化粧をするように命じた。

　いつもより濃く施され、目元にはホクロが書かれていた。エリザベスは自身の顔を見て、まるで異性に媚こびているようだと溜ため息いきを吐つく。

　そのあと、髪をサイドに纏めて捩ねじり上げ、中心部に透かし花模様のコームを挿さした。

　胸元はダイヤがちりばめられた花綱模様ガーランドのネックレスで飾る。

　身支度が終わったのは、夕方の五時過ぎ。エリザベスはすでにくたくたである。それ以上に、侍女達も疲ひ労ろう困こん憊ぱいだろう。

「ありがとう。疲れたでしょう？　もう、休んでもよろしくってよ」

　労いの言葉をかけると、侍女達は恭しく会釈をして下がっていく。

　一人きりになったエリザベスは、はあと溜息を吐く。癖くせであるこめかみを揉もむ仕草は、化粧が崩くずれるので我慢した。

　茶を飲んでひと息つく間もなく、出発時間となった。

　シルヴェスターとは、上流階級の者達が出入りしている紳しん士しクラブの建物の前で落ち合う約束をしていた。上手い具合に変装できているのか。いささか心配である。

　本物のエリザベスがそうであったように、付添人シヤペロンを連れずに、たった一人きりで馬車に乗り込む。扉を閉める前に、レントンに声をかけた。

「行ってまいります。最低最悪の戦場に」

「エリザベスお嬢様、どうか、ご武運を」

　エリザベスが真剣な表情で言うので、レントンも大真面目に返す。

　一拍間を置いて、レントンはにっこりと微笑ほほえんだ。エリザベスは笑う余裕などなかったが、少しだけ緊張が解ほぐれる。

　扉が閉められ、中に置いてあった日ひ傘がさで天井を叩たたくと、馬車が走り出した。

　十二月から始まる社交界の時期は、街が華やぐ。

　昼間は百貨店の箱を山のように持ち歩く使用人達で溢あふれ、公園は男女の出会いの場となる。夜は着き飾かざった者達の夜会会場に向かう姿があった。

　エリザベスは窓のカーテンを少し開けて、外の様子を窺うかがう。皆、楽しそうに同伴者と腕を組んで歩いていた。

　まさか、こんな形で社交界デビューをすることになるとは。人生何があるかわからないものだと、ひしひしと実感する。

　仮に、エリザベス・マギニスとして王都から招待を受けて、そこで初めてシルヴェスターに出会っていたのなら、公爵令嬢のエリザベス同様に心をときめかせていたのだろうか。

　なんせ、顔だけはいい。今まで知り合った男性の中で一番の美貌を誇ほこっていた。腹黒い本ほん性しようを知らずにダンスに誘われていたら、舞い上がっていたことだろう。

　しかし人生とは残ざん酷こくなもので、シルヴェスターとの邂かい逅こうは最低最悪だった。

　出会いは市場で、声をかけてきたのも人違いである。その上、彼の抱かかえる公爵家を取り巻く内情はドロドロしていた。本当に、シルヴェスターの良いところは見た目だけなのだ。

　本日何度目かもわからない溜息を吐いていると、馬車が止まる。どうやらシルヴェスターと落ち合う予定の、紳士クラブの建物の前に辿たどり着ついたようだ。

　紳士の正装である燕えん尾び服ふくに身を包んだ一人の男性が、公爵家の家か紋もんがついた馬車に杖つえを突きつつも優雅な足取りで近づいてくる。片眼鏡モノクルをかけた皺しわのある目元は優しげだ。ブラウンの前髪は撫なで上あげられ、口元にはきっちり整えた髭ひげをたくわえている。

　一見して、品のある中年の紳士に見えた。

　途中でエリザベスはハッとなる。と同時に、馬車の扉が開かれた。

「あ、あなた！」

「やあ、こんばんは。夜空の月も霞かすむような、美しいお嬢様」

　近くで見たら確信する。この、明るいエメラルドの瞳の紳士はシルヴェスターであると。

「シルヴェスター・オブライエン……上う手まく、化けましたのね」

「協力者の腕が良かったんだよ」

　付き合いのある探偵の伝つ手てで、変装の達人を呼んだらしい。おかげで、シルヴェスターの面おも影かげはない。

「君は、思わず見み惚ほれるほど美しい」

「ええ、どうも」

　エリザベスは腕を組み、眉み間けんに皺を寄せながらそっぽを向いて返事をする。

「本当だよ。噓うそじゃない。リリー、君は綺き麗れいだ」

　いつもの冗談を言うような口ぶりではなく、低く囁ささやくような、色気のある声だった。

　細められた翠色の目を、今日ばかりは直視できなかった。

　照れて顔がだんだんと熱くなっていることが、なんだかシルヴェスターに負けたような気がして悔くやしくなる。本気に取ったらいけない。そう、自らに言い聞かせた。

「協力者の腕が良かっただけですわ」

　感情を押し殺し、低い声で言葉を返すエリザベスの物言いに、シルヴェスターはぷっと噴き出すように笑った。







　コルボーン男爵は王都の郊こう外がいに立派な邸てい宅たくを構えていた。馬車に乗ったまま、玄関に辿り着けるほどの広い庭も持っている。大勢の参加者達が下車しているので、順番待ちの列ができていた。

「大勢の参加者がいるようだね」

「ええ……」

　ここで、情報収集ができるのだろうか。探偵も入ることのできない夜会で。

　エリザベスが誘拐された時、実行犯の男は身みの代しろ金きんを要求してきたという話を聞いた。よって、目的は金だと確信している。

　それにしても、いったい誰が公爵家の財産を狙ねらっているのか。

　わからないことだらけなのは、恐ろしいことである。

「リリー、今日の目的はリズの噂を元通りにすることだ。情報収集はおまけでいい」

「わかっていますわ」

　被害者であるエリザベス本人に噂話をぶつけてくる者など皆かい無むだろう。しかし、ここは礼儀をわきまえない者達が出入りする場だ。酒が入ると、口が軽くなる者もいるかもしれない。

　そんな打ち合わせをしているうちに、馬車が停とまって扉が開かれる。エリザベスは御ぎよ者しやの手を借りて外に出た。

　夜は特に冷える。今日は風も強かった。カシミアコートの合わせ部分をぎゅっと摑む。

　続けて、シルヴェスターも降りてきた。

「さあ、行こう」

　シルヴェスターは手を差し出す。エリザベスは覚かく悟ごを決めて、指先を重ねた。

　コルボーン男爵は成り上がり者に相応しい、煌きらびやかな屋や敷しきを構えていた。

　受付を済ませると、舞踏室ボール・ルームへ導かれる。

　出入り口の扉にいる者に、案内人がカードを手渡した。エリザベスの名前や身分などが書かれたものである。舞踏室に入る前に、それが読み上げられるのだ。

「──オブライエン公爵令嬢、エリザベス様」

　エリザベスの名が読み上げられた瞬間、皆の注目が一斉に集まる。しばらく社交場に顔を出していなかったのと誘拐事件の噂が相あい俟まって、いちやく時の人となっていたのだ。

　エリザベスは内心うんざりしながらも、優雅に淑しゆく女じよの礼をする。

　皆、洗練された一礼に魅み入いられていた。だが、同伴者が婚約者であるユーイン・エインスワーズではないと気付いた途端に眉まゆを顰ひそめたり、あれは誰なのかとヒソヒソ話ばなしをしたりと、さまざまな反応を見せていた。中に入ると、人が集まってくる。

「やあ、エリザベス、久しぶりだね」

　三十前後の、好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな男性が話しかけてくる。男は探るような視線をシルヴェスターに向けていた。さっそく、本物のエリザベスの知り合いが接せつ触しよくしてきたようだ。

　シルヴェスターが耳元で囁く。

「彼はリンデイ子し爵しやく子息、アンドレイだ」

　アンドレイ・リンデイ。彼は、エリザベスの元恋人である。

　一年半前、エリザベスと関係があったことが妻にバレてしまい、離婚したのだ。その後、賠ばい償しよう金きんを公爵家に請せい求きゆうするという、神経の太さを見せていたらしい。

　この件はシルヴェスターが解決させたと、侍女から聞いていた。具体的にどんなことをしたのかは、謎なぞである。

　しかし、よくもいけしゃあしゃあと話しかけてきたものだと呆あきれてしまった。

「新聞で事件のことを知って、びっくりしたんだ。元気そうで、よかった」

「ええ、おかげさまで」

　侍女に教えてもらった、本物のエリザベスを真ま似ねた甘ったるい声で返す。自分で言っているにもかかわらず、虫むし唾ずが走る。実に、媚びた声と喋り方なのだ。

「そういえば君、いつか誰かに背中から刺さされるかもしれないと言っていただろう？」

　その言葉を聞いた瞬間、悪お寒かんがした。公爵令嬢のエリザベスは何か、他人に恨うらみを買うようなことをしていたらしい。

　ついでに、彼女の交友関係を知るいい機会かもしれない。エリザベスは詳しく話を訊きだそうと探りを入れてみる。

「……なんだったかしら？　わたくし、お酒に酔よっていて、覚えていなくて」

「だったら、個室でゆっくり話をしないか？」

　アンドレイが耳元で囁く。その刹せつ那な、背筋がぞっとしたのと同時に、隣となりにいたシルヴェスターがエリザベスの腰を引き寄せる。

「おっと、失礼。連れがいたのか。……彼は？」

　友達だと紹介すると「どうも、はじめまして」と言って手を差し出したが、シルヴェスターは完全に無視した。アンドレイは両手を軽く上げておどけた仕草を取る。

　そこで曲が終わり、次の曲の演奏が始まった。

「リリー、円ワ舞ル曲ツだ」

「え？」

　シルヴェスターはそう言ってエリザベスの手を引き、この場を離れようとする。

「ちょっと、わたくしはまだ、彼と話をしたいことが」

「いいから来るんだ」

　その場に留まろうと踏ん張ったが、抵抗も空むなしくズルズルと引きずられていく。

　アンドレイに「ごきげんよう」と言う間さえ与えられなかった。

　ダンスの輪の中に入るとすぐさま引き寄せられ、向かい合う形となる。

　なぜ、シルヴェスターと踊らなければならないのか。重要な情報が手に入りそうだったのに、ダンスなどしている場合ではないだろう。エリザベスは腹立たしくなる。

　怒いかりとは裏腹に、ゆったりとした演奏が始まる。三さん拍びよう子しのリズムが奏かなでられた。

「リリー、ダンスは？」

「今、それを聞きますの？」

　曲はもう始まっている。シルヴェスターはエリザベスの返事を聞く前に、動きだした。

　エリザベスはしぶしぶ応じる形となる。

　ダンスを踊るのは久々だ。叔母セリーヌの花嫁修業カリキユラムの中にもばっちり含ふくまれていて、週に一回教師を呼んで習っていた。そのため、エリザベスはそこそこ踊れるのだ。

　とはいえ、夜会に初めて参加したエリザベスは、こうして人前でダンスをするのは初めてである。

　最初はステップを踏むのでいっぱいいっぱいになっていたが、しだいにコツを摑む。

　くるりと回ると、ドレスに美しい螺ら旋せんが浮かび上がり、まるで花畑を舞う蝶ちようのような気持ちになった。

　軽かろやかな音楽を聞いているうちに、だんだん気分は華やいでいく。しだいに、周囲の景色が変わって見えた。先ほどとは打って変わって、キラキラしている。

　このひと時だけは、悩みや心配事は綺麗さっぱり忘れてしまおう。ダンスとはこのように楽しいものなのか。しだいに口元が綻んでいくのを、エリザベスは感じていた。

　踊り方なんて覚えていないかもと思っていたが、体が勝手に動く。教師に褒められたことはなかったが、案外自分は上手だったのだろうか？

　曲調が変わったのと同時に顔を上げると、シルヴェスターと目が合う。彼はにっこりと、とろけそうな甘い笑みを浮かべていた。

　そこでふと気付く。上手く踊れているのは、エリザベスの秘められた実力などではなく、シルヴェスターのリードが上手いからだと。

　きっちり支えられているためか、体の軸じくがまったくブレない。自然と、軽やかなステップが踏める。途中から、まるで操り人形のようだと思った。エリザベスは奥歯を嚙みしめ、悔しさを募つのらせていた。

　すべてはシルヴェスターの手柄である。それに気付いてしまったら楽しい気分はどこかへ消え去り、冷静さを取り戻す。

　曲が終わるとエリザベスはシルヴェスターから一歩離れ、スカートを摘つまんで会釈した。

　眉を吊つり上あげ、上手に踊ってくださってどうもありがとうございましたと、厭いや味みったらしい視線を送るのも忘れない。

　ドレスの裾をひらりと翻ひるがえし、踵きびすを返す。誰にも声をかけられないよう、大おお股またで会場を闊かつ歩ぽした。それでも話しかけてこようとする者の前で、牽けん制せいのようにバサリと扇を広げる。

「リリー！」

　エリザベスに追いついたシルヴェスターが、腕を摑んで行動を阻はばむ。そのまま一言も喋らずに、人の少ないほうへと促うながされた。

　舞踏室とは別にある喫茶室テイー・ルームは、閑かん散さんとしていた。シルヴェスターは椅子を引いて、エリザベスに座るよう勧すすめる。

　すぐに、給仕役が飲み物の御用聞きにやってきた。シルヴェスターが注文する。

「酒の入っていない、さっぱりとした冷たい飲み物を二つ」

「かしこまりました」

　すぐさま、レモネードが用意された。シルヴェスターは声を潜めながら話しかけてくる。

「あの場で、話を聞くのは危険だった。誰の耳があるともわからないし」

「ええ、わかっています」

　ここに来てからずっと、シルヴェスターに言われるままに動かされている。そのことですっかりヘソを曲げたエリザベスは、つい不機嫌な声で返してしまった。

「アンドレイ・リンデイは何か情報を握っている。それだけで大きな収穫だと思うようにしよう」

　彼の発言から、エリザベス・オブライエンがトラブルを起こしていたことは明白であった。誘拐事件と関連があるかはわからないが、きっと事件解明への大きな一歩となる。

「行動は慎重に」

　エリザベスは、ふてくされた声で「わかっていますわ」と返事をしながら、冷たいレモネードを飲む。酸味が利きいていて、イライラしていた気分が少しだけ軽くなった。

「同じように、リズの交際相手が他にも何か知っているかもしれない。探偵に探らせよう」

「お任せいたします」

「ありがとう、リリー」

　なんの礼だと、シルヴェスターを追及する。

「いや、君が好奇心旺盛な女性ではなくてよかったなと、そういう礼だよ」

　情報収集を任せたことに関する感謝だったようだ。

「その辺は、あなたの得意分野でしょう？」

「信用してくれて、嬉しいよ」

　そう言って、シルヴェスターは微笑む。

　最近の彼は、作った笑みではなく、ごく自然な笑顔を見せるようになった。心情的に余裕ができたのだろうか。これが本来の彼なのか、人が変わったからなのかはわからない。

　しかし、以前よりはずっと印象が良くなっているように思えた。

「リリー？」

　シルヴェスターが心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「どうかした？」

「いいえ、なんでも」

　シルヴェスターについて考え事をしていたのを誤ご魔ま化かすために立ち上がった。スカートの皺を伸ばし、盾たてを構えるような気持ちで扇を開く。

「では、もう少し工作をしておこうか」

「工作？」

「今日は、新しい恋人と仲良くしている様子を、見せびらかすのが目的だろう？」

「はあ!?」

　シルヴェスターは手を挙げて給仕を呼ぶ。

「何か御用でしょうか？」

「適当に摘つまめる菓子を持ってきてくれ」

「かしこまりました」

　菓子でいったい何を工作するのか。エリザベスはわけがわからずに、顔を顰しかめながらも再度椅子に腰かける。

　ここで、別の参加者が入ってきた。シルヴェスターが、楽しそうな笑顔を浮かべたほうがいいと囁いてくる。エリザベスは微笑んだつもりであったが、咄とつ嗟さのことで、口元がヒクついてしまった。まったく笑えていない、ゼロ点の笑顔だ。

　笑顔未満の表情はシルヴェスターのツボに入ったようで、肩を震わせて笑いを堪えている。エリザベスは今に見ていろと思った。次にこのような機会があったら、極ごく上じようの笑顔を浮かべてやると。……まだ、今はできないが。

　ここで、頼たのんでいた菓子がテーブルの上に置かれた。それは、一口大のクッキーやケーキといった『小さな焼き菓子プテイフール』である。

「これで、どう工作なさるおつもり？」

「簡単だよ。恋人達がするように、私に菓子を食べさせるだけでいい」

　エリザベスは「はあ!?」と声をあげそうになるのを、寸前で我慢した。

　なんでシルヴェスターにそんなことをしなければならないのか。誠まことに遺い憾かんであった。

　しかし、周囲の視線がこちらに集まっているのを感じる。シルヴェスターの言う通り、ここは新しい恋人がいることをアピールする絶好の機会なのではと思った。

　はあ～～っと、深く長い溜息を吐いたのちに、エリザベスは腹を括くくった。

「ねえ、あなた。どのお菓子がお好きですの？」

　シルヴェスターはこの日一番の笑顔を浮かべて言った。

「それは──君かな」

　返事を聞いた瞬間、エリザベスは素早く扇を翻ひるがえし周囲から顔を隠す。

　顰しかめ面つらで「何を馬ば鹿かげたことを言っていますの？」と真剣に問いただしたくなったのだ。

　だが、今は大事な工作の最中である。ここで失敗するわけにはいかない。一瞬思いっきり睨みつけるだけに止とどめ、すぐさま気持ちを入れ替える。

「ふふ、おばかさん。お菓子の話をしていますのよ？」

「そうだったね」

　なるべく甘ったるい言葉で言おうとしたのに、冷ややかな「おばかさん」となった。

　シルヴェスターは気にせず、エリザベスの選んでくれた菓子が一番好きだと答える。

　エリザベスはザラメがたっぷりまぶしてあるクッキーを手に取り、シルヴェスターの口元へと手を伸ばした。甘すぎて苦しむがいいと、内心呪のろいながら。

　ところが体が拒絶しているのか、なかなかシルヴェスターが食べられる距離にまで近づけない。そんなエリザベスの心情を知ってか知らずか、シルヴェスターはエリザベスの手首を摑み口元へ持っていくと、パクリとクッキーを食べた。幸せそうに嚙みしめ、優雅な手つきで紅茶を飲む。

「君が手ずから食べさせてくれたから、世界一美お味いしかった」

　言われた瞬間、エリザベスは頰に熱を感じる。すぐさま、それを扇で隠した。

　ただでさえ恥ずかしい行為なのに、シルヴェスターはそれ以上に恥ずかしいことを言ってくる。さすがのエリザベスも照れてしまう。

「ありがとう、リリー」

　シルヴェスターはうっとりと、恋人を見るような視線を向けている。胸焼けしそうなほど甘い表情である。それを見た周囲の人達は、「また、エリザベス嬢の熱愛だ」、と噂をしているように思えた。

　不本意ながら十分、恋人といちゃついている様子が演出できただろう。

「もう、帰りましょう」

「それがいいね」

　喫茶室に来た時同様、二人は腕を組んで会場に戻る。

「あら？」

「あれは──」

　舞踏室に人だかりができていた。

　その中心にいるのは──ひと目を惹ひきつける整った容姿をしている男性。

　背は高く、黒髪はきっちりと整えられ、眼鏡めがねの奥にある青い目には一切の隙すきがない。

　よくよく見たら、中心にいたのは二人のよく知る人物であった。

「どうして、あの人がここに？」

「わからない」

　シルヴェスターも驚いている。

　声をかけようかどうしようか迷っていると、その人物がエリザベスとシルヴェスターに気付いたようだ。

「ねえ、あなたの正体がばれないうちに、帰りましょう」

「いや、せっかくだから、君の噂の助長にもなりそうだし、このまま堂々としておこう」

　その人物は、エリザベスのもとへとやってくる。

「こんばんは、エリザベス嬢。お久しぶりですね」

　眼鏡のブリッジを押し上げながら、折り目正しく挨拶をしてくる。エリザベスはどういう反応をしていいのかわからず、唸うなるように名前を呟いた。

「ユーイン・エインスワーズ……！」

　正体がバレてからというもの、ユーインの手紙を読まずに無視し続けていた。よって、ここでの邂逅はとても気まずいものとなる。

「エリザベス嬢、彼は？」

　ユーインは変装したシルヴェスターを訝いぶかしげに見つめていた。名乗らせるわけにはいかないので、適当に誤魔化しておく。

「彼はお友達、ですわ」

「あなたは、本当に仕方がない人ですね」

　至し極ごく呆れたと言わんばかりの口調で非ひ難なんされる。

　シルヴェスターより、ユーインのことは気にしなくてもいいと言われていた。そのため、正体がバレたあとに届けられていた手紙を開かなかった──否、開けなかったのだ。

　噓を吐いていた罪悪感があったからだといえる。しかしそれが今、この瞬間に裏目に出た。彼がなぜここにいるのか、何を考えているのかまったく読めない。

　たくさんの人達の視線が、エリザベスと変装したシルヴェスター、そしてユーインに集まっている。非常にマズい展開であった。

「ねえ、喫茶室に行きませんこと？」

　ここで話をするのは良くない。皆、耳を澄すませて会話に聞き入っているように見える。エリザベスが新しい恋人を引き連れ、社交場に出てきた。それだけでも大きな醜聞スキヤンダルだ。その上、品行方正な婚約者と鉢はち合あわせしてしまった。これからどうなるのかと、興味津々に注目されている。どうにかして、この場から去ろうとしたが──。

「もう、我慢も限界です。あなたは、本当に酷い女性だ」

　ユーインの声に、珍しく怒りの色が混じっている。手紙を無視したことを怒っているのか。それとも、見舞いに来てくれたのに、有う無むを言わさず追い返したことに腹を立てているのか。

　ユーインの顔を見上げると、嫌けん悪お感かんが剝むき出しになっていた。空気がピリピリと震えているような気がする。
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「あの……」

　エリザベスの言葉を遮さえぎるように、シルヴェスターがユーインに話しかける。

「エインスワーズ卿きよう、別室で話をしないか？」

「関係のない人は黙っていてください」

　シルヴェスターと気付いていないのか、ユーインはピシャリと言葉を遮る。一歩、二歩と近づき、エリザベスを追い詰めた。

「エリザベス嬢、もう、あなたに振り回されるのはたくさんです」

　ユーインはもう一度、眼鏡のブリッジを押し上げる。シャンデリアの灯りを受けて、一瞬だけレンズがキラリと光った。

　眼鏡の奥にあるアイスブルーの目は冷ややかで、鋭するどく睨まれる。

　そして彼は──止めの一言を言い放った。




「エリザベス・オブライエン。あなたとの婚約は、こちらから破棄させていただきます」




　エリザベスは瞠どう目もくする。自分に言い渡されたことではないのに、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けたのだ。

　それほど、迫はく力りよくのある表情と申し出だった。

　突然の婚約破棄に、周囲はシンと静まり返った。それから、ざわざわと騒ざわめきが広がる。

　呆ぼう然ぜんとしていたエリザベスであったが、シルヴェスターに腕を引かれて我に返った。

「リリー、帰ろう」

　肩を抱かれ、踵を返す。早足で会場をあとにした。
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「──やられたね、ユーインには」

　帰りの馬車の中で、シルヴェスターが呟く。付つけ髭ひげを外し、顎あごの下を摩さすりながら深い溜息を吐いていた。

「また、我が妹エリザベスは、時の人になれる」

「本当に」

　実は奔放ではないのではと囁かれていたが、今晩の派手な婚約破棄のおかげで噂は払ふつ拭しよくできそうだった。

「元々ユーインとの婚約は、こちらから破棄しようと考えていたんだよ」

　しかし、シルヴェスターが王宮で話しかけようとすると、ユーインは忙しいと言って今日まで捕まらなかったらしい。

「食事会の時にいじめたから、仕返しをされてしまったようだ」

　エリザベスの正体にいち早く気付いたユーインを、シルヴェスターは食事の席で煙けむに巻まいた。そのツケが回ってきたのだと、物もの憂うげに話す。

「でもまあ、これで君が身代わりだと疑う者はいなくなるだろう。それに、婚約破棄されたことによって、エインスワーズ家からこちらの情報も探られずに済むだろうし」

　エリザベスはこめかみを押さえ、目を閉じる。頭が痛くなる事態になってしまった。

「リリー、君はしばらく王宮には出仕せず、家で大人しくしていたほうがいいかもしれない」

「わたくしも、そう思いますわ」

　返事をしたあと、はたと気付く。シルヴェスターがエリザベスのことを自然と「リリー」と呼んでいることに。

「あの、一点だけよろしくって？」

「何かな？」

「わたくしのことはリリーではなく、以前のようにエリザベスと」

「リリーって呼び方、君にぴったりだからいいじゃないか」

　人前では呼ばないと言う。否、そういう問題ではない。

「まったくよろしくありません」

「では、賭かけをしよう」

「賭け？」

「私が君を──白百合の君リリーと呼ぶ権利を得るための」

　シルヴェスターは懐ふところから金貨を取り出す。どうやら、コイントスをして勝ったほうの意見を取り入れようと提案したのだ。

　コイントスのインチキを本で読んだことのあったエリザベスは、金貨を見せるようにと言った。シルヴェスターは素直に差し出す。

「両方とも表の、詐さ欺ぎコインではないよ」

「そう、みたいですわね」

　もう一つ、コイントスにはインチキがある。それは左右の手にコインを握り、自分が選んだほうを見せて、相手が選んだほうを袖そでに隠すというものであった。

　手先が器用なシルヴェスターならば、そんな小細工もしそうだなと思う。

「だったら、リリーがコインを投げればいい。先に選んでもいいよ」

「でしたら」

　エリザベスは勝負に乗った。

「もしも、わたくしが勝ったら？」

「なんでもするよ」

　エリザベスは考える。何か、シルヴェスターにやらせて胸がスッとすることはないかと。

「でしたら……馬にでもなっていただこうかしら」

　シルヴェスターが床に手足を突き、エリザベスが上に乗る。なんて情けない姿だろうかと想像する。しかし──。

「喜んで」

　シルヴェスターはにこやかに了承していた。嫌がるかと思っていたが、表情を見る限り罰ばつゲームを言い渡された者の態度とはほど遠い。もしくは、自分の運によほど自信があるのか。いずれにしろ、シルヴェスターの気持ちなどわかるわけもない。考えても時間の無む駄だだ。

「では、準備はよろしくって？」

「いつでも」

　エリザベスは親指の上に置いた金貨を指先で弾はじく。目の前をくるくると飛び、落下してきた金貨を素早く摑むと、シルヴェスターの目の前に突き出した。

「お先にどうぞ、お嬢様？」

「わたくしは、表を」

「だったら私は裏だね」

　エリザベスは手を開く。すると、金貨は裏が上になっていた。

「私の勝ちだね、リリー」

　負けてしまったエリザベスは、悔しさから奥歯を嚙みしめる。嬉しそうにしているシルヴェスターをジロリと睨みつけた。この件に関してはもう、諦める他ない。

　脱だつ線せんしていた話を、元に戻す。

「出かけたいところがあるならば、私の休みの日にしてほしい。可能な限り、同行しよう」

「いいえ、ほとぼりが冷めるまで、家にいますわ」

　ユーインを裏切った最低最悪の女として、詰め寄ってくる輩やからは一人や二人ではないだろう。事件の騒さわぎが収まるまで、家で待機しているほうが賢けん明めいであった。

「わかった。それなら何があっても、一人で出歩いたらダメだよ。絶対にだ」

　シルヴェスターの念押しにいささか過保護だと思ったものの、ひとまず頷いておく。

　窓の外の街並みは灯りが消えて真っ暗闇となっている。夜は更ふけていった。

　見上げた夜空には雲が多く、星は一つも見えない。風が強いのか、流れる雲間から時折月が覗く。

　ぽっかりと暗くら闇やみの中に浮かぶ三日月は、エリザベスをあざ笑うように細く尖とがっていた。
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　翌日は何事もなかったかのような朝となる。

　いつも通り早起きして身支度を整え、朝食の席についた。ちょっかいをかけてくるシルヴェスターに冷ややかな視線を向け──本日も王宮に出仕しないので見送りをする。

　そのあとは私室に移動し、机の奥にしまっていたユーインからの手紙を取り出す。

　全部で十通ほどあった。どれも、丁寧な文字でエリザベス嬢へと書き綴つづられている。

　罪悪感からか、なかなか手が伸びない。しかし、ここで読まなければ──きっと、悔くいが残るだろうと思った。

　一通、手に取る。箔はく押おしも何もされていない、実にシンプルな封ふう筒とうである。ペーパーナイフで開かい封ふうした。

　それはエリザベスの正体が判明し、食事会へ行ったあとに送られた手紙だったようだ。

　困っていることがあったら支援をする。どんなことでも相談をしてほしいと、ひたすら真しん摯しな思いが書かれていた。

　二通目、三通目も、ユーインの真面目さと、エリザベスを助けたいと手を差し伸べるような内容であった。

　どれもエリザベス・オブライエンではなく、エリザベス・マギニス宛あての手紙である。

　読んでいると、胸が締めつけられた。ユーインはここまで一生懸命にエリザベスのことを考えてくれていたのだ。これを誘拐される前に読んでいたら、今の状況は変わっていただろう。もしかしたらエリザベスは今頃、彼と共にいたかもしれない。

　しかし、エリザベスはユーインの手紙を無視した。その上、シルヴェスターの手を取り、身代わりを続けることを誓ちかった。この選せん択たくが正解かは、いまだわからない。

　誘拐事件のあとも、エリザベスを心配するような手紙が送られてきている。何度も見舞いに来てくれたのに、そのたびに追い返したのだ。ユーインが怒るのも無理はない。

　エリザベスは手紙を纏め、紐ひもで縛しばると抽ひき斗だしの奥にしまった。

　胸を押さえ、気持ちの整理をする。

　いまさら弁解や謝罪はできない。できることは、綺麗さっぱりと決別することだけ。

　便せんを机の上に出し、ペンを握る。先にインクを浸ひたし、ユーイン・エインスワーズ様へとサラサラと書いていった。

　まっ白だった便せんは、瞬またたく間まに偽いつわりの感情を書き綴った文字で満たされていく。

　婚約破棄を受け入れること、二度と会うことはないだろうという別れの文章であった。

　インクが乾いたら、二つに折って封筒の中に入れる。

　マッチで燭しよく台だいの蠟ろう燭そくに火を灯ともし、手に取って傾けるとポタリ、ポタリと封筒に蠟ろうが落ちていった。そこに、印璽シールスタンプを押して封ふうをする。封ふう蠟ろうはオブライエン公爵家の家紋である。それを見つめていたら、頭が痛くなった。こめかみを押さえ、深く息を吐き出す。

　エリザベスは大金と引き換えに、エリザベス・オブライエンを演じることになった。簡単なことではないとわかっていたが、自分ではない誰かのふりをすることは想像以上に辛つらいものだ。

　時に悪女と責められ、時に元交際相手から襲おそわれ、また時に婚約破棄を突きつけられる。そのすべてが自分の行いのせいではないとわかっているものの、十八歳という年若く、また自尊心が高いエリザベスにとっては、耐えがたい事態でもあった。

　しかし、今は半ば自分の意志でここに残っている。誘拐犯を捜さがすために躍やつ起きになっているとはいえ、問題が解決するまでここが踏ん張りどころなのだ。

　手紙をエインスワーズ家に持って行ってもらおうと、侍女を呼ぶベルを手に取った。それと同時に、トントントンと扉が叩かれる。タイミングよく、使用人がやってきたようだ。

　中に入る許可を出すと、扉を開いた侍女は恭しく頭を下げる。顔を上げた侍女の表情は浮かない。

「どうかなさって？」

「エリザベスお嬢様に、お客様が」

「わたくしに？」

　今日は誰とも会わないほうがいい。それが、シルヴェスターの助言である。よって、断るように言ったが──。

「どうしても、エリザベスお嬢様にお会いしたいと」

「どなたですの？」

　質問を投げかけたのと同時に、廊ろう下かが騒がしくなる。

「お客様、どうか、お待ちを」

「待たないわ。私は前も同じように追い返されたんだから！」

　聞き覚えのある声がだんだんと近づいてくる。エリザベスは事情を察した。

「オーレリア様ですのね」

　侍女は神しん妙みような顔つきで頷く。オーレリア・ブラットローも、ユーイン同様に距離を置いていた人物の一人であった。彼女も誘拐事件後見舞いに来てくれていたのだが、一回だけ顔を合わせて以降は具合が悪いと言って会わなかった──否、会えなかったのだ。

　オーレリアはエリザベスが言った、兄シルヴェスターに鞭むちでおしおきをされているという噓を信じ、同情するお人よしであった。それだけではなく、シルヴェスターからエリザベスを守ろうとする、情に厚い娘でもある。

　そんな彼女を騙だますことを、心苦しく思っていたのだ。

　加えて、どれだけ心を許してわかち合えても、エリザベス・マギニスではオーレリアの本当の友達にはなれない。悲しい事実である。

　もう、関わらないようにしよう。そう考えていたのに──。

　バン！　と、エリザベスの私室の扉が開かれた。ズンズンと大股で入ってきたのは、予想通りオーレリアである。

「ごきげんよう、エリザベス様。お元気そうで」

「……オーレリア様も」

　避けていたからか、オーレリアを目の前にしたらズキズキと良心が痛んだ。

「今朝、これを見て、驚いて」

　それは、社交界について報じる新聞であった。その一面記事に、ユーインが婚約破棄をしたことや、エリザベスが新しい恋人を伴ともなって夜会に参加していたことなどが詳しく記されている。下世話なことばかりが書かれた、低てい俗ぞくな新聞であった。

「私の侍女が持ってきたの。あなたの近況を私が知りたがっていたから」

「そう、でしたか」

　オーレリアはエリザベスの机にドン！　と音を立てて手を突く。

「ここに書かれてあることは、噓よね？」

「いいえ、真実です。わたくしは恋人を連れて夜会に参加して、ユーイン・エインスワーズに婚約破棄されました」

「でも、こういう行動に出たのには、何か理由があるのでしょう？」

　新しい恋人を自じ慢まんするために夜会に参加したわけではないのだろうと、オーレリアは訊いてくる。エリザベスは新聞に書かれているような行為をする人ではないとも。

「どうしてそう、思いますの？」

「誰よりも貴族らしく気高いあなたが、愚おろかな行動に出るわけがないと知っているから」

「!!」

　オーレリアの言葉を受けたエリザベスは、胸がいっぱいになる。彼女はただ一人、噂話に捉とらわれず、己おのれの目で見たエリザベスを信じてくれていたのだ。

「どうせ、シルヴェスター・オブライエンに酷いことを言われたのでしょう？　それで、悲しくなったの？　寂さびしくなったの？」

　オーレリアはエリザベスがシルヴェスターに虐しいたげられた結果、このような行動に出たのだと推測していたらしい。

「私ではダメ？」

「え？」

「あなたが辛くなったら、私が傍にいてあげるわ」

　オーレリアはエリザベスのほうへと回り込み、思いがけない行動に出る。

　肩に腕を回し、ぎゅっと抱きしめたのだ。

「オーレリア様……」

「大丈夫、私は信じているわ。あなたが、本心からしたことではないと」

　胸が温かくなったのと同時に、切なくなる。彼女と本当の友達になるには、どうしたらいいのか──と。

「わたくしは……わたくしではなくなる瞬間が、ありますの」

「私にとってのエリザベス・オブライエンは、いつもツンとしていて、お高くとまっている、今、目の前にいるあなたが本物のあなただわ」

　その言葉を聞いてハッとなる。

「噂なんて、気にすることないわ。信じるのはどうせ、あなたに良い感情を抱いだいていない人ばかりでしょうから」

　オーレリアは諭さとすように話す。それから、ドン！　と背中を叩き、元気づけてくれた。

「エリザベス様、何も心配することはないわ。これからどうすればいいのか、二人で考えましょう」

「ですが──」

「私はあなたを信じているし、ずっとお友達でいるわ」

「オーレリア様」

　伏せていた顔を上げると、オーレリアは微笑む。

「やっと、私を見てくれたわ」

「……」

「可哀想な子」

　エリザベスの頭を撫でながら、オーレリアは呟いた。

　こんなことがあるのかと、信じがたい気持ちになる。彼女は、この先も友達として付き合ってくれると言ったのだ。

「わたくしと、オーレリア様は、お友達……？」

「ええ、そうよ」

　胸が熱くなる。エリザベスにとって、彼女が生まれて初めての友達であることに気付く。

　オーレリアは初対面の時からお人よしで、情に脆もろい女性であると感じていたが、ここまでとは思っていなかった。

　オーレリアの存在に、エリザベスは救われる。きっとこの先何があっても、彼女は友達でいてくれるのだろう。

　同時に決意する。この人にだけはいつか本当のことを話そう、と。

　エリザベス・オブライエンにもオーレリアのような人が近くにいたら、道を踏み外さずに済んだのだろうか。──考えても無駄なことではあったが。

　オーレリアはエリザベスの手を引いて、椅子から立ち上がらせる。

「ねえ、今日は天気がいいから、どこかに行きましょうよ」

　外は晴天である。絶好のお出かけ日和びよりであったが、エリザベスは首を横に振る。

「お兄様が、外出してはいけないって」

「シルヴェスター様のことは気にしなくてもいいわ。仕事に出かけているしバレないわよ」

「でも」

「いいから！」

　オーレリアはぐいぐいと腕を引いて、エリザベスを連れ出す。勝手に侍女に身支度を調ととのえるように命じていた。

　侍女が用意したのは、ライラックのデイドレス。外は寒いので、毛け織おり物もののマントを用意してもらった。加えて風が冷たいというので、羽毛の肩衣テイペツトが巻かれた。

　身支度が調ったエリザベスを見たオーレリアは満足げに頷いている。

「では、行きましょう」

　エリザベスの手を取って、オーレリアはズンズンと廊下を進んでいく。







　ブラットロー家の馬車に乗り、辿り着いたのは貴族令嬢に人気の喫きつ茶さ店てんであった。

　クリーム色の壁かべに、オレンジの屋根が眩しいオシャレな佇まいである。温室のようにガラス張りになった席もある、一風変わった喫茶店だ。

「オーレリア様、ここは？」

「あら、来たことないの？　このお店は今、とても流は行やっているのに」

　普段は王宮に出仕しているので、社交界の流行には疎うとかった。

　最近オープンしたらしいが、老舗しにせ喫茶店に負けず劣らずといった具合に賑にぎわっている。

　オーレリアは「入りましょう」と言い、エリザベスの手を取って店内へ入った。

　店内では華やかなドレスを纏った令嬢達が、紅茶を飲み菓子を食べながら楽しそうに話をしている。天井から吊つるされた水晶のシャンデリアが、淡あわいセピア色の壁を美しく照らしていた。床には毛足の長い真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、大理石のテーブルにベルベット生地の張られた椅子が置かれている。目につく調度品のどれもが洗練されていて、さしずめ、優雅な貴婦人の秘密のサロン、といった雰囲気である。

「ここにはメニュー表がないの。面白いでしょう？」

　どういうことなのかと訊ねると、オーレリアは内緒話をするような声こわ色いろで話す。

「お菓子と飲み物は日替わりなのよ」

　まるで自宅で過ごすのと同じように、給仕が来て菓子や茶をテーブルに並べていく。

　本日の菓子はチョコレートケーキと、ホイップクリームが落とされたオレンジリキュール入りのコーヒー。

「これ！　このチョコレートケーキが絶品なの！」

　オーレリア曰いわく、このケーキが食べられるのは月に一回のみ。表面にチョコレートがたっぷり塗ぬられた、要よう塞さいの如ごとくどっしりとした印象のケーキである。今日はツイていると、オーレリアは嬉しそうに話す。

「早く食べましょう」

「ええ」

　チョコレートケーキにフォークを滑らせ、パクリと食べる。

　中はバターケーキで、間に甘酸っぱいアプリコットジャムが挟まれていた。

　チョコレートがこれでもかと塗ってあるのに、そこまで甘ったるくないのは、アプリコットジャムの酸味がいい具合に利いているからだろう。途中で、チョコレートが二層に塗ってあることに気付く。外側は甘く、内側はほろ苦い。この工夫のおかげで、飽あきることなく最後まで楽しむことができるようだ。一目見ただけではわからない、複雑な仕掛けである。

　とても美味しいケーキだった。オーレリアが大絶賛するのも頷ける。

　オレンジリキュール入りのコーヒーは、深ふか煎いりで濃いめの味わいである。飲んでいると、ポカポカと体が温まった。

「気分は落ち着いた？」

「え？」

「やっと、眉間の皺がほぐれたから」

　無意識のうちに、険しい表情でいたらしい。

　オーレリアはエリザベスに気分転てん換かんをさせるために、外に連れ出したようだ。

「ええ。ケーキは美味しかったですし、嫌なことは忘れてしまいましたわ」

「そう、よかった」

　心までも、ポカポカと温かくなっていることに気付く。

　エリザベスは身代わり生活をしてから初めて、心穏おだやかな時間を過ごしたのだった。
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　昼間、こっそり外出したことがシルヴェスターにバレていた。なんでも、雇やとっている探たん偵ていが偶然街で見かけたらしい。使用人が報告したわけではなかったようだ。

「困った子だね。あれほど、外に出てはいけないと言っておいたのに」

　夕食の席でチクチクと小言を言われる。

「反省しておりますわ」

「まったくそうは見えないけれど」

「反省文でも書きましょうか？」

「いいや、いらない。時間の無む駄だだろう」

　シルヴェスターの言葉がいつもより刺とげ々とげしい。相変わらず、何を考えているのかまったくわからない男だと思う。

「やはり、君は私が見張っていないと」

「大丈夫ですわ」

　そう答えると、シルヴェスターに珍めずらしく睨にらまれる。今日、勝手に抜ぬけ出だしたばかりなので、まったく説得力がないのだろう。

「明日は私と一緒に王宮に出仕してもらうよ。一人で家に置いていたら、何をするかわからないからね。それから──」

　まだ何かあるのかと、エリザベスは顔を顰しかめる。

「リズ関連の噂うわさはまだまだ下火になっていないから、お茶汲くみの時間など他の侍女とずらして行動したほうがいい」

　シルヴェスターの注意は続く。エリザベスは相あい槌づちの代わりに溜ため息いきを吐ついた。

「最後に一つだけ。今後、二度と一人で出歩かないように」

　なぜ、ここまで行動を制限されなければならないのか。苛いら立だったものの、夜会でアンドレイから聞いた話を思い出す。

　エリザベス・オブライエンが、誰かから背中を刺されるかもしれないと言っていたのだ。もしも、本物のエリザベスと間違って刺されでもしたら──大だい惨さん事じだ。

　エリザベスは慄おののきつつ、シルヴェスターの厳重注意に頷うなずいたのだった。
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　事件以来、久々の王宮である。

　執しつ務む室しつに入ると、一人で佇たたずんでいた少女がビクリと肩を震ふるわせた。振り返ってエリザベスの姿を確認すると、驚きの表情は笑顔に変わり、実に嬉しそうに駆け寄って来る。

「うわ～、エリザベスさん！」

「ごきげんよう、チェルシー。お久しぶりですわね」

「はい、お元気そうで、ホッとしました」

「おかげさまで、ね」

　そばかすの散った愛あい嬌きようのある顔を綻ほころばせながら話しかけてきたのは、チェルシー・リンメル。彼女は裕福な絨じゆう毯たん商しようの娘で、第二王子の執務室付きの侍じ女じよである。エリザベスがいない間、一人で頑がん張ばって働いていたらしい。

「本当によかったです！」

　潤うるんだ目でそんなことを言ってくる。チェルシーはエリザベスのことを慕したっているのだ。

「もう、働いても大丈夫なのですか？」

　チェルシーの問いかけにエリザベスは頷く。傷は完治しているし、体力も戻りつつある。

　噂うわさが鎮しずまるまで目立たないよう公こう爵しやく家けにいるつもりであったが、昨晩シルヴェスターより目の届く範囲で過ごすように命じられてしまった。

　一方チェルシーは、戻ってきたエリザベスを前にとても嬉しそうだ。数々の噂を、気にしている様子はない。それどころか、寂さびしがっていたようだ。

「あなたは──噂をご存じではないの？」

「なんの噂ですか？」

「わたくしの」

「ああ──はい。存じ上げません」

　チェルシーははきはきと答える。

「人ひと伝づてに聞いた話は信じるなと言われて育ちました。だから、噂話ばかりのサロンは苦手ですし、進んでは行きません」

「そう、なの」

　ここにも、目の前にいるエリザベスを信じてくれる人がいたようだ。じわりと、心が温かくなる。

「ありがとう」

　礼の言葉に対してチェルシーは首を傾かしげていたが、ありがとう以外に言葉が見つからなかったのだ。

「それはそうと、ですね！」

　始業前なので執務室には二人しかいないが、チェルシーはヒソヒソと声を潜ひそめて喋しやべる。

「コンラッド殿でん下かは相変わらずのほほんとされております」

　チェルシーの報告に、噴ふき出だしそうになる。コンラッド王子は何があっても、自らのペースを崩くずさないだろう。そういう心の強さは、ある意味羨うらやましいとエリザベスは思った。

「あ、そうだ。今日、新しい人が来るらしいですよ」

　ようやくこの執務室にも、人員が増えるようだ。

「いったい、どこのどなたがいらっしゃるの？」

　忙しい日々を過ごしているコンラッド王子の職場は仕事量が多い。文官の墓場とも言われる第二王子補佐役になりたがる者などいないのだ。ここで頑張っても、出世に繫つながらないからという理由もある。どんな物好きが来るのだろうか……。

「異動されて来る方は、コンラッド殿下が当日のお楽しみとおっしゃっていて、シルヴェスター様もまだご存じないのだとか」

「それはそれは」

　困ったお方、という言葉を吞のみ込こむ。日々、コンラッド王子に振り回されているシルヴェスターを、一いつ瞬しゆんだけ気の毒に思ってしまった。

「真面目で、それでいて余裕のある人がいいですよねえ」

　緩ゆるいコンラッド王子に、厳しいシルヴェスター。二人に挟まれたら、胃が痛くなることは必ひつ須すである。

　始業三分前に、シルヴェスターとコンラッド王子がやってくる。いつも十分前には来ているので、かなりギリギリの出勤のようだ。

「まったく、あんな場所にいるなんて……」

　シルヴェスターがぼやいている。

「捕つかまっちゃった～」

　一方で、コンラッド王子はへらへらと笑っていた。

　どうやら、コンラッド王子はいつもとは違う部屋にいたようで、シルヴェスターが捜さがし当てて捕ほ獲かくしてきたようだ。

「始業の鐘かねと同時に、執務室に入るのが理想なんだよねえ」

「殿下、冗談はそこそこに。ギリギリの行動はまったく美しくありません」

　エリザベスには甘い顔ばかりしているシルヴェスターであったが、コンラッド王子の前では厳しい一面を見せる。そうでもしないと、場が締まらないのだ。

　コンラッド王子はシルヴェスターの苦言はまったく気にせず、今日も飄ひよう々ひようとしていた。

「エリザベスさんお久しぶり～。今日出勤するなんてついてるね」

　それはどういう意味なのか。エリザベスは考える。

　シルヴェスターとコンラッド王子の執務机には、書類が山のように積まれていた。本日も早く帰れそうにない様子だが、今日から新しい文官が異動してくる。どうか、有能な人でありますようにと、心の中で祈っておいた。

「もうすぐ、新しい人が来るよ」

「殿下、いい加減誰が異動してくるのか教えていただけますか？」

「それは来てからの、お楽しみ～」

　シルヴェスターは眉み間けんに皺しわを寄せ、これみよがしに大きな溜息を吐いていた。そんな態度も、コンラッド王子は気にせずニコニコしている。

　しばらく経たつと、扉とびらが叩たたかれた。ついに、噂の人物がやってきたようだ。

　エリザベスは、視線でチェルシーに扉を開けるように指示を出す。

　彼女もよほど気になっていたのか小走りで扉に近づくと、僅わずかに開いて向こう側を覗のぞき込んでいた。ところが、知っている顔だったようで「あ、どうも」と挨あい拶さつしている。

　エリザベスは口元を押さえて笑ってしまう。十四歳の少女の、無む邪じや気きな行動であった。

「ど、どうぞ、中へ。皆様お待ちです」

　チェルシーは足を引いて、手で示しながらやってきた人物を誘ゆう導どうする。

「失礼いたします」

　はきはきとした声だった。一歩、部屋へ入ってきた瞬間、エリザベスとシルヴェスターは共に目を丸くすることになる。

　新しい文官は黒髪に青い目を持つ、容姿端たん麗れいな青年であった。

　指先で眼鏡めがねのブリッジを軽く押し上げ、はきはきとした声で自己紹介する。

「本日付で配属されました、ユーイン・エインスワーズと申します」
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　コンラッド王子は「やった～、驚いたでしょ!?」と叫んで拍手する。

　驚いたことに、新しくやってきた文官はユーインだった。

　彼は王太子付きだったのになぜと、エリザベスは疑問に思う。

　その理由をコンラッド王子が解説し始めた。

「人事部で偶然彼の異動願を発見して、うちに来てくれるようにしてもらったんだ」

　ユーインは王太子に役職を解任されたのではなく、自ら異動を志願したという。

「エインスワーズ君がいたら、百人力だ～～。みんなで協力して、明るいうちに家に帰ろうよ！」

　コンラッド王子は両手を上げて喜んでいる。一方のシルヴェスターは無表情だ。

「あれ、シルヴェスター君、嬉しくない？」

「いいえ、嬉しいですよ。とても」

　低く、感情のない声でシルヴェスターは答える。一度目を伏ふせ、盛大な溜息を吐いたあと、ユーインに目を向けて明らかな作り笑いを浮かべながら「よろしく」と言っていた。

　ユーインも、目が笑っていない微笑ほほえみを返す。

　チェルシーは震えながらエリザベスにしがみついた。

「ひえええ、ピリピリしています」

「お茶を淹いれに行きましょう」

　部屋から出る前に、エリザベスはシルヴェスターに話しかけられた。

「リズ、わかっているね？」

　昨晩交わした約束はきちんと守るように、と言いたいのだろう。エリザベスはコクリと頷いた。顔を上げた瞬間、少しだけぎょっとする。ユーインが何かを探さぐるような視線をエリザベスに向けていたのだ。

　エリザベスはすぐさま、部屋から出る。

　イレブンジズ・ティーにはかなり早いが、エリザベスはチェルシーの腕を引いて部屋から出て行った。廊ろう下かを早足で歩き、厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　まだ、茶菓子は用意されておらず、調理台は閑かん散さんとしていた。

「この時間はなんにもないんですねえ」

「みたいですわね」

　しゃがんでかまどの中を覗いてみたが、火も入っていない状態だ。

「たぶん、別べつ棟とうにいる女中さんに頼んだら、湯やお菓子を用意してもらえるかと～」

「そこまでしなくてもよろしくってよ。少し、ここにいましょう」

　基本的に、エリザベスやチェルシーの仕事は茶を淹れることだけである。部屋の掃そう除じや書類運びは近きん侍じや女中のすることなのだ。

「それにしても、びっくりしましたね。新しい文官がユーインさんだったなんて」

「本当に」

「婚約者であるエリザベスさんも知らなかったのですね」

「もう婚約者ではありませんわ。わたくし、彼に婚約破は棄きされましたの」

　チェルシーは目を見開き、顔を青くして口元を両手で押さえた。

「ご、ごめんなさい。知らなくて……」

「どうか、お気になさらず。よくある性格の不ふ一いつ致ちが原因ですので」

「そうでしたか。その、お似合いでしたからびっくりして……いえ、なんでもありません」

「あなたは本当に、わたくしの噂話を知らなかったのですね」

「はい……」

　今日も出勤早々、王宮に勤める人達から探るような視線を向けられてきた。ただでさえ目立っているというのに同じ部署にユーインがやってきたと知れたら、ますます面倒な事態となることは容易に想像できる。

「両親には上流階級のお付き合いを学ぶためにサロンに出入りして、情報を集めるように言われているのですが、雰ふん囲い気きに馴な染じめなくて……」

「それでいいと思いますわ」

　人が集まっても、下世話な話しかしない。つい先日の夜会での噂話が、すでに社交界全体に広がっていることが何よりの証明である。

「それよりも、問題はあの二人ですわ」

　シルヴェスター一人だけでも相手にするのが大変なのに、ユーインまで加わってしまったのだ。エリザベスの心労は相乗効果で倍以上となる。

　二人共タイプの違う見み目め麗うるわしい青年で執務室は華はなやかになったが、ありがたくもなんともない。

「どうしてこうなったのか……」

　エリザベスは顔を顰しかめ、こめかみを指先で揉もむ。

「あなたも、息苦しいだろうとは思うけれど」

「いえ、大丈夫です。鈍どん感かんなのが取とり柄えですから」

「鈍感……そうですわね」

　今必要なのは鈍感力なのかもしれない。しみじみと、エリザベスは思う。

　そろそろ、火入れを頼もうかと思っていたら、厨房に誰かがやってくる。女中だった。

「──きゃあ！」

　彼女は厨房に入ってくるなり、エリザベスの顔を見て悲鳴をあげる。

「あなた、どうかなさって？」

「あ、も、申し訳ありません。さ、先ほど、下の階であなた様に、お茶を淹れるように命じられたもので」

「わたくしに？」

　エリザベスは女中に茶を淹れて、中庭にある東あずま屋やに持って行くように言ったという。お仕着せ姿や、髪型も目の前のエリザベスとまったく同じもので、その後、庭の方角へと歩いて行ったらしい。

　よって、二階にある厨房にいるはずもないエリザベスがいたので驚いたとのこと。

「人違いではなくて？　わたくし、あなたに頼みごとはしていませんわ」

「いえ……そんなはずは……」

「それよりも、火を入れてくださる？　お茶を淹れたいの」

「は、はい、ただいま」

　女中は駆け寄って、火の準備をする。

　その間、エリザベスとチェルシーは食器棚だなの中からカップとソーサーを選ぶ。

　エリザベスはじっくり吟ぎん味みして、金きん彩だみに縁ふち取どられたものを手に取った。

「それ、シルヴェスター様のですか？」

「え？　ええ。よく、わかりましたね」

「わかりますよ～。なんか、シルヴェスター様がそのカップとソーサーを持った時の美しい姿が目に浮かびますもん」

　本来ならばコンラッド王子の品を一番に選ばなければならないのに、エリザベスは無意識のうちにシルヴェスターのカップから選んでいた。さらにチェルシーの言う通り、手にした時に絵になるような品を手に取っていたのだ。

　今までそんなつもりはまったくなかった。どうしてかと自身に問いかけるが、答えは浮かんでこない。

「コンラッド殿下はこれ、ユーインさんはこれにしましょう！」

　エリザベスが思考に耽ふけっている間に、チェルシーがカップとソーサーを二組選ぶ。

「エリザベスさん、どうかしました？」

「いいえ、なんでも」

「お二人のはこれでいいですか？」

　素敵だと言うと、チェルシーは嬉しそうにニコッと微笑んだ。

　首を横に振って、気分を入れ替える。今度は茶葉を選び、ポットの中に入れた。

　湯が沸わいたのと同時に、菓子部門の使用人達が茶菓子を運んでくる。エリザベスはクッキーを皿に並べた。

　視線を感じて振り返ると、先ほどの女中と目が合う。ビクリと肩を震わせ、サッと目を逸そらしていた。まるで、恐ろしい存も在のを見た時の反応である。

　エリザベスに似ている人がいた。

　それは、妙みように気にかかることでもあった。もしも、見間違いではないとしたら──。

　ティーワゴンに並べたあと、それをチェルシーに託たくす。

「ごめんなさい。あとのことは頼みます。わたくしは、用事を思い出しましたので」

「はい、わかりました」

　チェルシーがポットに湯を注ぐのと同時に、エリザベスは厨房から出て行く。早足で廊下を進んでいた。

　──さ、先ほど、下の階であなた様に、お茶を淹れるように命じられたもので。

　女中の反応と、言っていた言葉が引っかかっていた。

　彼女が一階で見たエリザベスとは誰だったのか。

　ある可能性が脳のう裏りをよぎり、額に汗が浮かぶ。エリザベスに瓜うり二ふたつの人間なんて、世界に一人しかいない。




　──公爵令れい嬢じようエリザベス・オブライエン。




　まさか、こんなところにいるはずはない。きっと、人違いだ。しかし、どうにも引っかかる。庭に行って、確認しなければ。シルヴェスターの忠告はすでに頭から吹き飛んでいた。

　エリザベスが何か焦あせっていると不ふ審しんに思われてはいけないので、冷静を装よそおって一階まで下りる。

　中庭に入るのは初めてだった。よく手入れがされていて、中央広場には噴ふん水すいまである結構広い庭だとチェルシーから話を聞いたことがあるものの、自身では一度も足を踏ふみ入いれたことがなかった。

　高い木が生おい茂しげっていて死角が多いため、文官と女中が密会する場所として有名だったからだ。

　エリザベスは溜息を一つ吐き、そんな噂の中庭へと足を踏み入れる。二階から東屋を確認したので、だいたいの位置は把は握あくしていた。

　迷路のようになっている小道を進んでいると、東屋の屋根が見える。

　ドクドクと、心臓が嫌な感じに早はや鐘がねを打っていた。

　東屋から三メートルほど離れた草くさ陰かげにしゃがみ、息を殺して覗き込んだ。

　四つの柱が屋根を支える形で、内部に机と椅子が置かれている。

　人は──誰もいない。

　胸の上にあった手をぎゅっと握にぎった。エリザベス・オブライエンはいなかった。

　心から安あん堵どしたのと同時に、背後から肩をポンと叩かれる。

「きゃあ！」

　慌あわてて振り返ったら、巡じゆん回かい中ちゆうの騎士のようだ。

「君、どうしたの？」

「あ……いえ」

「こそこそしていたから、声をかけさせてもらったんだけど。まさか男と密会じゃないよね？　近頃多いから見回ることにしたんだ」

「そ、そうでしたの？　わたくしはただの、気分転てん換かんの散歩ですわ。すぐに戻ります」

「そう。だけど、たまに同じように散歩をしている文官がいるから、茂みに連れ込まれないように気をつけたほうがいいよ」

「ありがとう」

　お喋りで親切な騎士は中庭の外までエリザベスを送ってくれる。最後はぶんぶんと手を振って去って行った。

　廊下を歩きながら思う。エリザベス・オブライエンはいなかった。女中はきっと、見間違いをしただけだろう。

　この王宮に、エリザベスが二人いるなど、あってはならないことだ。

　しかしエリザベスを見たという女中の証言が本当ならば、ゾッとする。

　シルヴェスターに一応報告しなくてはと考えながら、侍女の休きゆう憩けい室しつへ向かった。







　ユーインの働きぶりは素晴らしいものだったようで、夕方にはすべての仕事が終わった。定時退勤できると、コンラッド王子は喜んでいる。

「じゃ、帰るねえ。エインスワーズ君、明日もよろしく」

「はい」

　ユーインは立ち上がり、帰宅するコンラッド王子を見送る。

　一方、シルヴェスターは書類の端を整え、処理済みの箱に入れていた。表情からは何を考えているのか窺うかがえない。

「ユーイン、お疲れ様。本当に、君が来てくれて助かったよ」

「いえ……。この量の仕事を三人でできるものかと思っていましたが、なんとかなるものですね」

「まあね」

　そろそろ退勤するだろうと思ったエリザベスは、ユーインの上着をコート掛けから外し着用の手伝いをする。

「ありがとうございます」

「いえ」

　交わされた短い会話は、どこかぎこちないものであった。

「では、また明日」

　踵きびすを返し部屋から出て行こうとするユーインに、シルヴェスターは近づいて声をかける。

「ユーイン、少しいいかい？　君はエリザベスの正体に気付いたから、婚約破棄をしたのだろうか？」

　その言葉に、ユーインはピタリと足を止める。

「そもそも、どうして君はあの夜会に参加したんだ？」

「それは──人事の方に誘さそわれたんですよ。反対を押し切っての異動だったので、いろいろ手を尽くしていただいた手前、断れなかったのです」

　大貴族主しゆ催さいの夜会でさえユーインはあまり姿を現さないので、シルヴェスターは疑問に思っていたらしい。説明を聞き、「なるほど」と呟つぶやいていた。

「別に、あなた方が参加するから出たわけではないです。偶然でした」

「おや、私の変装まで見破られていたとは」

「最初は気付いていませんでしたが、あとから考えたら、同どう伴はん者しやはシルヴェスターだったのだろうなと思いまして。見込み通り、そうだったのですね」

　姿形を見て気付いたわけではなかったらしい。やはり、油断ならない人物であると、エリザベスは思う。

「しかし、変装までして、あの場で何を？」

「その前に、私の質問に答えてもらおうか」

　もう一度、シルヴェスターは問う。なぜ、あの夜会の場で婚約破棄したのかと。

「……あれは、そうですね。憂うさ晴ばらしといいますか、一種のパフォーマンスですよ」

　ユーインは振り返ってエリザベスを見る。目を細め、冷れい徹てつな表情を浮かべながら言った。

「家の事情に振り回されて、あなたの勝手な事情に振り回されて、私が何も思わないような優しい男だと思いましたか？」

　その問いかけに、エリザベスはハッと息を吞む。

　言葉の通り、エリザベスとシルヴェスターはユーインに対し、酷ひどいことをした。

　偽にせ物もののエリザベスを本物だと言ってあてがい、公爵家の名誉のためのカモフラージュに使ったのだ。ユーインが恨うらみに思うのも無理はない。

　エリザベスは良心の呵か責しやくに苛さいなまれる。

　一歩前に踏み出し謝罪をしようとしたが、ユーインとの間にシルヴェスターが割って入ってきた。

「でも、助かったよ、ユーイン」

　その一言を言い放った瞬間、部屋の雰囲気は一気にピリピリとしたものになる。

　シルヴェスターとユーインが睨にらみ合あっているからだろう。エリザベスの目の前にはシルヴェスターがいて確認はできないが、背中の雰囲気でわかる。

　エリザベスはどうしてか足が竦すくみ、身動きが取れなくなってしまった。加えて、喉のどがカラカラになって、声も出ない。

「リリーはとても演技が下手でね。妹のエリザベスとはほど遠い振る舞いをしてしまったんだ。周囲の人達は違い和わ感かんを覚えて、身代わりがバレそうになっていた。実際君には見破られてしまったしね」

　しかし、ユーインが大々的に婚約破棄をしたことによって、「彼女は何も変わっていない、奔ほん放ぽうで自分勝手な女だ」という評価に定まった。

「私達はね、あの夜会には話題作りに行ったんだ。エリザベスが新しい恋人を連れて、遊び回っているという噂話を広げるために」

「なるほど。私は知らずに、その計画に加担してしまったと」

　協力に関して大変感謝している。なんでも礼をすると、シルヴェスターは言った。

「でしたら──」

　ユーインは眼鏡のブリッジを上げ一つ息をつくと、想定外の発言をする。

「今日、エリザベス嬢と食事に行っても？」

「……」

　エリザベスはシルヴェスターの上着を摑つかむ。どうしてそうしたのか、説明できない。無意識のことである。シルヴェスターはそんなエリザベスを引き寄せ、肩を抱いた。ユーインへは、笑みを浮かべる。それは自然と出てきたものというよりも、相手に圧力をかけるような凄すごみのある笑顔だった。それから幼子を諭さとすように、優しい声で話しかける。

「ユーイン、それはいけない」

　一方、ユーインは棘とげのある声で問いただす。

「どうしてですか？　なぜ、食事に行くことを許可できないと？」

　シルヴェスターは淡たん々たんとした口調で言葉を返す。

「君達はもう、婚約破棄している。そんな二人が食事していたら、不自然だろう？」

　ここでユーインは引くと思っていたが──違った。彼はもう一歩、踏み込んできたのだ。

「シルヴェスター、なぜあなたにそこまでエリザベス嬢を拘こう束そくする権利があるのですか？」

　その問いかけに、シルヴェスターにしては珍しく言葉に詰まった様子を見せた。

　ここぞとばかりに、ユーインはさらなる追い打ちをかける。

「まるであなたが、エリザベス嬢を独占したがっているように見えます」

　それは思い違いである。エリザベスはそう主張したかったが、上う手まく言葉にできない。

「私は──彼女と、契約しているからね」

　シルヴェスターの言葉でエリザベスは思い出す。この男との間には、契約しかないことを。なんてことのない、事務的ビジネスライクな関係だ。

　はっきりと理由が判明したので、心の中のモヤモヤも綺き麗れいさっぱりなくなった。

　エリザベスはここで、はっきりとユーインに問いかける。

「ユーイン・エインスワーズ、あなたはわたくしを、恨んでいますの？」

「なぜ？」

「それは──」

　ユーインを騙だました上に、エリザベスの正体を知って尚、差し伸べてくれた手を拒絶したのだ。

　さぞかし恨んでいるに違いない。そう思っていたのだが──彼は首を横に振った。

「今回の件で腑ふに落ちず、怒りを覚えることはありましたが、主犯であるシルヴェスターはさて置いて、エリザベス嬢のことは恨んでいません」

　それどころか、感謝をしていると言う。

「私はあなたに、勇気づけていただいたので」

「わたくし、何かしましたか？」

「ええ」

　──ユーイン・エインスワーズ、あなたは将来、この国になくてはならない存在になるでしょう。周囲もきっと、七光ではなかったと、認めてくれるはずです。だから──これからもめげずに、頑張っていただきたいと、思っています。

「あの言葉で、今回の異動を決意しました」

「え!?」

「王太子補佐になれたのは、オブライエン家のご令嬢エリザベスと婚約したからであり、私の実力が認められて任命されたわけではありません」

　実は心の奥底で、不服に思っていたらしい。

「結果的に王太子殿下は私の働きを認めてくださいました。しかし、周囲は納なつ得とくできなかったようで」

　婚約で転がり込んでくる公爵の座と、王太子補佐の地位はユーインの将来を確固たるものとする要素であった。それを、妬ねたむ者がいたのだと語る。

　実際に、嫌がらせをする者までいたらしい。

「もう、面倒になって。身代わりが判明し、本物のエリザベス嬢と結婚する気も失せてしまい……というか、シルヴェスターは本気で妹を捜す気がないどころか、見つけても修道院に連れて行くつもりだったのでしょうね」

　エリザベスは返事をすべきか迷ったが、シルヴェスターがあっさりと認める。

　ユーインは己おのれの将来をじっくり考えた結果、王太子付きの役職を辞することを決意した。

「英断でしたが、周囲にあった柵しがらみをすべて取り払ってみたら、気持ちがすごく楽になって──」

　自由になったユーインは、自分の実力のみで出世するつもりであると決意を語った。

「しかし、兄と話し合わずに婚約破棄をしたので、エインスワーズ家からは勘かん当どうされてしまいました」

　想定外の展開に、エリザベスは目を丸くする。

　オブライエン公爵家との繫がりを確固たるものとしたかった野心家であるユーインの兄は激げき昂こうし、たった一人の弟を追い出した。現在ユーインは、宿屋暮らしをしていると言う。

「これから、どうなさるの？」

「ゆくゆくは、アパート暮らしをしようかなと」

　今は亡なき父の財産もあるようで、慎つつましい生活をするのならば問題はないらしい。

「そんなわけで、婚約破棄は私にも旨うま味みがあったというわけです」

「ユーイン、素晴らしい向上心だ」

「ありがとうございます」

　シルヴェスターとユーインは、表面上では穏おだやかな会話をしている。

　だが、二人の間に交わった視線は穏やかなものではない。バチバチと、火花が散っているようだ。

「では、食事がダメならば、エリザベス嬢と休憩室で紅茶を飲むことは？」

　話題は、ユーインの申し出に戻った。

「未み婚こんの男女が二人きりになるのは褒ほめられたことではないね」

「シルヴェスターは私の願いを叶える気がないようですね」

「リリーのこと以外ならいくらでも聞こうか」

　ユーインは返事をせず、眼鏡のブリッジを押し上げるのと同時にシルヴェスターを睨む。

　気まずい雰囲気になる一方なので、エリザベスは二人の間に割って入り話題を変えた。

「ちょっとよろしくて？　大事な相談があるのですけど」

　──エリザベスに似た人物を見た女中がいる件をユーインに話してもいいのか迷ったが、エリザベスの正体を知る数少ない人物でもある。もしもの時に味方になってもらえるかもしれないと思い、伝えることにした。

「わたくしと、そっくりの女性を見かけた女中がいまして」

　その人物が、女中に紅茶を運ぶように頼んだことを話す。

　シルヴェスターはエリザベスの肩を摑みながら問いかける。

「リズが、帰って来ているというのか？」

「わかりません。お茶を運ぶようにと言った東屋を覗いてきましたが、誰もいなくて──」

　シルヴェスターの目は、驚きでさらに見開かれる。

「もしやリリー、一人で見に行ったのか？」

「え？　ええ」

「危険だ。二度と、そんなことはしないでくれ！」

　珍しく、怒りが籠こもっているような声色だった。本物のエリザベスが王宮に紛まぎれ込こんでいるかもしれないという事実は、冷静な彼の調子を狂わせるものだったのだろう。

「リズ……エリザベスは、いったい何をしに来たというのか？」

　ポツリと呟いたシルヴェスターの言葉に、答えられる者はいない。

「エリザベス嬢、エリザベス・オブライエンを見かけたという女中の名はご存じですか？」

「ええ、確か、キャロルという、十五、六くらいの少女だったかと」

「わかりました。今から、それとなく話を聞きに行ってきます」

　そう言って、ユーインは部屋から出て行ってしまった。

　閉ざされた扉を見ながら、やはりユーインにも話をしてよかったと思う。

　エリザベスはシルヴェスターを見る。

　いつの間にか彼は執務机に戻り、腰かけた状態で頭を抱かかえていた。怒っている様子はない。そのことに、エリザベスはホッとする。

「……リズは、王宮に潜せん入にゆうなんかして、何をするつもりなんだ」

　まだエリザベスだと決まったわけではない。可能性だけでここまで苦悩する様子を見ていたら、妹との確かく執しつがよほどのことであったのだと気の毒になる。安心させるつもりで、柄にもなくなるべく優しい声で話しかけた。

「女中の見間違えの可能性もありますし」

「君みたいな美人を見間違えるわけがないだろう……いや、リズのことを美人だと思ったことはないけれど」

　やや乱暴な口調だった。しかし、どういう意味なのか聞き返したくなる内容だ。

　エリザベス・オブライエンを美人だと思ったことはないけれど、エリザベスは美人だと思った。そう、言っているように聞こえたのだ。

「……」

　公爵令嬢エリザベス・オブライエンは、兄シルヴェスターの精神を病やませる存在だったのだろう。日記を読んだ限りでは、ありとあらゆる手段で兄に好意を示していた。無理もない。

　エリザベスはシルヴェスターのもとへと近づき、顔を覗き込む。

「あの、紅茶を淹れてきましょうか？」

　少し、落ち着いたほうがいい。そう思って提案したが、シルヴェスターはまさかの行動に出てくる。エリザベスの手を摑み、乞こうように頼んできたのだ。

「ここに、いてくれ」

　触れられた手は、驚くほど冷たい。

　エリザベスは思わず、空いているほうの手をシルヴェスターの手の甲に重ねる。

　それはあくまで、同情からの行動のつもりであった。

「リリー……」

　だが──熱い視線を受けて、これ以上はいけないと自己防衛本能が働いた。握られていた手をそっと引き抜き、甲に置いた手も背後に回す。シルヴェスターは一瞬寂しそうな表情を見せたが、そのまま話し出す。

「リズは、何か企たくらんでいるのだろう」

「まだわかりませんわ」

「間違いないよ」

　せっかく平和になっていた日常が脅おびやかされてしまうと、シルヴェスターは悲痛な表情で言った。まったくこの男らしくないと、エリザベスは思う。

　本物のエリザベスが見つかって、事態がまるく収まるかもしれないというのに……。

　そもそも、連れ戻してそのまま修道院に連れて行くと言っていたのだ。

　自分がしっかりしなくては。エリザベスは息を大きく吸い込んで、深く吐く。

　そして、シルヴェスターの前かがみになっている背を、力いっぱい叩いた。非力なエリザベスではあまりダメージを与えたように思えなかったが、シルヴェスターは驚いた顔をしてエリザベスを見る。

　シルヴェスターを揮ふるい立たせるため、あえて強い言葉を選んで声をかけた。

「何を怖こわがっていますの？　あなたの今のエリザベスはわたくしでしょう？　堂々となさっていたら？」

　その言葉に、シルヴェスターは翠みどり色いろの目を丸くする。

「違っていて？」

「いいや、私のエリザベスは──君だ」

　その瞬間、虚うつろになっていた瞳ひとみに光が宿る。

　いつもの、腹黒くて誰にも隙すきを見せないシルヴェスターに戻ったようだ。

　そんなやりとりをしているうちに、ユーインが帰ってきた。

　十分程度であったが、ひどく疲れた表情をしている。どうやら、女中の休憩所に行ったらしい。

「酷い目に遭あいました」

　本物のエリザベスを見かけた女中に接触し、話を聞くことに成功したものの、そのあと茶を飲んでいかないかと迫せまられてしまったらしい。適当に、仕事が忙しいと言って逃げてきたと言う。

「ユーインでも逃げることがあるんだね」

「あなたのように、女性に対して口が達者ではありませんので」

「本当にそうなら、今頃幸せな結婚生活を送っているよ」

「たしかに、義妹いもうとに振り回されているくらいですしね」

　依然として、シルヴェスターとユーインの間には火花が散っている。そんなことよりも、今は女中の話を聞きたかった。

「それで、エリザベスを見かけたという話は？」

「ええ──」

　女中は間違いなく、一階で見たのはエリザベスだと話しているらしい。

「ピンクブロンドの髪に翡ひ翠すいの瞳、白磁のような肌を持つ女性──なかなか見かけない容姿です」

「やはり、妹は王都に帰って来ているのか？」

「もしかしたら、公爵家に戻っているかもしれないですね」

　だとしたら、恐ろしい話である。シルヴェスターのほうを見てみると、無表情だった。感情は読み取れない。

「見かけた女中が怖がっていたので、似た扮ふん装そうをしてからかう困った人がいると誤ご魔ま化かしておきました」

「さすがだね、ユーイン。そういうことにしておいたら、同じようなことが起こった時に言い訳できる」

「噓うそではありませんしね」

　ユーインはエリザベスをちらりと見ながら言った。

　エリザベスは目を細め、挑いどむような視線で睨み返す。

「とりあえず、今日は解散としよう」

　問題は山積みであったが、これ以上の対策は取りようがない。今日のところは帰宅することにした。
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　冬の太陽はあっという間に沈んでいく。夜空には星がポツリ、ポツリと浮かんでいた。

　エリザベスの生まれ育った故郷とは違い、都会の空は星が少ない。

「今日は、一番星しか見えませんわ」

「郊こう外がいに工場があるから、排はい煙えんのせいで大気が汚よごれてしまっているのだろう」

「情じよう緒ちよの欠片かけらもないお話ですこと」

　普段、こうして馬車の中で会話を交わすことなどほとんどない。さらにエリザベスからシルヴェスターに話しかけるのは、とても珍しいことである。

　たわいない会話であったが、これには理由がある。

　エリザベス・オブライエンが王都にいるかもしれない。

　それは本来、喜ばしいはずのことなのに、シルヴェスターの表情は暗い。

　何か喋らないと、この気まずい雰囲気に耐たえきれなかったのだ。

「もしも、公爵邸ていにエリザベスが帰っていたら、どうなさいますの？」

「追い出す」

　薄暗いのでシルヴェスターがどのような顔をしているのかはわからなかったが、本物のエリザベスを切って捨てるような冷たい声色であった。

「こんな、星も出ていないような夜に？」

「もう、面倒を見ていられない」

　低く、重たい気持ちを含ふくんだような一言であった。

　その後、二人が会話を交わすことはなかった。

　街灯に照らされた道を、馬車は走って行く。




　屋敷に着くとシルヴェスターは門前で一度馬車を停とめ、御ぎよ者しやに何か指示を出したようだ。彼が席に座すわったのと同時に、エリザベスは問いかける。

「何か問題がありまして？」

「ああ。裏口に回るように命じたんだよ。もしかしたら、リズが正面玄げん関かんで待っているかもしれないからね」

　呆あきれたことに、かつてのエリザベスは愛いとしい兄の帰りを毎日玄関で待ち構えていたらしい。二人のエリザベスが出会ってしまわないように、裏口から屋や敷しきの中へ入ろうというのだ。

　シルヴェスターは本物のエリザベスがいたら捕獲できるように、そのまま正面玄関から帰宅した。エリザベスのみ、裏口から入る。

「こんな時間に、どなたです──きゃっ！」

　突然やってきた訪問者を不審に思ったのか、侍女が顔を覗かせる。通常、裏口は使用人や商人専用となっているのだ。

「わたくしよ」

「エリザベスお嬢様……？」

　外がい套とうのフードを取り外すと、侍女はホッとした様子を見せた。

「どうかしまして？」

「てっきり、その……」

　侍女は近づき、耳打ちする。本物のエリザベスかと思ったと。

「彼女は、よくここを出入りしていましたの？」

「はい」

　本物のエリザベス付きだったという侍女は、胸を押さえ、ホッとした様子を見せている。この様子だと、エリザベスは戻って来てはいないようだ。

　食事の支し度たくが調ととのっているというので、着替えをしたのちに食堂へと向かう。すでにシルヴェスターが腰かけ、優雅にワインを飲んでいた。

　食堂の中に入れるのは、身代わりの事情を知るレントンや、身の回りの世話をする五名の侍女だけにする。

「とりあえず、リズはここに帰って来ていないようだ」

「みたいですわね」

　会話は一いつ旦たんここで途と切ぎれる。執しつ事じのレントンが給きゆう仕じにやってきた。

　まず、運ばれてきたのは冬野菜のスープ。冷たい雪の下で育った根菜類は甘い。

　続いて、豚ぶたひき肉のパイが置かれる。小さめのカットは、エリザベスの食事量を考えてのことである。それから芽キャベツとカブの蒸むし煮にに、鶏とり肉にくのベシャメルソース、白身魚のソテーに、仔こ牛うしのロースト、ホウレンソウのムース。食後の甘かん味みはレモン風味のアイスクリームとスモモのコンポート、というメニューであった。

　シルヴェスターは食後酒のシャンパンを注ぐレントンに話しかけた。

「レントン、王宮でリズの姿を見た者がいるらしい」

「なんと！」

「家にも帰って来るかもしれない。一応、警けい戒かいしておいてくれ」

「かしこまりました」

　また逃げそうになったら、シルヴェスターが会いたがっていると言って引き留めるようにと命じた。

「まったく、いなくなっただけでも大変なことなのに、こちらのペースを乱すようなことをして」

「彼女が何を企んでいるかも、気になりますわ」

「そうだね。……君は、できたら単独で行動しないでくれ。王宮にも、行かないほうがいいかもしれない」

「また、この家に缶詰になりますの？」

　うんざりという口調で返す。本物が現れた以上、このまま手をこまねいているのは性しように合あわないと思ったのだ。

「わたくしと同じ装いをしているのは、おそらくエリザベス・オブライエンの当てつけでしょう。自分の身代わりが用意されたことに気づいたということですわ」

「なぜ、リズはリリーに当てつけを？」

「あなたを取られたと思っているのではなくて？」

「ああ──」

　シルヴェスターは深い溜息を吐く。

「わたくしがいるから、あえて王宮に潜入してきたのだと思いますの」

　同じ装いをして、不ふ遜そんな態度で闊かつ歩ぽし誰かれかまわず面倒事を頼む。さすれば、非ひ難なんは身代わりのエリザベスに集まるという仕組みだ。手っ取り早い嫌がらせである。

　もしも目的がシルヴェスターのみであったら、一番に会いに来ているはずだ。

「でしたら、わたくしを囮おとりにして、エリザベス・オブライエンを捕獲したらいかが？」

「危険だ」

「小娘一人に、何ができますの？」

「協力者がいるかもしれない」

「協力者がいるならば、どこにいても危険なことに変わりはありません」

　公爵家の屋敷の中にいても、同じだろうと指摘した。

「それでも、リリーはこの家にいたほうが安全だと思うけれど」

「でも、昼間の公爵家にあなたはいないので」

　守ってくれるのだろうと、エリザベスは視線で問いかける。

「逆に、エリザベス・オブライエンがあなたに接近した時、わたくしがあなたを守ることもできます。先ほどみっともなく憔しよう悴すいしていたのをお忘れ？」

　二人の関係は対等であると、エリザベスは改めて示す。

「それを言われると面目も立たないな」

　シルヴェスターはハッとした表情を浮かべたのち、しばらくエリザベスを見つめていたが、途中から顎あごに手を当ててしばし考え込む。

　そうして──。

「囮というのはやはり危険だから、王宮に出仕を続けて様子を見よう。でも絶対に一人では行動しないでくれ。わかったね？」

　エリザベスはどうしようか迷ったが、譲歩も必要だと思ったので渋々頷いた。







　──翌日。いつもの通りお仕着せ姿で出勤する。

　相変わらず婚約破棄の噂で盛り上がっているのか、不ぶ躾しつけな視線に晒さらされた。

　コンラッド王子がやってくるよりも早く、ユーインが執務室に現れる。

「おはようございます」

「おはよう、ユーイン。今日はいい朝だね」

　シルヴェスターは笑顔で挨拶を返した。

「ええ、本当に」

　ユーインは愛想なく返すと、きびきびとした足取りで席に着く。

「エリザベス嬢、おはようございます」

「ええ、おはよう」

　尊大な態度で返したにもかかわらず、なぜかユーインはふっと微笑む。

「そのお仕着せ、やはり貴女には似合っていないように思います」

「ドレスだと、動きにくくて」

「でしょうね。しかし、あなたはドレスのほうが──」

　そこでゴホンと、シルヴェスターが咳せき払ばらいをする。

「ユーイン、今日の仕事だ」

「……はい」

　シルヴェスターは執務机の上に積み上がっていた書類の山を指差す。ユーインは何も言わずに持ち上げ、自分の席へと運んで行った。

「リリー、イレブンジズになったら紅茶をよろしく」

「ええ」

「昨日のように、一人では出歩かないように」

「わかっています」

　勤務時間と同時に入ってきたコンラッド王子に挨拶をしたのちに、エリザベスは執務室を出た。

　休憩室の椅子に腰かけ、ふうと息を吐く。

　茶の時間まで本でも読もうかと、本棚のほうに視線を向けていると扉が叩かれた。滅めつ多たに訪問者などやってこないので、ドクンと胸が跳はねる。扉を開く前に、用心深く声をかけた。

「……どなた？」

「エレナ・スタンリーです」

　侍女達を取りまとめるスタンリー伯爵夫人だ。すぐさま招き入れる。

　なんの用件かと思ったら、チェルシーが風か邪ぜで休むという知らせだった。

「代わりの者が必要でしたら、手配しますが？」

「いいえ、問題ありませんわ」

「そうですか」

　スタンリー伯爵夫人は忙しいのか、すぐさま退室していった。扉がバタンと閉まるのを見届けたあと、エリザベスはドキドキしていた胸を押さえ息を整える。

　昨日から、エリザベス・オブライエンのせいで心臓に悪い思いをしていた。

　シルヴェスターの怯おびえる表情や、女中の困こん惑わく顏がおを思い出して苛立ってしまう。

　さらに、向こうが何かするまで黙だまっているというのは、己の自尊心が許さなかった。

　このままでは気が治まらない。エリザベスは覚かく悟ごを決める。

　まず、メモ紙にメッセージを残す。

　今からエリザベス・オブライエンを捜しに行くと書いたが、事情を知らない人が見たら、不審に思われるおそれがある。紙を破いて暖だん炉ろの中に放り込んだ。ペンを持ってしばし考え、違う内容をメモ紙に書いた。

　──イレブンジズの時間まで戻らなければ、わが身は鏡に囚とらわれているだろう。

　文末に、マギニス家の頭かしら文も字じを書いておいた。それを本に挟んで、円卓の上に置く。

　机の上に本を置きっぱなしというのは、几き帳ちよう面めんなエリザベスを知る者ならば不審に思うはずだ。

　鏡というのは、もう一人のエリザベスを示す言葉である。以前、シルヴェスターが二人のエリザベスを「鏡合わせのようにそっくりだ」と言っていたのだ。彼ならば、メッセージの意味に気付くだろう。

　エリザベスは休憩室から出て、エプロンを翻ひるがえしながら『リズ』捜しに出かけた。




　もしも、エリザベス・オブライエンを見つけたらどうしようか──。廊下を大おお股またで歩きながら考える。

　一発、頰ほおを叩かないと気が済まない。

　彼女のせいで、エリザベスはシルヴェスターと身代わりの契約を結ぶことになったのだ。

　そもそも、公爵令嬢という自覚もない。

　確かに、彼女は気の毒な境遇で育ったと思う。親元から離されたばかりか、養子に行った先で虐しいたげられていた。

　だからこそ、優しくしてくれたシルヴェスターに固こ執しつしたのだろう。

　ふと、子どもの頃に読んでもらった伝承童謡ナーサリーライムを思い出す。




　──女の子は何でできているの？

　──シュガーと、スパイスと、いろんな素敵なものでできているの。




　エリザベスはきっと、たくさんのスパイスだけ振りかけられて、シュガーと素敵なものは与えられなかったのだろう。

　エリザベスのように、家族から深く愛されていたわけではなかった。

　彼女がすべて悪いわけではない。育った環境が問題だったのだ。

　自分のことではないけれど、ズキンと心が痛む。

　どうして、他人のことでこんなにも複雑な思いをしなければならないのか。

　胸を押さえて立ち止まると、背後から声が聞こえた。




「ごきげんよう、もう一人のわたし」




　甘ったるい、媚こびたような声であった。
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「なっ……!?」

　そこにいたのは──美しいピンクブロンドの髪に、翡翠の瞳、薔ば薇ら色いろの頰に、ふっくらとした唇くちびる。お仕着せ姿の女性は、エリザベスと姿形がそっくりだった。

　ドキンと、胸が大きく鼓こ動どうを打つ。

　言葉を失った。まるで鏡を見ているようだったのだ。

　しかし、ここは廊下で、全身を映す鏡などない。

　なんとも言えない、不思議な感覚に苛まれる。懐なつかしさではなく、親近感でもなく、嫌けん悪お感かんとも呼べない。複雑な感情が一気にかき混ぜられ、混乱状態となる。

　目が合ったもう一人のエリザベスは、口元に弧こを描えがく。驚いた様子は欠片もなかった。

　いったい誰なのか。そんな存も在のは一人しかいない。

「エリザベス・オブライエン……！」

「ええ、そうよ。あなたはだあれ？」

「わたくしは──エリザベス」

「噓よ。あなた、わたしの偽物ね」

　言葉に詰まる。

　早く捕まえなければと気が急せいているのに、金かな縛しばりに遭ったように体が動かない。

「ふふ、驚いているのね。わたしも、あなたを最初に見た時は驚いたわ」

　やはり、エリザベス・オブライエンはエリザベスの姿を見ていたようだ。

「あなた、わざわざわたくしと同じ恰かつ好こうをして王宮に現れて、何を企んでいますの？」

　エリザベス・オブライエンはぷいっと顔を背そむける。

「侍女や女中を驚かせるのは飽あきたから、そろそろお兄様に会いに行こうかしら？」

「やめなさい！」

　叫んだ刹せつ那な、エリザベス・オブライエンは走り出す。

　呆あつ気けに取られていたエリザベスであったが、ハッと我に返ってあとを追う。

「待って！」

　公爵令嬢エリザベスは、素す直なおに立ち止まると振り向いて言葉を返した。

「嫌よ。わたし、お兄様と半年以上も会っていないの。早く、抱きしめていただきたいわ」

「な、何を……」

　エリザベス・オブライエンはそう言うと、スカートの裾すそを摘つまんで優雅な会え釈しやくをし……、踵を返し全力疾しつ走そうした。慌てて追うが、健けん脚きやくのようで、あっという間に距離が離されていく。

　エリザベスは戦々恐々とする。コンラッド王子がエリザベス・オブライエンを見たらどう思うか。身代わりで王宮に出仕していたとわかれば、いくらあのほんわか王子でも問題にするだろう。公爵家の一大事である。なんとしても、身代わりがバレるのは防がないといけない。

　それに、彼女の言った「もう一人のわたし」という発言も引っかかる。

　遠い親しん戚せきというだけで、こうまで似るものだろうか？

　しかもなぜ、二人共、同じ『エリザベス』なのか？

　わかっていることは、エリザベス・オブライエンは公爵とどこぞの夫人との間に生まれた子であるため、一時は家を追い出されたということ。

　どこぞの夫人とは、誰なのか。謎なぞは尽きない。エリザベスはしばし考えるが、そんな場合ではないのだ。早く捕獲しなければ。

　執務中のためか、幸いなことに誰ともすれ違わなかった。これがイレブンジズの前だったら、たくさんの使用人に目もく撃げきされていただろう。

　一生懸命走っているつもりなのに、なかなか追いつけない。どうすればいいのかと思っていた矢先、エリザベス・オブライエンがぴたりと足を止めた。

「あなた、いったい何を……どうやって、ここに、入って……」

　王宮は警備が厚い。身分証を持っていない彼女がここにいること自体、ありえないことだった。

「……目的は？　何を、考えて、いますの？」

　息も切れ切れに質問する。対するエリザベス・オブライエンは、肩で息をする様子もなく、可か憐れんな笑みを浮かべながら言葉を返してきた。

「あなたこそ、何をなさっているの？」

「何って、あなたを捜して──」

　ふと気付く。ここはシルヴェスターの執務室へ繫がる廊下ではない。物置き部屋が並ぶ廊下であった。

　必死になって追い駆けるあまり、人ひと気けがない場所に誘導されていたことに気付いていなかったのだ。

「おばかさん」

「！」

　背後から羽は交がい締じめにされる。しまったと思った時にはもう遅かった。

　手足をバタつかせて抵てい抗こうしたが、背後で取り押さえているのは男性である。か細いエリザベスの力で敵かなうわけがない。近くにあった部屋に引き込まれ、あっという間に手足を縛しばられてしまった。

　エリザベス・オブライエンはエリザベスの眼前に近づき、にっこりと微笑みかける。それから、手足の自由が利きかないエリザベスの肩を力いっぱい押して転てん倒とうさせた。

「きゃあ！」

　床にはカーペットが敷しいてあったが、それでも痛かった。エリザベスはすぐさま上体を起こし、エリザベス・オブライエンをキッと睨み上げる。

「あらやだ、怖い」

　自らの肩を抱き、わざとらしく慄おののくふりをするも、すぐさまとろけそうな笑顔で話しかけてくる。

「驚いたわ。わたしが家を空あけている間に、わたしの偽物がお兄様の隣となりにいるんだもの」

「あなたのせいで、身代わりの契約をすることになりましたのよ」

「噓よ。どうせ、色いろ仕じ掛かけでお兄様を騙したんでしょう？」

「そんなわけないでしょう!!」

　あれは悪あく魔まとの契約だった。決して、噓ではない。

　そう訴えたが、エリザベス・オブライエンには、エリザベスがシルヴェスターを騙しているとしか思えないらしい。

「悪魔はあなたの方よ。お兄様ったらすっかりあなたに騙されて、楽しそうに微笑んでいたわ……。わたしのお兄様なのに」

「あの人は、あなたのものではありませんわ」

「わたしのよ!!」

　今まで笑みしか浮かべていなかった表情が、一瞬にして怒ど気き一色に染まる。

「だからあなたを懲こらしめてあげようと思って、ある方にお願いをしたの」

「どういうこと、ですの？」

「忘れたの？　あなた、この間とっても大変な目に遭ったでしょう？」

　その言葉を聞いて、ハッとなる。

「も、もしかして、わたくしを誘ゆう拐かいするように命じたのは──!?」

　エリザベス・オブライエンは返事の代わりに、嘲あざけりを返した。

「なんてことをなさるの!?　あなたのせいで、わたくしは死にそうになりましたのよ!?」

　エリザベスは自身でも驚くほど、ヒステリックな声で叫んだ。しかし、相手は平然としたまま、気にする素そ振ぶりもない。

「直接手を下したのはわたしではないわ。公爵家に恨みを持っている者がいたから、ちょっと情報を提供しただけ。それに、殺してほしいとまでは頼んでいないわ。依頼した者も、身みの代しろ金きんを奪うつもりはあっても、命まで奪おうとは考えていなかったはずよ？」

「乗っていた馬車が横転しましたの。その時、頭を打って……額に傷が残りましたのよ」

　後日発覚したことだが、馬車の車輪には細工が施ほどこしてあり、明らかに仕組まれた事故だとわかった。

　下手したら、死んでいたかもしれないのだ。

　そこまで言っても、エリザベス・オブライエンは反省の色すら見せない。

「でも、今ちゃんと生きているんだからいいじゃない。死ななくて、よかったわね」

「だから、そういう問題ではありませんわ!!」

　まったくもって話にならない。エリザベスの苛立ちは限界を突とつ破ぱし、血管の一本や二本切れているのではないかと思う。

　エリザベス・オブライエンはエリザベスに背を向け、溜息交じりで言った。

「……あなたとお喋りしていても、つまらないわ」

「だったら、シルヴェスター・オブライエンと三人で話をしましょう。わたくしが彼を騙しているわけではないと、証明していただけると思うので」

「嫌よ」

「なんですって!?」

「せっかくお兄様と半年ぶりに再会できるのに、邪じや魔ましないで」

　エリザベスは奥歯をギリッと嚙かみしめる。これほどまでに話が通じない相手だとは思わなかった。

「それならば、これだけは答えていただけます？　あなたは、いったい何が目的で、こんなことをしますの？」

　くるりと振り返ったエリザベス・オブライエンは、よくぞ聞いてくれたと言わんばかりに話しだす。

「わたしは、お兄様を救うのよ！」

「救う？」

　いったい何を言っているのか。エリザベスは訝いぶかしげな顔でもう一人のエリザベスを見上げた。

「お兄様は、公爵家という柵しがらみに囚われているのよ。爵位も継つげないのに、憔悴するまで毎日毎日せっせと働いて、可哀想だと思わない？」

　シルヴェスターが憔悴していたのは、迫ってくる妹を避さけるために働いていたまでに過ぎない。

　だがここで話の腰を折ったら何をされるかわからないので、黙っておく。

「だから、わたしは悪評を流して公爵家を壊こわし、お兄様を助け出そうと決意したのよ！」

　その発言に愕がく然ぜんとする。エリザベス・オブライエンは考えもなしに奔放な振る舞いをしていたわけではなかった。すべては、シルヴェスターのため。彼を自由にするために、公爵家の家名に泥を塗るような行為を繰り返していたのだ。

　エリザベス・オブライエンは両手を広げ、歴史に残る宣せん教きよう師しのような堂々とした佇まいで叫んだ。

「公爵家がなくなったら、お兄様は何もかもから解放されて、自由になれるの。そうして、わたし達は、兄きよう妹だいではなくただの男と女になれるのよ！」

　ゾッとするような計画だ。エリザベスの全身は鳥とり肌はだが立ち、寒気すら感じていた。

「でも、その計画を、あなたが邪魔した。絶対に、許さない！」

　エリザベス・オブライエンはエリザベスを指差し、控ひかえていた男に命令する。

「いいことを思いついたわ。フレーミヒ、この子、襲おそってもいいわよ」

「はあ!?」

　襲う、というのはそのままの意味ではないだろう。異性関係に奔放なエリザベス・オブライエンの言うことだ。もう一つの意味に決まっていた。

　フレーミヒと呼ばれた男を見る。

　身長は百七十くらいか。頰はこけており、目は落ちくぼんでいる。どこか冴さえない容姿をしていた。

　そんな彼はエリザベスを見て、目を爛らん々らんと輝かせていた。視線が合った瞬間、ゾワリと肌が粟あわ立だつ。

「なるべく、優しくしてあげてね。誘拐されて死にかけた上に乱暴にされるなんて、可哀想だから」

「承知いたしました。お嬢」

　エリザベス・オブライエンは勝かち誇ほこった表情で見下ろし、笑みを深めていた。

「ふふふ、じゃあ、またあとで」

「ま、待ちなさい!!」

「待てないわ。だって、お兄様はわたしのことを、待っているはずだから」

「そんなわけ──」

「あるわ。じゃあね、もう一人のわたし」

　バタンと、扉は閉められる。

　これで、フレーミヒと呼ばれた男と二人きりとなってしまった。

　エリザベスは、奥歯をギリっと嚙みしめる。
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　コンラッド王子の執務室では、通常通りの業務が続いていた。

　当然ながら、エリザベスが大変な目に遭っていることなど知る由よしもない。

　現在、シルヴェスターとコンラッド王子がせっせと働いていた。ユーインは定例会議に行っている。

「シルヴェスター君、エインスワーズ君を呼んで、正解だったでしょう？」

「それは……まあ」

　ユーインのおかげで、シルヴェスターの抱えていた仕事が効率良く片付く。

「もっと早く呼んでおけばよかったな～」

「殿下、口ではなく、手を動かしてください」

「わかっているよ」

　そうコンラッド王子が返事をした瞬間、執務室の扉が二回、叩かれる。

「どうぞ？」

　返事をしたのは、コンラッド王子だ。

　すぐに扉が開かれ、入ってきたのは──エリザベス。

　シルヴェスターと目が合った瞬間、彼女はとろけそうな笑みを浮かべた。

　その刹那、シルヴェスターは弾はじかれたように立ち上がる。まるで、怖ろしいものを見たかのように、瞠どう目もくしていた。

「シルヴェスター君、どうかした？」

　コンラッド王子の問いかけを聞いたシルヴェスターはハッとなる。一拍間を置いて、早足でエリザベスに近づき、じっと見下ろした。そして、冷ややかな声で一言呟く。

「……違う。私のリリーではない」

　シルヴェスターは目の前にいたエリザベスの肩を押しのけ、執務室から出て行ってしまった。

　残されたエリザベスからは笑顔が消え去り、無表情となる。

　その様子を、コンラッド王子は目を細めながら眺ながめていた。
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　追い詰められたエリザベスは、上から見下ろすフレーミヒと呼ばれた男をジロリと睨む。

　フレーミヒは床に伏しているエリザベスの前にしゃがみ、顔を覗き込んできた。

「ああ、こっちのほうがずっといい。賢かしこそうな上に、品がある。肌も白くて、綺麗だ」

　エリザベス・オブライエンと比べての評価だとはわかるが、ねっとりとした目で見られながら言われた言葉だったのでまったく嬉しくない。

　焦ったエリザベスは、フレーミヒに話しかける。男の気を逸らそうと思ったのだ。

「あ、あなた、名前はなんていいますの？　フレーミヒは姓せいでしょう？」

「俺の、名前？」

「ええ」

　男は一瞬ぽかんとした顔を見せたが、そんなものどうでもいいだろうと切って捨てられる。

「でも、お名前を呼べないでしょう？」

　エリザベスは話しかけながら背後にある拘束された手を、先ほどから必死に動かしていた。

　実は、縛られる前にこっそりと親指と小指に力を入れておいたのだ。手を張った状態で縛られると、力を抜いた時に僅かに隙すき間まができる。服の袖そでを引くと、さらに縄なわは緩ゆるむ。足も同様につま先を重ねて踵かかと側は少し開いておき、隙間を作っておいた。

　先日読んだ推理小説に書かれてあったことを思い出して、実行に移したのだ。

「こんな上玉を俺のものにできる機会に恵めぐまれるなんて……今まで散々こき使われてきたけれど、お嬢には感謝しなくては……」

　フレーミヒはエリザベスの頰に触れてきた。恐怖で震えてしまう。縄を解ほどこうとしていることがバレるかもしれないという危機感もあり、余計に怯えてしまった。

　頰に触れた男の手はだんだんと下がっていく。しゅるりと、胸元のリボンが解かれた。襟えり元もとが広げられる。このままでは、あっという間に服を脱がされてしまうだろう。

「……ねぇ、わたくしのお願いを聞いてくれるなら、なんでも……するわ」

　エリザベスはもう一言くい下がってみた。と同時に、手首の縄が解ける。

「そんなに俺の名前が、知りたいのか？」

「もちろん」

　エリザベスは縄抜けしたことを知られないよう慎しん重ちように答える。地を這はう毛虫の名前と同じくらい、男の名前なんてどうでもよかった。しかし、他に時じ間かん稼かせぎを思いつかなかったのだ。

「俺の名前は、ライナー・フレーミヒだ」

　エリザベスは頭の中に叩たたき込こんでいた貴族名めい鑑かんを開く。一件、心当たりがあった。

　フレーミヒ家。商人と深い繫がりのある一族で、王宮の家政ハウスホールド、つまり、生活必ひつ需じゆ品ひんの管理を任されている。

　日用雑貨などを王宮に運ぶために、毎日出入りしているのだろう。そんな彼の手引きで、エリザベス・オブライエンは王宮に忍び込むことを可能としていたのだ。エリザベスはにっこりと微笑み、フレーミヒの名前を呼んだ。

「そう、あなたはライナーっていいますの」

　フレーミヒは嬉しそうな表情で頷き、「お前は？」と聞き返してくる。

「わたくしは──その前に、足首の縄を解いてくださらない？」

「なぜ？」

　エリザベスは艶つややかな笑みを浮かべながら言った。

「縛られたままでは──下着を脱がせることができないでしょう？」

「ああ、そうだった！」

　フレーミヒは嬉き々きとして、エリザベスの足元の縄を解く。

　単純な男だと、頭を見下ろしながら思っていた。まんまと、エリザベスの足首の拘束が解かれた。

　靴くつがゆっくりと脱がされる。その間、扉までの距離を目測した。二メートル半ほどくらいか。幸いにも、エリザベス・オブライエンは鍵を閉めていかなかったので、脱だつ出しゆつは容易たやすいだろう。

　靴を脱がされたのは好都合だった。先ほどから、足先に鈍どん痛つうを覚えていたのだ。全力疾走したので、靴くつ擦ずれを起こしてしまったのだろう。脱いだら随分と楽になった。

　これなら、走れる。

　スカートが捲まくり上あげられ、ストッキングに触れられる。

「おや、靴くつ下したではなかったか」

　エリザベスが着用しているのは、腿ももまでの長さのあるストッキングであった。ずり落ちないよう、ガーターで吊つってある。

「もう少し、スカートを捲めくらなければ……」

「お待ちになって」

　エリザベスは上うわ目め遣づかいで言った。

「恥ずかしいから、カーテンを閉めていただけます？」

　この状況では、断られるかと思ってひやひやしたが──。

「仕方がないな」

　フレーミヒは立ち上がり、カーテンを閉めに行く。

　エリザベスは内心で思った。──おばかさん、と。

　背中を向けた瞬間にゆっくりと立ち上がり、扉まで一目散に走る。男はエリザベスが逃げるとは思わなかったのか、ドアを開くまで気付かなかったようだ。

「お、お前っ!!」

　その時にはエリザベスはもう部屋を抜け出し、全力で走っていた。

　だが運が悪いことに、廊下に助けを呼べるような人影はない。物置き部屋がある廊下を抜け、執務室が並ぶ廊下に辿たどり着つく。どこか、鍵の開いている部屋があるだろうか。

「おい、待て!!」

　だんだんと声が近づいてきた。胸がドクドクと早鐘を打っている。

　瞼まぶたが熱い。泣きたくないのに勝手に涙が溢れてしまっていた。助けてと叫びたいのに、恐怖で声が出てこない。ただやみくもに、走ることしかできなかった。

　捕まったら、酷い目に遭うことは目に見えている。こんな形で男に屈くつしたくない。その矜きよう持じだけで走れているようなものだった。

　ふと視線を上げると、前から誰かが歩いて来るのが見える。

　助かった！

　しかも、やってきたのは、コンラッド王子だ。護衛の騎士を二名引き連れている。

「殿下ッ！」

「あれえ？」

　靴も履はかず、胸元のリボンがないエリザベスを見たコンラッド王子は首を傾げている。

　前かがみになり胸を押さえて飛び込んだら、肩を支えてくれた。

「エリザベスさん、どうしたの？」

「あの人に、襲われて！」

　振り返ってフレーミヒを指差す。すると、男は助けを求めた相手が何者か気付いたのか、慌てて踵を返していた。

「おやおや、彼は？」

「ライナー・フレーミヒといって……」

　息切れしながら話そうとしているうちに、フレーミヒはあっさりと護衛騎士達に捕獲されていた。

「エリザベスさん、大変だったね。もう、大丈夫だよ」

「その、ありがとうございました」

　コンラッド王子の顔を見上げる。だが、逆光で眼鏡が反射しているため、表情は窺えない。どことなく恐ろしいものを感じて、エリザベスは一歩後退した。

　コンラッド王子は後頭部を搔かきながら、ぼやくように言う。

「わからないなあ」

　エリザベスはさっと血の気が引く。嫌な予感がしたのだ。

「君は、リリーなのか、リズなのか」

　バクンと、大きく胸が跳ねた。

　やはり、エリザベス・オブライエンはコンラッド王子の執務室に行ったのだ。

「エリザベスさん。少し、話をしない？」

　拒否権などなかった。エリザベスは従順に頷くことしか許されない。

「人に聞かれたくないから、私室がいいかもしれない」

「え、ええ」

　いつものコンラッド王子とは違い、飄々とした雰囲気は鳴りを潜めている。王族らしい堂々とした風格が感じられた。

「君、彼女の肩に服を」

「はっ！」

　コンラッド王子は護衛に命じ、騎士のマントをエリザベスにかけさせた。

「エリザベスさん、靴は？」

「脱がされてしまいまして……」

「そう。侍女に用意させるから、少し我慢してね」

「ありがとう、ございます」

　護衛一名を引き連れ、移動する。戻る先は執務室ではなく、王族のみ出入りできる居住区域であった。

　普段行き来している場所より、絨毯の質感や並べられた調度品は贅ぜいが尽くされた物となっている。コンラッド王子は扉の前で立ち止まり、振り返った。

「この中で待っていて。入り口に護衛を置いておくから、安全だよ」

　命じられた通り、部屋に入る。中は円卓と向かい合わせに置かれた一人がけの椅子があるばかりであった。どうやら客間のようである。

　エリザベスは腰かけ、はあと溜息を吐いた。

　窓の外には澄すんだ青空が広がっている。その下にあるのは、美しい庭園だ。王族達の目を楽しませるよう、手入れされているのだろう。

　足はジンジンと痛み、手首にも鈍痛を覚えていた。何かと思ったら、縄で縛られた痕あとだった。痣あざのようになっている。

　シルヴェスターとの約束を破り、一人で捜査に出かけたのが無む謀ぼうだったのか。まさに踏んだり蹴けったりだ。それに、エリザベス・オブライエンとシルヴェスターはどうなったのだろう。さまざまな不安に苛まれるが、ここを離れるわけにもいかない。

　眉間の皺を指先で解ほぐしていたら扉が叩かれる。返事をすると、侍女と女中が入ってきた。

　三十代くらいの侍女が一歩前に出て、会釈する。

「お世話をさせていただきにまいりました」

　まず、ストッキングを履はき替かえさせてくれた。

　続いて、靴が渡される。仕事用の革かわ靴ぐつではなく、踵のない柔らかな布の靴であった。

　足を怪我しているとコンラッド王子に気付かれていたのか。もう一歩も歩きたくないと思っていたので、ありがたい配はい慮りよであった。

「お召し物は替えられますか？」

「いいえ、このままで結構です」

「かしこまりました」

　女中は新しいリボンを結んでくれた。

　化け粧しようを整え、髪の毛を結い直す。これで、なんとかもとの状態に戻った。

　続いて、ティーワゴンを押した侍女が入ってくる。

　キュウリのサンドイッチと焼き菓子の置かれたハイティースタンドが置かれ、紅茶が差し出された。至いたれり尽つくせりである。

　正直に言えば、ひどく喉が渇かわいていた。ありがたく、いただくことにする。

　だが大好きなミルクティーを飲んでも、心はちっとも落ち着いてくれない。サンドイッチや焼き菓子を食べる余裕もなかった。

　紅茶を一杯飲み終えると、二杯目が用意される。湯気が上がっているティーカップを眺めていたら、ようやくコンラッド王子がやってきた。

「やあやあ、お待たせ。シルヴェスター君に知らせようと思ったんだけど、見あたらなくてね」

　片手を挙げてやってくるその様子は、いつものコンラッド王子である。先ほどの鋭い様子は見間違いであったか。そう思っていたが──。

「さっそく本題に移るけれど、君、エリザベス・オブライエンではないよね？」

　いきなりの核心を突く質問に、エリザベスは瞠目する。

　いつからバレていたのか。コンラッド王子の顔を見ることができずに、俯うつむいてしまう。

「んー、では質問を変えようか。君は誰なんだい？」

　エリザベスは、もう観念するしかないと震える声で答えた。

「……エリザベス・マギニスと、申します」

「なるほど。君も、エリザベスなんだね。いやはや、驚いたな。本物のエリザベス嬢にそっくりだ……」

　顔、体型、背格好。二人のエリザベスは鏡合わせのようにそっくりだった。

　そんな奇跡のような偶然よりも、気になることがある。

　なぜ、コンラッド王子はエリザベスの正体に気付いたのか。

　口ぶりから、以前から気付いていたような響ひびきが含まれているように思えてならなかったのだ。エリザベス・オブライエンの共きよう謀ぼう者しや、ライナー・フレーミヒから聞いたのか質問してみる。

「いや、意外と口が堅かたくて、何も喋らないらしい。きっと今頃、きつ～い尋じん問もんをしていると思うよ」

　コンラッド王子は一見にこやかに言っているが、よくよく見たら目元はまったく笑っていない。エリザベスは無意識に自分の肩を抱く。

「大丈夫。君のことは悪いようにはしない」

　そう言ってはいるものの、普段と雰囲気があまりに違うので、まったく説得力がない。

「そもそもね、僕は最初から知っていたんだよ」

「知っていた、とは？」

「君がオブライエン家のご令嬢ではないことを、ね」

　ハッと息を吞む。

　ならば、なぜ今まで黙っていたのか。訊たずねると、ごくごくシンプルな答えが返ってくる。

「一度だけエリザベス・オブライエンと、話をしたことがあって」

「なっ!?」

　エリザベスは瞳が零こぼれそうなほど、目を見開く。

「過酷労働デスマーチを繰り返すシルヴェスターを解放してくれと僕の執務室に乗り込んできたんだ。代わりに、一晩限りの愛人になるという提案付きで」

　コンラッド王子とエリザベス・オブライエンの邂かい逅こうは、とんでもないものであった。

　もちろん、その場で断ったと言う。

「私はこう見えて、愛妻家でね」

　一年前の話だったらしい。

「いや、彼女のことは難なん儀ぎに思っていたんだよ。調べたら、可哀想な境遇じゃないかと」

　公爵の娘として生まれたが、婚こん外がい子しだったので養子に出され、養父母からは不当な扱いを受けたためにすっかり性格がねじ曲がってしまった。

「公爵家に引き取られたあとも、きっとシルヴェスター君しか優しくしてくれなかったのだろう。気の毒な娘だ」

　気になりながらも、他よ所その家の問題だったので首を突っ込むことはしなかったらしい。

「彼が相談してくれたら、いつでも力になるつもりだったけれど」

　シルヴェスターは仕事に私情を挟まず、淡々と働いていた。妹から強引に迫られていることなどおくびにも出さずに。

「そんなシルヴェスター君が珍しく、私情を丸出しにしたことがある」

　なんだろうか？　考えたが、思い浮かばない。

　コンラッド王子は笑みを浮かべ、エリザベスを指差した。

「君を、侍女として職場に連れてきたことだ」

「！」

　茶を汲む程度の使用人の代わりはいくらでもいる。一日一人解かい雇こにしても問題ないほどだ。だから本来、エリザベスが出仕する必要などない。

　しかし、エリザベスが出仕することになったのは、シルヴェスターの管理下に身を置いて不要なトラブルに巻き込まれないためである。本人もそう言っていた。

「シルヴェスター・オブライエンに、他意はないと、思っています」

「そんなことはない。実はね、一年前、愛人計画を迫られた翌日に彼に提案をしたことがあったんだ」

　まったく礼儀がなっていないエリザベス・オブライエンを、王宮で行儀見習いさせたらどうかと。

「でも、シルヴェスター君はとんでもない話だと言って断った」

　それなのにその後、シルヴェスターは自分で言った言葉を反ほ故ごにして、妹エリザベスを職場に連れてきたのだ。

「すごく驚いたよ。姿形はエリザベス・オブライエンそのものなのに、まったくの別人だったから」

　やってきたエリザベスは、以前出会った甘ったるいだけのシュガーのような少女ではなく、スパイス多めの凜りんとした少女だった。

　一目で、誰かが身代わりを務めているとわかったらしい。

「なぜ、知らないふりをされたのですか？」

「君を見つめるシルヴェスター君の眼まな差ざしが、とても優しかったから」

　ここ何年も、シルヴェスターがそんな表情を浮かべることはなかったらしい。

「まさか、嬉しそうに妹を紹介される日がくるとは思わなかったよ」

　その時から、エリザベスの正体が誰なのか気になっていたようだ。

「私は、彼に対して甘いところがあってね」

　コンラッド王子とシルヴェスターの付き合いは長い。

「十四歳の頃かな。近衛このえ騎士としてシルヴェスター君が配属されたのは」

　それから十四年、シルヴェスターはコンラッド王子に忠誠を誓ちかい支え続けた。

「ずっと彼が、仕事を逃げ場にしているように思っていたんだ。ここ数年は、家に帰りたくないのか仕事を抱え込んで、夜遅くまで働いて……」

　その原因が妹のせいであったことを、彼女の様々な問題行動を通して知ったと語る。

「血が繫がらないとはいえ、まさか妹に迫られていたなんて……」

　コンラッド王子はエリザベス・オブライエンに話を持ちかけられたあと、不審に思い探偵に調査をさせたらしい。そうして公爵家の兄妹の、ドロドロとした関係を知ることになったのだとか。

「相談してくれたらいいのにって思っていたけれど、なかなか弱みは見せてくれなくてね」

　シルヴェスターは自じ我がが強く、よほどの相手でないと弱い部分は見せないのだとコンラッド王子はしみじみ語る。

「それが男という生き物なんだよね。それは同じ男としてよくわかるから、触れないようにしていたんだ」

　胸がギュッと摑まれるような気持ちになる。

　シルヴェスターは先日、エリザベスに弱みを見せた。それは、長年誰にも明かすことがなかった心の闇やみである。

　なぜ、長年付き合いのあるコンラッド王子にも明かさなかったことをエリザベスに話してくれたのだろう。

「まあ、何を言いたいかといったら、これからも、シルヴェスター君のことをよろしくねってこと」

「え？」

　まさかのお咎とがめなしに、エリザベスは目を見開く。信じがたいという視線を、コンラッド王子に注いだ。

「話は以上。君は……このまま家に帰ったほうがいいかもしれないね。シルヴェスター君には僕から言っておくよ」

「帰り道で、彼女に会わないといいのですが」

「平気だよ。その時はエリザベスさんのほうが本物って言うから」

　コンラッド王子は偽物のエリザベスを本物だと主張すると言い張る。まさかの展開であった。

「そんなこと、まかり通るのか──」

「本人がなんと言っても、王族である僕の言うことが正しい。王宮では、そういうことになるからね」

　安心するようにと、背中をポンと叩く。

「大丈夫、大丈夫～」

　すでにいつものコンラッド王子に戻っていた。エリザベスは背中を押され、部屋を出る。

　安全な場所まで、コンラッド王子と護衛が付き添ってくれることになった。王族直じき々じきに送ってもらうなどとんでもない話ではあるが、今はそうする他ない。

「あ、そうそう。本物のエリザベス嬢だけど、シルヴェスター君に何か言われたあと、泣きそうな顔して出て行っちゃったんだよね～。そのまま王宮からいなくなってくれてたらいいんだけれど」

　エリザベスも、そうであったらいいと切に願った。




　馬車乗り場までの、白はく亜あの廊下を歩く。

　隣を歩くコンラッド王子はのほほんとしているが、エリザベスは落ち着かない様子でいた。あと少しで外に出る。そう思っていたら、背後より名前を呼ばれた。

「リリー!!」

　エリザベスをリリーと呼ぶのは世界でただ一人、シルヴェスターだけである。

　エリザベスが振り返るのと同時に、抱きしめられた。人目も憚はばからないシルヴェスターの行動に、ただただ驚く。

　なのに、どうしてかエリザベスは、ホッとしてしまった。

　エリザベス・オブライエンと相対し、フレーミヒに襲われるというとてつもなく恐ろしい体験をした。しかし、シルヴェスターがこうして現れてくれて、ようやく助かったのだと安堵することができたのだ。胸の動どう悸きは治まり、指先の震えも止まった。

　ふと、視界の端にニヤニヤしているコンラッド王子が映る。エリザベスは慌ててシルヴェスターの体を力いっぱい押しやって離れた。

　シルヴェスターはいつものエリザベスの様子に安堵したのか、エリザベス・オブライエンについて話をしてくれる。

「リズが、君とまったく同じお仕着せ姿で突然執務室に現れたんだ」

　不審に思ったシルヴェスターは、休憩室にいるはずのエリザベスの姿を確認しようと廊下に出た。

「休憩室の扉が微び妙みように開いていて──」

　シルヴェスターはそこで、出しっぱなしの本を発見したようだ。エリザベスの几帳面な性格を考えると、本が放置されていることはありえない。また何者かに誘拐されてしまったのではと不安になって、エリザベス・オブライエンに話を聞こうとした。だが、執務室に彼女の姿はなく、シルヴェスターはエリザベスを捜すために飛び出したという。

「無事で本当によかった──！」

「シルヴェスター君、残念なことに、彼女は誘拐されたあとだったみたい」

「え!?」

　シルヴェスターは今になって、コンラッド王子が傍そばにいることに気付いたようだ。

「殿下、それはどういう!?　リリー、どこか怪け我がは？」

「いえ、大丈夫ですわ」

「リズの仕業だろう？」

「シルヴェスター君、ちょっと落ち着いて話そう。エリザベスさんももう少しだけいい？　こういうことは、早いうちにきちんと話しておいたほうがいいから」

　珍しく動転しているシルヴェスターをなだめて、コンラッド王子が近くの応接室へ二人を連れて行く。

　エリザベスの隣にシルヴェスターが腰かけ、目の前にコンラッド王子が座る。

　紅茶と菓子が用意されたあとは、コンラッド王子が人ひと払ばらいをし、エリザベスの身代わりに気付いていたという話をした。

「殿下、なぜ、今まで黙っていたのですか？」

「秘密～！」

　コンラッド王子は唇に人差し指を当て、にっこり微笑みながら言う。シルヴェスターは毒気を抜かれたのか、それ以上追及しようとはしなかった。

　続いて、エリザベス・オブライエンがエリザベスの前に現れた話をすると、シルヴェスターは奥歯を嚙みしめるような、険しい表情を浮かべる。

「それで、リリーは殿下が発見して保護を？」

「そうだよ。とはいっても、エリザベスさんは、勇ゆう敢かんにも誘拐犯のもとから逃げ出していたんだけどね」

「リリー、リズは君を捕まえて何かしようとしたんじゃないか？」

「……っ」

　さすがに貞てい操そうの危機に遭ったとは言えず、押し黙ってしまう。

　それで何かを察したのか、シルヴェスターはいつもは穏やかな翠みどりの目を、不ふ穏おんな色へと染めていった。その様子にエリザベスは慄く。そこで空気を察したコンラッド王子が話を逸らしてくれた。

「まあ、それはともかくとして、詳くわしく話を聞かせてくれる？　事と次し第だいによっては協力できると思うよ？」

　ここで、シルヴェスターは意を決したように、すべてのことを打ち明けた。

「なるほどね」

　深々と頷くコンラッド王子に、そこまで驚いた様子はない。

「殿下は、妹のあとを追って退室なさったのですか？」

「そうだよ。でも、廊下に出たらもういなくてね」

　なぜ、王宮にエリザベスが二人いるのか理解不能であったが、とりあえず偽物は放っておいて、いつものエリザベスを捜しに行くことにしたと語る。

「それで、いつもエリザベスさんが待機している休憩室に行ったところで、メモを見つけたんだ」

　コンラッド王子の懐ふところから出てきたのは、エリザベスが書いたメモであった。

　──イレブンジズの時間まで戻らなければ、わが身は鏡に囚われているだろう。

　筆ひつ跡せきから、エリザベスの書かき綴つづったもので間違いないと思ったらしい。

「これを見て、エリザベスさんはエリザベス・オブライエンを捜しに行ったんだと気付いてね。無事見つかって良かったよ」

「リリー、君はなんて危険なことを……！」

「でも、何かされたわけではありませんわ」

「何かされてからでは遅いだろう！」

　シルヴェスターの激高する姿など初めてだった。

「しかし、リズのせいで困った事態に……」

　エリザベスが二人いるところを目撃されたら、面倒なことになる。

「なんて言葉をかけたらいいかわからないけれど、シルヴェスター君、協力できることがあったらなんでも言ってね」

「ありがとうございます」

　コンラッド王子は「今日は二人ともこのまま帰っていいからね」と言って退室していく。一瞬、シンと静まり返ったが、すぐにシルヴェスターが話しかけてきた。

「リリー、リズのせいで危険な目に遭わせてしまい、本当にすまなかった。私が出仕を止めていたら……」

　シルヴェスターのその発言に、返す言葉もない。

　エリザベスが出仕しなければ、エリザベス・オブライエンが王宮で嫌がらせする意味もなかっただろう。

　王宮に来て仕事をすることは、エリザベスにとって良い気分転換になっていた。しかし、このままでは周囲に迷惑をかけてしまう。エリザベスの身代わりを盾たてに、今後も好き勝手されてはたまらない。

　エリザベスは忘れないうちに、明らかとなった事実も明かしておく。

「誘拐事件を思いついたのは、エリザベス・オブライエンだと言っていました」

　シルヴェスターは悔くやしそうに口元を歪ゆがめている。そこまで驚いていないのは、想定していたからか。

　しかもエリザベス・オブライエンは、公爵家に恨みを持つ者を唆そそのかしただけだと言っていた。まだその裏には、得体の知れない輩やからがいるらしい。

「リズはいったい何をしたいんだ!?」

「……」

　エリザベスは、エリザベス・オブライエンのシルヴェスターへの恐ろしい執しゆう着ちやくを言うべきかためらう。だが、気を遣つかっている場合ではない。これ以上彼女の危険な思想に付き合うわけにはいかないのだ。シルヴェスターを気にかけながらも、彼女の言葉を伝える。

「エリザベス・オブライエンは、公爵家を壊すことによって、あなたを救いたい、と」

「なん、だって？」

「公爵家を壊し、ただの男と女になりたいそうよ」

　シルヴェスターの整った顔かんばせは、不快一色に染まっている。

「もう、あんなの、妹でもなんでもない。赤の他人だ」

　吐いて捨てるように言いきった。

「とにかく、リリーは今後一いつ切さい、公爵家からの外出は禁止だ。リズがこうして動いたからには、居場所もじきにわかるだろう。探偵の調査を急がせることにする」

「よろしくお願いいたします」

　ここで、会話が途切れた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たとなって、すっかり冷えきった紅茶を飲む。

　時間が経って風味が飛び、苦味が増していてまったく美お味いしくない。

　同じく紅茶を飲んでいたシルヴェスターが呟いた。

「まるで、私の人生のような味がするよ。泥どろ水みずのようだ」

　エリザベスは手の中にある華やかなティーカップを覗き込む。

「無理して飲まないほうがいい。喉が渇いているならば、淹れ直してもらおう」

　各部屋には、使用人の待機部屋に繫がっているベルがある。それを鳴らしたら、やってきてくれるのだ。しかし、エリザベスは首を横に振った。

　何度かに分けて少しずつ飲む。カップを空にしたあと、テーブルに置いた。

「こんなもの、なんてことありません」

　本当は不ま味ずくて不味くて飲めるものではなかったが、意地で飲み干した。

「リリー、どうしたんだ？」

「なんだか、わたくしへの挑ちよう戦せんのように思えて」

　シルヴェスターはきょとんとしたあと、愉ゆ快かいそうに笑いだす。

「君は本当になんにでも挑んで、勝ってしまうのだね。紅茶に対してそういうことをする人は、初めてだ」

　よほど面白かったのか、腹を抱えて笑い出した。

　落ち込んでいるようだったから、あえて飲み干してみせたのに、なんて立ち直りの早い男なのだと思う。

「先ほどまで、深刻な顔をなさっていたので心配をしていたのですが」

「私のことを想おもってくれていたんだね。ありがとう、嬉しいよ」

「思っていたより元気なようなので、気にしないことにしました」

「いやいや、元気になったのはリリーのおかげだから」

　エリザベスは疑いの視線を向けている。

　シルヴェスターは「本当だよ」と付け加えていた。

「そんなことよりも、あなたは──」

　シルヴェスターが元気になったついでに、エリザベスは以前より気になっていたことを指摘する。

「人前で、何度もリリーと呼びましたね？　わたくしの前でだけ呼ぶと、約束しましたのに！」

「そうだったかい？」

「しらばっくれないでいただけます？」

　あろうことか、シルヴェスターはユーインとコンラッド王子と、二人の前でリリーと呼んだのだ。一回目、ユーインの前で呼んだ時は、彼がエリザベス・オブライエンのことで落ち込んでいたので指摘できずにいた。しかし、今回はコンラッド王子の前で呼んでいたのだ。

「勘かん違ちがいされてしまったら、どうなさるおつもり？」

「誰がどう、勘違いをすると？」

　今や、ユーインもコンラッド王子も、エリザベスがシルヴェスターの妹ではないことを知っている。婚約関係でない者を、愛称で呼ぶことはおかしなことだ。特別な関係であると、暗に主張しているようなものである。

「言わなくても、わかるでしょう？」

「なんだろう、わからないな」

　ニヤニヤしながらエリザベスに言わせようとしているところが、本当に嫌らしいと思う。

　しかし、シルヴェスターに口では勝てない。悔しいが、睨むことしかできなかった。

「大丈夫、誰も気にしていないよ」

「信じられるものですか！」

　エリザベスは啖たん呵かを切るように言う。

「あなたは、わたくしが他の男性と結婚しても、そうお呼びになるおつもりで？」

　こう言えば、おかしなことを主張していると気付くだろう。今度は勝った、そう思ったのに──。

「他の男と結婚せずに私と結婚すれば、リリーと呼ぶことに違和感はなくなるよ」

「!?」

　本気か冗談かわからない発言である。エリザベスは間かん髪はつ容いれずに叫んだ。

「お断りいたしますわ！」

　振られてしまったシルヴェスターは肩を竦すくめ、立ち上がる。

「そろそろ帰ったほうがいい」

「……そうですわね」

　使用人を呼んで片付けを命じ、部屋から出る。ぐったり疲れていたので、もう何も起きないでほしいと思いながら厩舎に向かう。廊下の角を曲がったところで、急にシルヴェスターから腕を引かれた。

「な、なんですの!?」

「リズがいる」

「なっ！」

　こっそりと角から覗き込むと、エリザベス・オブライエンは誰かと会話をしているようだった。それだけでも驚くべきことなのに、向かい合っている相手はなんと、よりにもよってオーレリアである。

「や、やだ……！」

　エリザベスはシルヴェスターの腕を引きながら懇こん願がんする。

「オーレリアを助けていただけますか？　お友達ですの！」

「ああ……リズといるのは、オーレリア・ブラットロー嬢か」

　オーレリアだけは、上辺だけの付き合いではない。大切に思っている。なんとか助けてくれないかと頼み込む。

　誰に見られるかわからないので、エリザベスが出て行くわけにはいかなかった。

「お願い！」

「しかし……」

　エリザベス・オブライエンは捕まえたいが、一人でいる時を狙いたい。シルヴェスターは難色を示した。

「あなたの願いはなんでも叶えますから！」

　そう言った瞬間、シルヴェスターは動き出す。廊下を颯さつ爽そうと歩いて行った。

　エリザベス・オブライエンは、上から目線でオーレリアに絡からんでいる。

「だからぁ、わたしにあま～いお菓子と、紅茶を持ってきてって言っているの」

「エリザベス様、本当にどうなさったの？　今日はおかしいわ。病院に行ったほうがいいと──」

「失礼」

　シルヴェスターはエリザベスとオーレリアとの間に割って入った。

「お兄様!!」

　エリザベス・オブライエンは突然のシルヴェスターの登場に目を輝かせ、腕に抱きつき頰ずりしていた。

　シルヴェスターは顔が引ひき攣つり、オーレリアは思いっきり顔を顰めている。

　エリザベスは心の中で、負けるなと応援していた。

　シルヴェスターは一瞬のうちに腹を括くくったようだ。いつもの余裕たっぷりの笑みを浮かべながら、オーレリアに話しかける。

「オーレリア嬢、久しぶりだね」

「え、ええ」

　嬉しそうにしていたエリザベス・オブライエンであったが、二人が知り合いだとわかると、ジロリとオーレリアを睨みつけた。

「あの、今日のエリザベス様、様子がおかしいので、病院に行かれたほうがよろしいのでは？」

「いや、彼女は──」

　本人を前に別人だとでも言おうものならヒステリーを起こすかもしれない。シルヴェスターはそう思ったのか、「あ、ああ！　そうだね。今すぐ連れて行こう。では、ブラットロー嬢ごきげんよう」と言ってそのままエリザベス・オブライエンを引きずるようにして連れて行く。

　とりあえず、助かった。エリザベスは胸を押さえ、ホッと息を吐く。

　しかし、ここで想定外の事態となった。

　首を傾げていたオーレリアが、エリザベスのほうへとやってきたのだ。慌てて踵を返そうとしたが──。

「あら、あなた──？」

　思いの外、オーレリアは早足でやってきていたようで、すぐに見つかってしまった。逃げても、すぐに追いつかれてしまうだろう。彼女はエリザベスと違って運動神経がいいのだ。

　さすがに今ここで顔を見られるのはまずい。エリザベスはままよ、と駆け出した。

「待ちなさい！」

　甲か斐いなくあっという間に追いつかれてしまい、エリザベスはこわごわとオーレリアのほうを振り返る。

「エリザベス様……どうして？　あなた、つい今しがたシルヴェスター様と一緒に行ったはずでは？」

「その……オーレリア様、こちらへ」

　エリザベスはオーレリアの手を取って、先ほど使った部屋に向かう。

　幸い、中は片付けが済んでいて、使用人の姿はなかった。

　扉を閉めるや否いなや、オーレリアに詰め寄られる。

「どういうことなの？　先ほどのあなたは、まるで別人だったわ」

「ええ、別人ですから」

「なんですって!?」

　偽物が本人を騙かたるのは悪いような気もしたが、この場を脱だつするにはやむをえまい。

「実は、ここだけのお話……わたくしの、別人が出回っていますの」

「エリザベス様の偽物ですって？」

「え、ええ」

　エリザベスに憧あこがれ、またシルヴェスターに恋をする哀あわれな娘であると話す。

「た、確かに、あなたのお兄様が来た瞬間、うっとりするような目で見ていたわ」

「お兄様もわたくしも、困っていますの」

「だったら、これまでの悪評も、すべてあのそっくりさんの仕し業わざなの？」

「まあ……そう、ですわね」

　噓は言っていない。噓は。しかしやはり、心が痛んでしまう。

　そんなエリザベスを、オーレリアは優しく抱きしめた。

「エリザベス様、なんて可哀想なの！」

　オーレリアはエリザベスの話を疑いもせずに信じてしまった。相変わらず、キツイ容よう貌ぼうに似合わずお人よしのようだ。

「今まで、偽物のかけた泥を被かぶっていたのね」

「もう、慣れましたわ」

　明後日あさつての方向を見ながら答える。

「それにしても、双子のようにそっくりだったわ」

　エリザベスはその言葉に、ハッとなった。

　双子という言葉が、どうしてか心に引っかかる。しかしそんなわけはないと、頭かぶりを振った。

「容貌なんて、案外化粧でどうにかなりますのよ。髪色や目の色、背格好などが似ているだけでわたくしだろうという思い込みもあるでしょうし」

「そうかしら？」

　オーレリアはエリザベスから離れて、顔を覗き込む。

「あなたと同じピンクブロンドの髪に、綺麗な緑色の目、薔薇色の頰に、瑞みず々みずしいさくらんぼのような唇……。でも、そうね。エリザベス様のほうが美人だわ」

「あ、ありがとう」

「けれど、知らない人が見たら、双子の姉し妹まいだと思うでしょうね」

「双子の……姉妹」

　世界に容姿と名前がまったく同じ人間がいる偶然など、あり得るのだろうか。エリザベスは考える。

「エリザベス様、どうかなさって？」

「いいえ、なんでも」

　オーレリアは、偽物になど負けないで、と励はげましてくれた。

　なんとか、誤魔化すことに成功したようだ。

「オーレリア様、あの、私、しばらくお仕事を休もうかと思っていまして」

「でしたら、王宮で会えなくなるのね」

「ええ。ですから、王宮にわたくしがいたら──」

「偽物、というわけね」

　エリザベスはコクンと頷いた。話を大きくしたくないので、他の人には話さないでくれと、口止めしておく。オーレリアは素直に応じてくれた。

「今度、公爵家に遊びに伺うかがわせていただくわ」

「わたくしも、オーレリア様とたくさんお話ししたいことがありますの」

「また今度、お手紙書くわ」

「ありがとう」

　最後に、手と手を握り合う。このまま離れてお別れかと思っていたが──オーレリアはなぜか手を離さない。

「オーレリア様？」

「また、偽物に出会ってしまったら危ないから、コンラッド王子の執務室まで送ってさしあげるわ」

「え、わたくしは、家に帰っ──」

「さぁ、行きましょう」

　結局、オーレリアにグイグイと引っ張られながら、執務室に戻ることになった。

「エリザベス様、偽物にはくれぐれも気をつけて」

「あ、ありがとう」

　ここでオーレリアと別れ、仕方がないので、執務室に入ることにした。

　中ではユーインが眉間に深い皺を寄せてバリバリと働いている。コンラッド王子とシルヴェスターは戻っていないようだ。

「お帰りなさい、エリザベス嬢」

「ええ、ただいま戻りました」

　堂々と答えると、深い溜息を吐かれる。ユーインは誰もいなくなった執務室で、健気けなげに仕事を頑張っていたらしい。

「全員不在とか、いったい何事ですか？」

「エリザベス・オブライエンが現れましたの」

　ざっくりと事の次第を話して聞かせる。ユーインは冷静だった。「そうでしたか」と呟き、「大変な目に遭いましたね」とエリザベスを励ます余裕まである。

「コンラッド王子は事件の対応をしてくださっていまして、シルヴェスター・オブライエンは、エリザベス・オブライエンを捕獲し、どこかへ連行しています」

「わかりました。それでは待つしかないですね」

「ええ」

　その後も、ユーインは一人で書類を捌さばく。配属されたばかりなのに気の毒だ。

　紅茶を淹れて労ねぎらいたい気持ちは大いにあるものの、現在狙ねらわれている身なので茶汲みにすら行けない。

　今のエリザベスにできることは、せっせと働くユーインを見守ることだけだった。

　ここで、久しぶりに二人きりになったことに気付く。エリザベスはユーインに言わなければならないことを思い出した。

「あの、ユーイン・エインスワーズ」

「なんですか？」

　ユーインは書類から目を離さずに、返事をする。

「少し、お話ししても、よろしい？」

「暇ひまに見えますか？」

　ユーインの執務机の上には、書類の束が積み上がっていた。エリザベスと話をする隙があるようには見えない。

「ごめんなさい」

「いいですよ。シルヴェスターの前では言えないことなのでしょう？」

「……ええ」

　ユーインがいいと言うので、お言葉に甘えて切り出す。

「わたくし、あなたに謝らないといけないと、思っていて」

　ユーインのペンを持つ手が止まる。彼は顔を上げ、エリザベスを見た。

「騙して、ごめんなさい」

　エリザベスは頭を下げる。身代わりは契約であったとはいえ、人を騙すというのはよくないことだ。

「我わが儘まま放題の婚約者だったのに、ユーイン・エインスワーズ、あなたはいつでも、真しん摯しに付き合ってくださいました」

　却かえってそれが、エリザベスには辛つらいことだった。いっそのこと、冷たくあしらってくれたらどんなにありがたかったか。

　黙ったまま、しばしの間見つめ合う。ユーインがエリザベスに向ける目は厳しい。顔を背けたくなるほどだ。

「立ち入ったことを聞きますが、あなたはご実家の復興のために、身代わりを？」

「ええ……」

　おかげで、復興は滞とどこおりなく進んでいる。すべては、身代わり生活のおかげであった。

「やはり、そうでしたか。しかし、あなたが謝罪するとは思いませんでした」

「わたくしにも、良心はありますの」

「なるほど」

　ユーインは眼鏡のブリッジを押し上げ、溜息を一つ吐いた。

「諸悪の根源は、あなたに身代わりの契約を持ちかけたシルヴェスターです」

「本当に」

　即そく答とうである。エリザベスとユーインの考えがぴったりと一いつ致ちした。

　一瞬、二人は笑いそうになったが、真面目な話をしている最中だったので堪こらえる。

「シルヴェスター・オブライエンは、煮ても焼いても食えぬという言葉がお似合いですわ」

「わかります」

　だが今度は堪えきれず、二人は噴き出してしまった。

　散々笑ったあと、エリザベスはユーインへの素直な気持ちを告げた。

「わたくし、あなたが本物の婚約者だったらと、思ったことがありますの」

「私が、ですか？」

「ええ」

　どこまでも真面目で、自分のことを二の次に置く姿勢には、好感を抱いだいていた。

　博識で、エリザベスの貴族令嬢らしからぬ振る舞いも否定しない。

　結婚しても、いい関係を保つことができるだろうと、想像していたのだ。

　ここでユーインと目が合い、ハッとなる。

　見つめられて恥ずかしくなったエリザベスは踵を返し、背中を向けて話す。

「ごめんなさい。わたくしには、こんなことを思う資格すらありませんのに」

「エリザベス嬢──」

　ユーインが立ち上がり、エリザベスに話しかけようとした瞬間。

　扉が開いてシルヴェスターが戻ってくる。エリザベス・オブライエンと共に行動していたはずなのに、彼はなぜか一人だった。ふとユーインを見ると、彼は苦虫を嚙みつぶしたような顔をしている。

「あの、エリザベス・オブライエンは？」

「すまない、逃げられてしまった」

　公爵を交え、三人で話そうと提案した途端に、脱だつ兎とのごとく走って逃げて行ったらしい。運悪く、そこで王太子に捕まってしまって追い駆けることはできなかったとのこと。

「本当に、気味が悪いほどわたくしに似ていて……」

「なるほど。エリザベス嬢も認めるほどそっくりだと。血の繫がりはないのですよね？」

「わたくしの曾そう祖そ叔しゆく母ぼが公爵家に嫁とついでいるので、遠い親戚関係にはなるのかと」

「しかし、見た目だけではなく、背格好がそっくりで名前まで同じなのは不思議ですね」

「それは、わたくしも感じました」

　エリザベスはシルヴェスターに問いかける。

「あの、エリザベス・オブライエンの母親について、シルヴェスターは何かご存じでしょうか？」

「いや、何も知らないんだ」

「その件について、調べることはできますの？」

　シルヴェスターにどうかと聞いてみたものの、本人は乗り気ではないような表情である。

「難しいことですか？」

「父の女性遍へん歴れきなんて漁あさりたくはないけれど──背に腹は代えられないね」

「ありがとうございます」

「しかし、エリザベス・オブライエンとは相当厄やつ介かいな相手ですね」

　ユーインがポツリと零す。エリザベスも頷いた。

　シルヴェスターは吐き捨てるように言う。

「すぐにまた、アレは私の前に現れるだろう」

「シルヴェスター、現れたらどうするのです？」

「捕まえて、無理矢理にでも修道院に連れて行く」

　エリザベス・オブライエンのシルヴェスターへの執着は続いているようだった。むしろ、行動の動機すべてがシルヴェスターにあると言っても過言ではない。

「リズを捕獲する作戦は考えてある」

「それは？」

「ひと月後に開かい催さいされる、コンラッド王子主催の夜会だ。そのためにはエリザベス、君の協力が必要なのだが頼めるだろうか？」

「その前に、コンラッド王子はその計画を許してくださいますの？」

「あとで許可は取っておく。先ほど今回の件に関して協力するとおっしゃっていたから、大丈夫だろう」

　コンラッド王子が許可してくれるのであれば、エリザベスに否いなやはない。

　エリザベス・オブライエンは、エリザベスが我わが物もの顔がおで公爵令嬢だと振る舞うことは気に食わない様子だった。パーティーの開催を知ったら、邪魔しに来るだろう。

　そんな計画に、ユーインが懸け念ねんを漏もらす。

「ですが、そもそも私との婚約パーティーをすっぽかした人が来るでしょうか？」

「私がリズの婚約者をその場で選ぶとあらかじめ発表する。そうすればリズも黙ってはいないだろう」

「確かにそれなら……公爵家を壊すのが目的と言っていましたので、必ず現れるかと」

　それに夜会は出会いの場でもある。シルヴェスターに悪い虫──他の女が近づかないように、妨ぼう害がいしに来るに違いないと確信していた。

　捜すのではなく、おびき寄せる。それが、シルヴェスターの作戦であった。
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　シルヴェスターと交かわした約束──屋や敷しきから絶対に出ないことを前提に、怒ど濤とうのスケジュールをこなす。

　まずは、ダンスのレッスンをしなければならない。夜会の日はエリザベス・オブライエンに見せつけるため、またシルヴェスターと踊ることになる。だからといって前回のように、操あやつり人形になるわけにはいかなかった。

　誰かいい教師を知らないか、と侍じ女じよに訊たずねたが、夜会前の社交期は皆忙しくしている。今から探すのは難しいと言われてしまった。どうしようかと悩んでいる時、レントンより来客を告げられる。

「まあ、誰ですの？」

　またオーレリアが来てくれたのかと思っていたが、意外な人物の名が上がる。

「ユーイン・エインスワーズ様です」

「なんですって？」

　あの、堅かた物ぶつで生き真ま面じ目めという文字を擬ぎ人じん化かしたような人物が、先触れもなしに訪問してきたというのだ。しかも、エリザベスを訪ねて。いったい、どういうことなのか。訝いぶかしみながらも客間に通すように命じた。

　侍女を呼んで軽く身み支じ度たくを整えてもらう。鏡を覗のぞき込んで問題ないと確認してから、客間へと移動した。

　部屋の中に入ると、ユーインが立ち上がって紳しん士しの会え釈しやくをする。

　宿暮らしと言っていたが、きちんとアイロンのかかったシャツにベストを着込み、フロックコート──パリッとした昼間の礼装でやってきた。

「すみません、突然押しかけてしまって」

「驚きましたわ」

　なんでも、シルヴェスターに訪問の許可を取ろうとしたところ、断られてしまったらしい。宿泊している宿屋からエリザベスに先触れを出そうとしたが、宿から貴族の邸てい宅たくにそういったものは恐れ多くて届けられないと断られてしまったという。

「こうなったら、直接訪問するしかないと思いまして。失礼は承知でしたが」

「安心なさって。わたくしを訪ねてくる人は、どうしてか皆、先触れなく現れますので」

　オーレリアといい、ユーインとの婚約に嫉しつ妬としたアリス嬢といい、猪ちよ突とつ猛もう進しんに文句を言ってくる者ばかりであった。

「それで、いかがなさいましたの？」

「先日は邪魔が入っ……いえ、一度あなたと、ゆっくり話をしたいと思っていただけで──」

　ユーインはここで何かに気付いたのか、ますます申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「しかし、今は夜会の準備で忙しかったですよね。気が利きかず、すみません」

「忙しいといえば、忙しいですが。今は、ダンスの先生を探していて」

「ダンス、ですか」

「ええ。以前習ったのが随ずい分ぶんと前だから、勘かんを取り戻したいなと」

　ここで、エリザベスはユーインに問いかける。

「そうですわ。あなた、良い先生をご存じ？」

　以前、婚約パーティーでユーインと踊ったことがあった。シルヴェスターに負けず劣おとらず、彼もダンスが上う手まかったのだ。

「私のダンスの先生は兄でした」

「あら、そうですの」

　残念ながら、彼は今、勘かん当どう状態である。兄を紹介してもらえるわけもない。

「やはり、難しいですよね。こうなったら、練習相手を務めてくれる方でもよろしいのですが……」

　シルヴェスターに頼むのだけは癪しやくである。だったら、レントンに頼むしかないか。そう思っていたところ、ユーインから想定外の提案をされる。

「エリザベス嬢、よろしかったら私が練習に付き合いましょうか？」

「あなたが？」

「ええ。その間にお話もできますし」

「報ほう酬しゆうは？」

「必要ないですよ。私が好きで、お付き合いするだけなので」

「知りませんでしたわ。ダンスがお好きとは」

「……まぁ、そうですね」

　どうしようか迷ったが、せっかくなのでありがたくお言葉に甘えることにした。




　公こう爵しやく家けの広間に楽器の演奏ができる者を呼び集め、生演奏で練習をする。

　レントンがピアノを、侍女がヴァイオリンを弾ひき、女中頭がしらがフルートを吹いてくれた。

　エリザベスはユーインと向かい合って立つ。

　手と手を合わせ、エリザベスはユーインの肩に手を添えると、ダンスにおけるホールドの姿勢を取った。

　自然と目と目が合う体勢となる。恥ずかしがらず、挑いどむようにユーインの顔を見たら、なぜか笑われた。

「なんですの？」

「すみません、なんでもないです」

「集中しないと、互いに足を踏ふみますからね」

「ですね」

　一いつ瞬しゆんのうちに、ユーインはキリリとした表情となる。

　準備が調ととのったら、演奏が始まった。ゆったりとした、スローテンポの曲である。

　ユーインのリードにより、ステップの一歩目を踏み込む。曲に合わせて脳内でカウントし、正しい動きをひたすら繰り返した。それだけなのに、難しい。

　肩は下げるが、肘ひじは張る。その際、力は抜くこと。以前、叔お母ばセリーヌから習ったダンスの極ごく意いを思い出しながら、ステップを踏む。

　ユーインとはダンスの相性がいいのか、だんだんと余裕が出てくる。

　足並みも揃そろってきたところで、話しかけられた。

「エリザベス嬢、婚約パーティーの時も思っていましたが、お上手ですね」

「そう見えているのならば、いいのですが」

　どうやら、ユーインにとってもエリザベスは踊りやすい相手だったようだ。

「今後も練習が必要になったら、遠慮なく言ってください」

「ええ、ありがとう」

　礼の言葉を聞いたユーインは、やわらかく微笑む。
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「なんですの？　何かおかしなところでも？」

「いえ、素直だなと思いまして」

「わたくし、いつでも素直でしてよ？」

「そうでしたね」

　二人の会話はいつになく穏やかだった。

「話は変わりますが、あなたはなぜ、身代わりを続けているのです？　もう、ご実家の復旧の目め途どはついたのでしょう？」

　ユーインは今日、本当はそれを聞きに来たのだろう。エリザベスは正直に応える。

「──負けず嫌い故ゆえ、ですわ」

　誘ゆう拐かい事件の主犯が誰かわからない状態で身代わりを終えるのは、彼女の自尊心が許さなかった。

　こんな理由で身代わりを続けるなんて笑われるだろうか。そっと、ユーインを見上げた。

「なるほど。あなたらしい理由ですね」

　正直なところ、本当の理由は一言二言では説明できないと思っていたが、ユーインは気持ちを汲くんでくれたようだ。

「それはそうと、あなたと、エリザベス・オブライエンがそっくりな理由は、何かわかりましたか？」

「いいえ、ぜんぜん」

　遠い親しん戚せきであること以外、何もわかっていない。

　シルヴェスターが公爵から話を聞いてみるということになったのだが、今日までその機会はなかったようだ。

「姿形、年齢、それから名前までそっくりだなんて……」

「本当に、不思議なことですわ」

　もしかしたら、エリザベス・オブライエンの母親はマギニス家に近しい者なのかもしれない。と、考えたところでユーインにくるりと体を回され、演奏が終わる。綺き麗れいなフィニッシュが見事に決まった。

　それと同時に、エリザベスは記憶を甦よみがえらせる。珍しく、大きな声で叫んだ。

「思い出しましたわ！」

「何を、ですか？」

「オブライエン公爵の書斎ライブラリに、ヒントが！」

　エリザベスは演奏者とユーインを広間に残し、公爵の書斎へとスカートを摘つまみながら走る。

　以前、偶然発見した時じ禱とう書しよに一枚の肖像画ポートレートが入っていたのを思い出したのだ。

　不思議に思ったユーインやレントン、侍女もあとを追い駆かけてきた。しかし、書斎は鍵かぎで閉まっている。

「レントン！」

「は、はい」

　レントンは公爵の私室の鍵を管理している。エリザベスは鍵を開けるように命じた。

「少々お待ちを」

　エリザベスは焦あせる様子を隠しもせず腕を組み、足で床ゆかをトントンと叩たたきながら待つ。

　当時エリザベスが見つけた時禱書に挟まっていたのは、二十年前の日付が書かれた肖像画である。その裏には、一人の女性の名が書かれていた。確か、あれは……。

　──愛いとしのセリーヌ。

　それを思い出した途端、エリザベスの胸がドクンと大きく跳はねる。

「エリザベス嬢、いかがなさいましたか？」

「エリザベス・オブライエンの、母は──」

　まさか、叔母セリーヌ・ブライトンなのか？

　肖像画は叔母に似ていたような気がする。しかし、記憶は定さだかではない。きちんと、確認しなければ。

　レントンが扉とびらを開くのと同時に、エリザベスは書斎の中へと駆け込んだ。ユーインもあとに続く。

　エリザベスは背表紙を指先でなぞりながら、件くだんの時禱書を捜さがす。

「エリザベスお嬢様、何をお捜しですかな？」

　いつも、書斎の整理をしているらしいレントンが声をかけてくる。

「古い、時禱書ですわ。黒革の装そう丁ていに、金の留め金が付いている……」

　レントンは首を傾かしげる。心当たりがないらしい。エリザベスとユーイン、レントンと侍女の四人で捜したが、見当たらなかった。

「もしかしたら、公爵様の私室にあるかもしれません。しかし──」

　執事でも、許可なく公爵の部屋に入ることはできない。

「エリザベス嬢、その時禱書に、何が？」

「それは──」

　叔母セリーヌにそっくりな肖像画を見たのは、数ヶ月前の話である。若かりし時の姿だったので、本人ではない可能性もあった。

　エリザベスはユーインの質問に答えず、レントンに話しかけた。

「ねえ、レントン」

「はい、なんでございましょう？」

　ごくんと生なま唾つばを吞のみ込んだあと、思い切って問いかける。

「あなた、エリザベス・オブライエンの母親について、何かご存じ？」

　レントンは眉まゆ尻じりを下げ、申し訳なさそうに答えた。

「残念ながら、公爵様の交遊関係は存じません」

「そう、ですか」

　だったら、叔母本人に直接聞くしかない。

　これは、誘拐事件とはまったく関係のない謎である。しかし、エリザベス・オブライエンと出会った時、言いようのない感情を抱いだいたのだ。

　胸の中に渦うず巻まく奇き妙みような思いを、紐ひも解ときたかった。

「エリザベスお嬢様、少し落ち着かれたほうが？」

　レントンが喉のどは渇かわいておりませんか……と気き遣づかってくれたため、エリザベスはコクリと頷うなずいた。客間に戻り、ユーインと茶を飲むことにする。

　侍女が用意してくれたのは、クローブが刺さったオレンジの浮かぶシャリマティー。

「シャリマティーですか。私は初めて飲みます」

　シャリマとは、異国にある花園の名前らしい。オレンジの豪ごう奢しやな香りが、その花園の芳ほう香こうを思わせるのでそう呼ばれているのだとか。

　ピリッとしたスパイシーな味わいとオレンジの酸味が、爽さわやかな気分にしてくれるエリザベスお気に入りの紅茶である。

　サブレを齧かじり、紅茶を飲む。ようやく、ホッとひと息つくことができた。

　エリザベスは推測を話すべきか迷ったが、ここまでユーインを巻き込んだあとなので説明することにした。

「先ほどの調べもののことですが。以前、書斎にあった時禱書の中に、一枚の肖像画を発見しまして。おそらく……二十年前のわたくしの叔母を描えがいたものではないのかと」

「マギニス家……お父上の妹さんということですか？」

「ええ」

　しかし、叔母であったという確証はない。

「先に、叔母の名前が書いてあることに気付き、そのあとに絵を見たので、叔母に似ていると思い込んだ可能性もあって……」

　だからもう一度確認して、本当に叔母か確認したかったのだ。

「エリザベス嬢、叔母上の名前をお聞きしても？」

　セリーヌ・ブライトンの名を出すと、ユーインも覚えがあったのか「ああ、あの」と反応を示した。

「ブライトン伯はく爵しやくとは、面識がありますよ。少々、神経質な方でした」

「そう、でしたね」

　叔母も叔お父じも、共に神経質そうだった。とても、仲の良い夫婦には見えないくらい。

　夫婦の不仲が、公爵と叔母の浮気に繫つながるのはありえない話ではなかった。

「もしかしたら、エリザベス・オブライエンの母親が、あなたの叔母上かもしれないと」

「ええ……」

　だが、いくら従妹いとこ同士でも、これほど似るものだろうか。むしろ、最初に彼女を見た時に感じたのは、まるで──。

「エリザベス嬢？」

　どうやら、またしてもぼんやりしていたようだ。ユーインに呼ばれ、思考を停止させる。危あやうく、考えないようにしていた憶測を思い浮かべるところだった。

「今から叔母に話を聞きに行こうと思います」

「え？」

　このままだと落ち着かない。一日も早く、はっきりさせるべきことだと思った。

　外出禁止というシルヴェスターの命令は、この際無視だ。

　エリザベスはすっと立ち上がり、侍女に外がい套とうと馬車を用意するように命じた。

「ユーイン・エインスワーズ、ごめんなさい。わたくし、出かけますので」

「待ってください」

　ユーインは立ち上がり、エリザベスの行動を制した。

「なんですの？」

「私も行きます」

「なぜ？」

　婚約破は棄きした者同士が行動を共にするのはおかしなことだと、シルヴェスターも言っていたではないか。

「エリザベス嬢と私は、もう婚約者同士ではありません。ですが──友達にはなれると思いませんか？」

「あなたと、わたくしが、お友達？」

「ええ」

　オーレリアに続いて、ユーインまでもがエリザベスの友達になりたいと言う。

　エリザベスはユーインを見上げ、瞠どう目もくした。正直、女友達さえいないエリザベスにとって、男友達というのがどういう存在なのかよくわかっていない。

「ダメですか？」

「いいえ、別に、構いませんけれど」

　何も考えず、自然と口から出てきた言葉である。

「よかった。でしたら、ブライトン伯爵邸ていに急ぎましょう」

　にっこりと微笑ほほえみながら言うユーインの言葉に、エリザベスはコクリと頷いた。
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　王都の郊こう外がいにある、ブライトン伯爵邸。エリザベスがここに来るのは数ヶ月ぶりであった。

「エリザベス嬢の叔母上は、身代わりについてご存じなのですか？」

「いいえ。それどころか、わたくしが王都にいることも、知らないかと……」

　公爵家へ拉ら致ちされた日、『シルヴェスターと出会って意気投合した。その後、そのまま故郷まで送ってもらった』という知らせを叔母セリーヌに届けたと聞いていた。無茶苦茶な理由ではあるが、公爵家の力で信じさせたようだ。

　よって、事情を知るのはエリザベスの両親と一番上の兄だけ。大量の支援金を得るので、家族に隠し通すことはあえてしなかった。牧場が破は綻たん状態となって困こん窮きゆうしていたマギニス家は、エリザベスの身代わり生活を黙もく認にんしている状態である。

「公爵令れい嬢じようとそっくりだった件について、ご両親はなんと？」

「別に、何も」

　ここでエリザベスは胸に手を当て、深く安あん堵どする。

「どうかしました？」

「いえ、少しだけ、心配をしていましたの」

　エリザベス・オブライエンを産んだのが叔母でなかったら、エリザベスの母親という可能性もあった。

　しかし、もしもそうだったら、父親はエリザベスの身代わりを許さなかっただろう。その事実こそが、マギニス家が公爵家とかかわりがない証あかしだ。

　ブライトン伯爵邸は、すぐ目の前だった。

　先触れのない訪問だったので、出迎える従じゆう僕ぼくはいい顔をしない。その上、思いがけない事態となった。

「──奥様は現在、ご実家であるマギニス家に里帰りされています。お帰りになられるのは、いつになるか存じ上げません」

「なんですって？」

　叔母セリーヌは二日前に、王都を発たったらしい。エリザベスは愕がく然ぜんとする。

「それでは仕方がありませんね。エリザベス嬢、ここは一いつ旦たん出直しましょう」

　とんぼ返りする羽目になった馬車の中で、ユーインがポツリと呟つぶやく。

「もし、いらしたとしても、きっと真実は話していただけなかったと思いますし」

「でしょうね」

　セリーヌはエリザベスに負けず劣らず自尊心が高い女性である。過去の汚お点てんなど、話すわけもなかった。

「ありがとう、ユーイン」

「え？」

「わたくしの我わが儘ままに、付き合ってくださって」

「え、ええ」

　ユーインは意外そうな表情でエリザベスを見る。

「なんですの？　わたくしが、お礼を言うのが面白いのですか？」

「いいえ、名を、呼んでいただけたので」

「名？」

「はい。私の、名を」

「今まで何度も呼んでいたではありませんか」

　ユーイン・エインスワーズ。お堅かたい彼にぴったりな名であると以前より思っていた。

「いえ、そうではなくて、名前だけで呼ばれたのは、初めてだったなと」

「そうでした？」

「いつも上から目線で、フルネームで呼んでいたではありませんか」

「無意識でしたわ」

「でしたら、無意識のうちに私を友と認め、名前で呼んでくださったのですね」

「さあ？」

　改めてそんなことを言われると、照れてしまう。

　エリザベスはつれない態度で言葉を返した。

「小さなことを気にしますのね」

「大きなことですよ」

　ユーインは珍しく、にっこりと微笑みながら話し続ける。

「次のダンスの練習のあと、食事にでも行きませんか？」

「それは──一度、シルヴェスター・オブライエンに聞いてみませんと」

「彼の確認が必要ですか？　友達との外出まで、制限すると？」

「それも、そうですわね」

「では、次の練習の日までに、行き先を考えておきますね」

　そんな話をしながら、二人はそれぞれ家路に就ついたのだった。







　公爵家に帰ったのは、陽も沈むような時間帯である。

「お帰りなさいませ、エリザベスお嬢様」

　レントンが迎むかえてくれた。最低最悪の知らせと共に。

「シルヴェスター様が、戻っております。エリザベスお嬢様のお帰りを、お待ちしていました」

「ええ」

　エリザベスを一人で出かけさせたとは言えず、ユーインを伴ともなって外出したと報告したらしい。

「知らないふりはできず、申し訳ありません、エリザベスお嬢様……」

「いいえ、それが、あなたのお仕事ですもの。お気になさらず」

　シルヴェスターの部屋に向かう足取りが、自然と重くなる。

　今回で、勝手に外出したのは二回目である。

　はあと、盛大な溜ため息いきを吐ついたあと、扉を叩く。「どうぞ」という声がすぐに返ってきた。

　てっきり、レントンか侍女が一緒についてきてくれるかと思っていたのに、エリザベスが入ると扉はパタンと閉ざされてしまう。

　取り残された気分になり、エリザベスは恨うらみがましい視線を扉に向けたが、シルヴェスターの咳せき払ばらいで姿勢を正す。

「やあ、リリー。お帰り」

「ただいま戻りました」

　悪びれもせず、エリザベスは言葉を返した。

「君はなぜ、私に呼び出されたのか、わかっているのかな？」

　シルヴェスターは書類整理をしているからか、エリザベスに視線も向けずに話しかけてくる。幼子を諭さとすような、妙みように優しげな話し方であった。

　これは相当、怒っているに違いないと思う。

　窓から差し込んだ月明かりが、窓まど枠わくと格こう子しの影かげを床の上に映し出している。

　執務机にある小さな角ラン灯タンしか点ともっていないので、部屋は薄暗かった。

　そのため、余計にシルヴェスターの表情が恐ろしく見える。

　黙だまったままのエリザベスをちらりと見て、シルヴェスターは余裕たっぷりに微笑んだ。

「さあ、理由を言ってごらん？」

　どうせ今から嫌いや味みの一つや二つ言われるのだ。エリザベスは開き直ることにした。堂々と事の次し第だいを話す。

「叔母のところに行っていましたの」

「ブライトン伯爵家に？　ユーインと？」

「ええ」

「どうして、彼がここに？　もしや、約束をしていたのかい？」

「いいえ、ユーインが勝手にここに来ましたの」

「ユーイン、ねえ」

　シルヴェスターは立ち上がり、エリザベスのもとへと近寄ってくる。

　エリザベスは眉を顰ひそめ、シルヴェスターを牽けん制せいするように見た。

「あんなにも、出かけてはいけないと言ったのに、リリーは悪い子だ」

「ユーインが一緒でしたから」

「随分と、仲がいいみたいだね」

「お友達ですから」

「君達が、お友達？」

「ええ、そう。今日、お友達に、なりましたの。近いうちにまた、会う約束もして──」

　そう報告をした刹せつ那な、シルヴェスターの視線に熱い何かが混ざったような気がする。

　エリザベスは内心たじろいでいたが、なんとかその場に留まった。

　やはり、ユーインとシルヴェスターは天と地ほども違う。

　ユーインはシルヴェスターのようにいじわるをしないし、何か含ふくませたような物言いもしない。真面目で、付き合いやすい人だ。エリザベスはそう評する。

「なるほど。ユーインはリリーにとって、高評価な男なんだね。私は？」

　熱を帯びた視線に、笑みが浮かぶ。艶つややかな微笑みであった。

　その表情に、どうしてかエリザベスの肌は粟あわ立だち、何も考えられなくなってしまった。よって、質問の回答もおざなりになる。

「あなたは──別に、なんとも」

　シルヴェスターの表情が、一瞬にして凍りつく。適当に、顔が良いとか言っておけばよかったのか。失敗したと思う。

　シルヴェスターはさらに近づいてきた。正直恐ろしかったが、ここで後退したら負けのような気がする。

　だからエリザベスは、毅き然ぜんとした態度でその場に立ち続けた。

「リリー、話を戻すけれど、私は君に言ったよね？　出かけてはいけない、と。それは、ユーインが一緒だからといって、破っていい約束ではない。君の安全を守るためだ。それは、わかるね？」

「ええ」

　月明かりはいつもより明るかった。今宵こよいは満月である。

　シルヴェスターの美び貌ぼうを際きわ立だたせるような、美しい月光であった。

「リリー、私へ誓ちかいを」

「誓い？」

「二度と、勝手に出かけないでくれ」

「……え、ええ」

　どことなく凄すご味みのあるシルヴェスターの話がこれで終わるとは思っていなかったが、今はおとなしく従うほうがいいだろう──。

　そう思ったところに、エリザベスの想像を超こえる言葉が告げられる。




「では、誓いの口づけをしてもらおうか」




　エリザベスは我が耳を疑った。

「は？」

「リリー、知っているかい？　結婚式の口づけは、まじないでもあるんだよ」

　結婚式の時、神の前で誓いの言葉を口にする。そのあと、キスをして互いに言葉を封ふうじるのだ。

「私との約束を、封じてくれるかい？」

　シルヴェスターは、エリザベスにキスをするように命じた。

「馬ば鹿かな……」

　唇くちびるにキスするのは夫となる者だけである。たかが約束一つに、できるものではない。

「それは、できません。唇へのキスは……未来の夫のものですから」

　そう言った瞬間、シルヴェスターの目が怪しく煌きらめいた。何か言われるのかと思い、身構える。

「そう。だったら、仕方がないね」

　あっさりと、シルヴェスターは引き下がった。ホッとしたのも束つかの間ま、彼はとんでもない提案をした。

「君ができないのなら、私がおしおきをしなくては」

　エリザベスがキスをしないのであれば、シルヴェスターからすると言うのだ。

「あなた、何をおっしゃっていますの？」

「ペナルティがないと、君はまた約束を破るだろう？」

　シルヴェスターの言う通り、エリザベスが勝手に出かけたのは二回目である。ぐうの音も出ない状況であった。

「もちろん、唇にはしない」

　指先や手の甲は、普段挨あい拶さつでキスをすることがある。そのため、おしおきにはならない。

「そうだな。靴くつは、この前したから──」

　エリザベスの靴へシルヴェスターがキスをした大事件。

　身代わりを続ける代わりに、そうするようにと命じたのだ。もちろん、本当にしてほしいと思って言ったことではない。

　もう一度、あのようなことをするというのか。エリザベスはゾッとする。

「今回は、ふくらはぎにしようか」

「絶対に嫌いやですわ!!」

「だったら、リリーから私に誓いの口づけをする？」

「それも嫌!!」

「我儘で困ったお嬢様だ」

　シルヴェスターの表情は余裕に満ち溢あふれている。まったく困っているようには見えない。

「さあ、エリザベス、選ぶんだ」

　名前を呼ばれ、胸がドキンと高鳴る。

「それとも、この前みたいにコイントスで決める？　特別に、おしおきをするか、しないかを選ばせてあげようか？」

　シルヴェスターは、にこやかに提案する。

「ただし、コイントスをする場合、私が勝ったらキスは二ヶ所だ」

　交こう換かん条件を聞いた途端、エリザベスの目が驚きで見開く。

　もしも負けたら、大変な事態となる。

「さあ、どうするんだい？」

「コイントスは結構。自分で決めます」

「いい子だ」

　エリザベスはギリと、奥歯を強く嚙みしめる。自ら、最低最悪の二に択たくを選ばなければならなくなった。

　背後は壁。逃げる場所などない。それ以前に、逃げたくなかった。

　シルヴェスターに自分からキスをするなんて、許せるものではない。だとしたら、選せん択たく肢しは一つしか残されていなかった。

　エリザベスはぎゅっと瞼まぶたを閉じ、腹を括くくる。目を見開いて、早口で答えた。

「おしおきでもなんでも、すればいいですわ！　でも、約束をしてくださる？　唇以外、わたくしには絶対に触れないと！」

　シルヴェスターは嫣えん然ぜんとした笑みを浮かべながら、コクリと頷いた。




　薄暗い部屋の中、エリザベスはシルヴェスターにエスコートされて椅子に腰かける。

　息を大きく吸い込み、吐いた。

　別に、エリザベスが何かを失うわけではない。虫に刺されるようなものだ。

　そう、自身に言い聞かせる。

「リリー、スカートを」

　シルヴェスターに唇以外で触れないことを約束させたのだ。さすれば、エリザベスが自分でスカートをたくし上げなければならない。

　足首が見えただけでもはしたないと言われて育った箱入り娘である。自分から、このようなことをするのは屈くつ辱じよく的てきであった。

　しかし、やらなければ。

　この時間を長引かせたくはない。エリザベスは決意を固めて、スカートを摘み僅わずかに上げた。

「リリー、これでは、ふくらはぎは見えない」

　エリザベスは眉み間けんに皺しわを寄せて不快感を剝むき出だしにしながら、スカートをもう少しだけ上げた。すると、足首の上にある、ふくらはぎが僅かに見えた。

　シルヴェスターは床に片かた膝ひざを突いた。

　こうして、彼の旋毛つむじを見下ろすのは二回目である。

　どうしてこう、この男は簡単に膝を突くのかとイライラしてしまった。

　だがエリザベスへの罰ばつとしてはもっとも効果的だろう。どちらも嫌がるとわかっていて、提案したのだ。とんでもない策士である。この腹黒男を切れば、黒い血が流れるに違いないとエリザベスは確信していた。

　ありえない状況に耐たえきれず、シルヴェスターを急せかす。

「早く、なさって」

　手足が長いので、膝を突いただけではふくらはぎへの口づけはできないようだった。

　どうするのかと見下ろしていたら、両方の手を床に突く。その後、四よつん這ばいの状態でふくらはぎへキスをした。
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　あまりの衝しよう撃げきに、エリザベスは息ができなくなる。

　唇が離れた瞬間に、ハッと息を吞んだ。

　心臓はバクバクと、早はや鐘がねを打っている。

　シルヴェスターが顔を上げるのと同時に、エリザベスはすぐに立ち上がった。

　ガタンと、椅子が倒れたが気にしない。

　そのままシルヴェスターのほうは見ずに、駆け足で部屋を出る。

　紛まがうことなき敵前逃とう亡ぼうであったが、今のエリザベスにはそれに気付く余裕すらなかった。
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　翌日より、身の回りの品の準備を行う。

　国内でもっとも忙しく有名なデザイナーを呼び寄せ、とっておきのドレスを注文する。

　デザイン画が完成したら、貴族の婦人が愛読している雑誌『マリアベル』で発表するのだ。そしてその一週間あとに、公爵令嬢の婿むこ探しの記事を載のせる。もちろん、シルヴェスターが婚約者を選定すると添えることも忘れない。

　さすれば、エリザベス・オブライエンは夜会に姿を現すだろう。

　今度こそ捕つかまえて、誘拐事件の詳しよう細さいを聞き出して結着をつけるのだ。ここまでずっと負けっぱなしだというのは癪しやくに障さわる。

　この件が解決したら、この馬鹿馬鹿しい身代わり生活も終わりとなる。そのあとは、マギニス家のエリザベスとして生きることができるのだ。

　昨日のような恥ずかしい行こう為いは、本当に、二度とごめんだった。

　午後からは宝石商を呼び寄せ、装身具を選ぶ。テーブルの上にある美しい耳飾りに首飾り、指輪などはどれも一級品だ。目め利ききでなくともわかるほど圧倒的に輝かがやいていた。

「こちらの天然真しん珠じゆの耳飾りは、世界に二点しかない貴重品でございまして」

　ドロップ型に大きな真珠が嵌はめ込こまれた意い匠しようは、製作に一年もかかるという。金具は純金で品があった。

　他にもクローバーを模したダイヤモンドのネックレスに、大おお粒つぶのエメラルドのリング、カメオのブローチなど、次から次へと紹しよう介かいされる。購こう入にゆうは気が引けるが、話題作りのためには仕方がない。とびきりの装身具を選んで決めた。

　夕方になると、シルヴェスターが帰宅してきた。居間で出迎える。

　朝食時同様、昨晩のことなどまるでなかったという表情でいる。

　自分だけドギマギするのも腹立たしいので、エリザベスも何事もなかったかのように接することにした。

「お帰りなさいませ」

「ただいま」

　シルヴェスターはユーインのおかげで、毎日早く帰れるようになったようだ。風か邪ぜで休んだチェルシーも復帰し、元気に働いているらしい。

「リリーがまた働けなくなったと言ったら、残念そうにしていたよ」

「そう」

　余裕ができたら家に招こう。エリザベスは心の中で決める。

「それで、君の準備は順調かい？」

　エリザベスがレントンに視線を送る。すると、銀盆に載せてあった本日の購入品目表がシルヴェスターに差し出された。

　シルヴェスターは仕立屋、宝石商からなる二枚の明細を見て笑みを浮かべると、そのままレントンへと返す。

「この装身具は君に全部あげるよ。契約が終わったあとは、売ってしまっても構わない」

「こんな高価な品物、受け取れませんわ」

「迷めい惑わく料りようだと思って」

　シルヴェスター個人の財産で購入したのではなく、公爵家の財産なので気にするなと言うのだ。

「このような事態になったのも、本もとを正せば父が悪い。自分で蒔まいた種は最後まで面倒を見るべきだ」

　エリザベス・オブライエンの境きよう遇ぐうを考えれば、それもそうだと思う。

「ですが、高価すぎますわ」

「リリーは真面目だな」

　シルヴェスターの言い分は無視して、エリザベスは宝ほう飾しよく品ひんの受け取りを丁てい重ちように断った。

「この件はいいとして。昨晩のことだけど──」

　昨日の件を突然持ちだされ、エリザベスはぎょっとする。

「叔母の家に行っていたと話していただろう？　あれはなぜ？」

　ふくらはぎへのキスの件ではなかった。エリザベスは心底ホッとする。と同時に、叔母のことを最初に伝えていれば昨日のような醜しゆう態たいをさらすことにはならなかったのでは？　といまさらながら思えてきて悔くやしくなる。昨晩はよほど冷静ではなかったのだろう。

　エリザベスはひとつ息を吐くと、時禱書に挟まっていた肖像画についてシルヴェスターにも事情を話す。

「なるほど。父と関係があったのは、セリーヌ・ブライトンの可能性があると」

「ええ……」

　時禱書は書斎になく、確認できなかったが。

「だったら、今から父の私室に捜しに行こう」

「え!?」

　そんなことが許されるのか。エリザベスは視線で問いかけたが、問題ないと言う。

　シルヴェスターは立ち上がり、そのまま公爵の部屋へと向かった。

　レントンに命じ、公爵の私室の鍵を開けさせる。

　本当に大丈夫なのか。エリザベスの不ふ審しんに満ちた表情を見抜いたのか、シルヴェスターは安心させるように微笑みかけながら言った。

「父の部屋には普段からよく出入りしているんだ。心配はいらない」

　レントンが開けた扉から、中へと入る。

　毛足の長い絨じゆう毯たんが敷しかれた私室には、ゆったり座れる革張りの長椅子とオーク材の円卓が配置されていた。置きっぱなしのチェスでは、接戦が繰り広げられている。

「それ、一年前のやつなんだ」

　どうやら、シルヴェスターと公爵の対戦中の盤面らしい。

「あなたはどちら？」

「白」

　エリザベスはじっと、盤ばん上じようの駒こまを見る。

「わたくしだったら、ここのルークを犠ぎ牲せいにして」

「ああ……なるほど。そこをどうしようか、ずっと悩んでいたんだ」

　シルヴェスターはエリザベスの言った通りに、盤上の駒を動かしていく。

「これで形勢逆転だ。父が戻ってきたら、驚くだろう」

「他人の考えを取り入れるなんて、卑ひ怯きようではありませんこと？」

「リリーは私の勝利の女神だからノーカウントだよ」

　エリザベスはわざと、大きく溜息を吐く素そ振ぶりを見せた。ここで遊んでいる場合ではない。時禱書を捜さなければ。

「まずは、本棚を──」

　しかし、書斎のように本棚があるわけではなかった。ガラス張りのショーキャビネットの中に、本がずらりと収納されている。

「リリー、あるとしたら、ここしか──」

「ありましたわ！」

　目的の時禱書は案外すぐに見つかった。キャビネットの二段目に収められている。しかし、残念ながら鍵がかかっていた。

「レントン、ここの鍵は？」

「残念ながら、そちらはわたくし共の及ばぬ領域でして」

「なるほど」

　鍵の管理は公爵本人がしているようだ。レントンでも、開くことができないらしい。

　エリザベスが一歩前に出て、鍵穴の様子を眺ながめながら言う。

「こちらのタイプでしたら、開けられるかもしれません」

「リリー、そんなことできるのかい？」

「試してみないとわかりませんが」

　挑ちよう戦せんしてもいいかシルヴェスターに訊ねると、すぐに許可を出してくれた。

　エリザベスは髪から一本ピンを抜き取り、鍵穴に差し込む。

　奮ふん闘とうすること十五分──ついにカチャリと音が鳴った。

「開いたみたいだ」

「ええ」

　時禱書をキャビネットから引き抜き、すぐに公爵の部屋を出る。

　居間に戻って、長椅子に腰かけた。

「リリー、君は凄すごいね。開かい錠じようができるなんて」

「幼い頃に読んだ、推理小説の影響ですわ」

　物語の中に出てくる探たん偵ていが開錠を得意とし、次々と事件を解決していくのだ。

「お父様の執務机の鍵や、お母様の宝石箱、一度は金庫破りまでしたことがありました」

「お転てん婆ばだったんだね」

「ええ。両親は困った遊びだと、話していました」

　そのおかげで、こうして時禱書が今、手の中にある。

　ドキドキしながら本を開いた。以前と同じようにそこには一枚の肖像画が挟まれている。

　裏面には『愛しいセリーヌ』と書かれていた。

　エリザベスは久々に見た肖像画を前に、息を吞む。

「リリー、どうかしたのかい？」

「いえ、本当に叔母なのかと、思いまして」

　以前見た時は叔母の若い時の姿だと決めつけていた。しかし、今見てみると、そこまで似ているようには思えない。

「若い時の姿だと、印象も変わるものだよ」

「そう、かもしれません」

　それよりも、この女性が公爵と関係のあった人物なのかどうかが問題である。

「おそらく、本のほうは父の蔵書だろう。裏に、名前が書いてある」

「あら──本当」

　時禱書には箔はく押おしで、公爵の名が記されてあった。

「何か思うことがあって、書斎から鍵付きのキャビネットへ移動させたのならば、その女性がリズの母親という可能性もなくはないだろうね」

「ええ……」

「父の交友関係に、一人医者がいる。もしかしたら、その人が父に頼まれて二十年前に子どもを取り上げているかもしれない」

　公おおやけにはできない子どもなら、こっそりと出産したはずだ。

「それに、友人ならば、当時の事情を知っているかも」

　後日、連絡を取って、話を聞いてくれると言う。

「リリー、この件は私に任せてくれるね？」

「ええ、よろしくお願いいたします」

　エリザベス・オブライエンの出生がはっきりしたら、心のモヤモヤもすっきり晴れるだろう。それまでの我慢だと、落ち着かない胸を抑おさえながら自らに言い聞かせた。
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　夜会の衣装の準備が一段落した日、暇ひまを見つけてチョコチップクッキーを焼くことにした。先日、暴漢から助けてくれたコンラッド王子に差し入れるのだ。

　舌が肥えているコンラッド王子に贈るには気が引けるが、手ずから菓子を作るというのはエリザベスにとって最大の感謝の印であった。

　コンラッド王子宛あてに手紙を書かき綴つづり、クッキーを入れた箱をリボンで飾る。

　侍女に渡し、職場に持って行ってもらうように頼んだ。

　夕方になり、シルヴェスターが帰宅すると同時に呼び出された。

　ここのところ互いにバタバタしていたので、顔を合わせるのは三日ぶりである。

　エリザベスは勧すすめられた長椅子に腰かける。

「なんですの？」

「いや、毎日、どう過ごしているかと思ってね」

「どうとは？」

「妹のせいで、不自由をさせているから」

「それはまあ……おかげさまで」

　王宮勤めもしていないので、一日中公爵家に缶詰となっている。読書が趣味なのでそこまで困らないが、時折感じる使用人達の監視するような視線が気になっていた。

「リリーのことを守ると言っていたのに、守れなくて……」

「……」

「リズも昔は、あんな子じゃなかったんだよ。彼女が変わってしまったのは、私にも原因がある。だが、君に手を出したことは……絶対に許さない」

　シルヴェスターは膝の上にあった手を、ぎゅっと握にぎりしめる。整った顔は、くしゃりと歪ゆがんでいた。

　シルヴェスターの剝き出しの感情を目の当たりにして、彼が本当にエリザベスの身を案じてくれていたのだと実感する。

　だから、ユーインと勝手に出かけた時もあんなに怒っていたのだ。

「ごめんなさい」

　エリザベスはポツリと謝る。謝られたシルヴェスターはポカンとしていた。

「なぜ、君が謝るんだ？」

「何度も、一人になってはいけないと言われていたのに、約束を破ったから」

「それは──そうだね」

　シンと静まり返る。過あやまちは、簡単に許されるものではない。

　エリザベスは意を決し、シルヴェスターに小指を差し出す。

「リリー、それは？」

「小指の誓せい約やくですわ。二度と、約束は破らないという、おまじないです」

　互いの小指を絡からませ、呪じゆ文もんを唱える。幼い頃、異国の絵本で読んだものだ。

「早く、小指をお出しになって」

　恥ずかしいので、という言葉は吞み込んだ。シルヴェスターは言われた通り、小指を出す。エリザベスは自分のものと絡ませ、小さな声で呟いた。

「──幾いく久ひさしく、守ると誓います」

　これで、誓約は完了だ。エリザベスは絡めた小指をサッと引き抜く。

　少し子どもっぽいことをしてしまったと、悔くやんだ。

　シルヴェスターをチラリと見たら、柔やわらかく微笑んでいた。それは、いつものいたずらっぽい笑顔ではなく、からかうような笑顔でもない。とても穏おだやかな笑みだった。

　シルヴェスターは小指の誓約には触れずに、自然と別の話題を振ってくれた。

「殿でん下かは、君の作った菓子を喜んでいたよ」

「それはよかったですわ」

　礼として贈ったチョコチップクッキーは、アフタヌーンティーの時間に食べたらしい。

「そういえば、お礼で思い出したんだけど」

　その言葉を聞いて、エリザベスも思い出す。

　先日、オーレリアを助けてほしいとシルヴェスターに懇こん願がんした際に、エリザベスは言ったのだ。

　──あなたの願いはなんでも叶かなえるから！　と。

「リリー、あれは噓うそじゃないよね？」

「ええ、まあ」

　オーレリアを助けようと必死だったとはいえ、今思えばとんでもないことを口走ったと思う。

「悪魔との、取引でしたわ」

「ん、なんか言った？」

「いいえ、なんでも」

　シルヴェスターはエリザベスに叶えてほしい願いがあるようだ。

「常識の範囲内でお願いいたします」

「大丈夫、実にシンプルなお願いだから」

　シルヴェスターはにっこりと、甘い笑みを浮かべる。こういう笑い方をする時は、しようもないことを考えている時だと決まっていた。嫌な予感しかしない。

「それで？」

　早く言うように急かす。シルヴェスターは長い脚あしを組み替えたのちに言った。

「リリーとデートをしたい」

「はい？」

「一緒に遊びに行こう」

　明後日あさつて、シルヴェスターは休みである。

「ずっと家にいたら気も滅め入いるだろうし、いい機会だと思って、ね？」

「まあ、それは……確かに」

「そうだ。王立図書館に行こう。まだ、行っていないだろう？」

　王立図書館──それは世界一美しい佇たたずまいをした図書館である。エリザベス憧あこがれの場所だ。いろいろあって、今日まで行く暇がなかったのだ。

「もちろん、他の場所でもいいけれど」

「王立図書館に、行きたいです！」

　テーブルに両手を突き、訴える。すると、シルヴェスターは笑みを深めた。

「だったら決まりだ。楽しみにしているよ」

　シルヴェスターとのデート。

　異性にこのような誘さそいを受けたのは初めてである。元婚約者とは、収しゆう穫かく祭さいに行くことすら、一度もしたことがなかった。会っても、仕事の話しかしていない。

　シルヴェスターが相手というのは気に食わないけれど、異性とデートするというのは初めての経験だ。次に婚約を結んだ相手には喧けん嘩かを売らないよう、これは勉強だと思うことにする。

　もしかしたら、今回のデートで異性との付き合い方の何かが見えてくるかもしれない。

　滅めつ多たにない機会なので、気合いを入れて挑むことにした。
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　デート当日。図書館ではなるべく目立たないよう、地味な装よそおいでと侍女に頼んだ。

　ブラウンのドレスに変装用の眼鏡をかけ、薄めの化け粧しようを施ほどこし、長いピンクブロンドの髪はおさげの三つ編みにした。

「エリザベスお嬢様、いかがでしょう？」

　オーダー通りの地味なエリザベスが全身鏡に映っている。ユーインのように眼鏡のブリッジを押し上げると、神経質な感じがより深まった。

「なんだか、枯かれ葉はのよう」

　普段のエリザベスとは、ほど遠い姿である。遠目で見たら確実に別人だろう。

　眼鏡のレンズは分厚く、美しい緑色の瞳ひとみも霞かすんで見えるのだ。

「これなら、目立つことはないでしょうが……」

　逆にある問題が浮ふ上じようする。この地味な姿で、あの煌きらびやかなシルヴェスターの隣となりを歩けば、むしろ目立ってしまうのではないかと。

「それについては、大丈夫かと思われます」

「なぜ？」

「若様も目立たない装いをなさるそうです」

　地味なシルヴェスターというのが想像できない。いったいどのような姿でやってくるのか。少しだけ楽しみに思う。

　待ち合わせの時間となり、裏口へと向かった。

　扉の前に立っていたのは──背が高くくすんだ金髪の男性。長い髪を一つに結び、使い込んだ黒い外套を着込んでいた。その姿は、どこから見ても野や暮ぼったい。田舎いなかからやってきた青年といったいで立ちである。

　長い前髪から、翠みどり色いろの目が見えた。ここで気付く。

「もしかして、シルヴェスター・オブライエンですの？」

「もしかしなくても」

　目の前にいる冴さえない青年がシルヴェスターであるとわかった瞬間、エリザベスは笑ってしまった。随分と気合いの入った地味な装いだったからだ。

「まさか、そんなにリリーに受けるとは」

「ごめんなさい。佇まいから、違うと思いまして」

　普段、背筋がピンと伸びているシルヴェスターであるが、現在はやや猫背を思わせるような立ち方をしている。

　この前の髭ひげの紳士といい、見事な変装であった。完璧であると、エリザベスは珍しくシルヴェスターを褒ほめた。

　シルヴェスターは浮かない表情で返す。

「……普段の装いのほうを、褒めてほしかったけれど」

「普段からきっちりとしていたら、それが普通だと思ってしまうので」

「なるほど。ギャップが大事なんだね」

　勉強になったと言う。

「リリーはまた、趣おもむきが違って良いね」

「まるで、枯葉になった気分ですわ」

　スカートの裾すそを摘つまんで、淑しゆく女じよの会釈をすると、シルヴェスターは紳士の礼を返した。

　その一瞬だけは、洗練された貴公子のように見えるので不思議なものだ。

　ここでエリザベスはその理由に気付く。いくら綺麗なドレスを着ていても、中身が伴っていなければ相応ふさわしくなれないのだろう、と。

　大切なのは見た目ではなく、生き方なのだ。仕草や振る舞いに、それが滲にじみ出てくる。

「どうかした？」

「いいえ、なんでも」

　外から従僕がやってきて、馬車の準備ができたと声がかかる。

「では、行きましょうか、枯葉の妖よう精せいさん」

　枯葉の妖精とは、上手く言ったものだと思う。

　シルヴェスターの言葉に、ふっとエリザベスの笑みが零こぼれた。

　二人は手と手を取り合って、裏口を出る。




　社交期の盛りとなった街並みは相も変わらず賑にぎやかだ。皆、楽しそうにしている。

「何がそんなに楽しいのやら」

「リリー、好きな人と出かけることは、楽しいことだよ」

「そうですの？」

「気持ちが、わからない？」

「ええ、まったく」

　シルヴェスターは大おお袈げ裟さにがっくりと下を向く。エリザベスは反応せず、ふいと視線を窓へと逸そらした。

　馬車は大通りを抜け、人々が賑わう市場の横を通り過ぎる。

「あのあたりは、リリーと初めて出会った場所だね」

「ええ」

　誘拐されたあの日も、市場を見て感傷的になってしまったことを思い出す。

　シルヴェスターとは、もう二度と会うことはないと思っていたのだ。

　しかし、人生とはわからないもので、またこうして身代わり生活をしている。

「おかしなご縁えんだと、つくづく思っていますわ」

「おかしな、か」

「他に、相応しい言葉がありまして？」

「運命？」

「オーバーですこと」

　エリザベスのつれない反応に、シルヴェスターは肩を竦すくめる。

　そのあとは、ただただ静かに過ごしていた。

　そうして、ついに辿たどり着つく。エリザベス憧れの王立図書館へと。

「ああ……！」

　エリザベスは白はく亜あの建物を仰あおぎながら胸の前で手を組み、感かん嘆たんの声を漏もらす。

「とても綺麗」

　遠くから見るより、近くで見るほうがずっと美しかった。

　外がい壁へきには精せい緻ちなアラベスク模様の彫刻が施されており、左右対たい称しように建てられた外観は洗練された印象がある。エリザベスは時間を忘れてうっとりと眺めていた。

　どれだけ王立図書館の外観を見続けていたのだろう。ようやくエリザベスは、シルヴェスターが話しかけずに黙って付き合ってくれていたことに気付く。

「ごめんなさい、わたくしったら」

「いいよ。好きなだけ見て。でも、中も綺麗なんだよ」

「そうですの？」

「よければ案内するよ」

　シルヴェスターより差し出された手に、エリザベスは指先を重ねた。

　初めて足を踏み入れる館内。書物の数に驚くだろうと思っていたが──目の前の光景に啞あ然ぜんとする。

「まあ、なんて……」

　それ以上は言葉にならない。

　天井や壁には小さなモザイク・タイルが敷き詰められており、美しい模様となっていたのだ。シルヴェスターが解説してくれる。

「異国より芸術家と職人を招いて作らせたものらしい」

　モチーフは幾き何か学がく模も様ように花、鳥に植物と多た岐きにわたる。

　中でもエリザベスが気に入ったのは、子ども達の絵本がある周辺のモザイク・タイル。夜よ闇やみのような深い青のタイルに、明るい黄色で星を描いている。まるで、童話の中に出てくる夜空のような風景なのだ。

　図書館は予想をはるかに飛び越えて、素敵な場所だった。

　各自読みたい本を一冊決めると、シルヴェスターに導かれて図書館の中心部に辿り着く。

　そこは太陽の光が直接降り注ぐ、ガラス張りの温室コンサバトリーだった。

　どうやら、植物に囲まれた状態で本が読めるらしい。

　出入り口では、飲み物や食べ物の注文ができるカウンターがあった。

「リリー、何か飲む？」

「お茶を」

「わかった」

　紅茶とドライフルーツの入ったケーキを注文する。のちほど、温室の奥にある席に届けてくれるらしい。

　温室は温かく、草花が生い茂っていた。中には熱帯地方にしか自生していない珍しい植物もある。

　花か瓶びんのような筒状の植物を見つけ、エリザベスはまじまじと眺めた。

「それはウツボカズラ。食虫植物だよ」

「食虫……虫を食べますのね」

　エリザベスは恐ろしくなり、一歩、二歩と素早く後ずさる。

「ああ、そうだよ。こうして近付いたら──パクンと」

　シルヴェスターは背後からエリザベスを抱きしめる。

「きゃあっ！　なっ、いきなり、何をなさいますの！」

　エリザベスは前に回された手の甲を思い切り抓つまんだ。すると、すぐに解放される。

「ごめん。リリーがこんなに近くに来ることなんて滅多にないから」

　植物の話に夢中になっていたので、シルヴェスターのことが眼中になかったのだ。無意識のうちに、すぐ目の前まで近づいていたらしい。

「次、同じことをしたら、絶対に許しませんので」

　調子に乗ったらいけないので、深く釘くぎを刺しておく。

　シルヴェスターは両手を軽く挙げて降参の姿勢を取り、「もうしない」と誓った。

「ねえ、あちらは？」

「スターフルーツ。実みは輪切りにしたら星型になるんだよ」

「あちらの白い花は？」

「あれはツルハナナス。開花後、徐々に青く色が変わる不思議な花なんだ」

　シルヴェスターは大変物知りであった。温室内の植物の名前をほとんど把は握あくしている。

　一通り見て回ったあと、温室の奥の読書スペースに落ち着いた。

　席につくとすぐに、注文していた茶と菓子が届けられる。

　エリザベスは紅茶を一口飲んだあと、シルヴェスターに話しかけた。

「驚きました。植物に大変詳しいようで」

「ちょっとした趣味の一つでね」

　なんでも母親が再さい婚こんし公爵家で暮らし始めた当初、家に居場所がないと感じてよくここに出入りしていたのだとか。

「植物図鑑を持ち込んで、日が暮れるまでここの植物とにらめっこしていた時期があったんだ」

「そうでしたか」

　剣けんの稽けい古こよりも、勉強が好きな子どもだったらしい。

「でも、父は武官になってほしいようだったから」

「いろいろと、大変でしたのね」

「まあ、ね」

　だから今、文官の仕事に就いていることはそれなりに楽しい日々であると言う。

「もちろん、リリーがいるからということもあるけれど」

「わたくしが？」

「そうだよ」

　ならば──もしも、エリザベスがいなくなったらどうするのか。コンラッド王子や使用人は皆口を揃えて、シルヴェスターがよく笑うようになったと言っていた。

　だがエリザベスは、頭の中に浮かんだ疑問を、首を振って打ち消す。

　今はそんなことなど考えている場合ではない。自分のことについて考えるのは、エリザベス・オブライエンを見つけ、誘拐事件の犯人を捕まえてからだ。

　とにかく今は、身代わりを勤め上げるしかない。

　なんとなく気まずくなって、紅茶を飲みながら読書を始める。

　そのうちに、エリザベスは夢中になって、本を読んでいた。

　いつの間にか陽が傾き、空が茜あかね色いろに染まっていることに気付く。読み終わった本を閉じて顔を上げると、シルヴェスターと目が合った。優しい眼まな差ざしでエリザベスを見ている。

「もしかして──ずっとわたくしを待っていましたの？」

「楽しそうだったからね」

　別に、ここで読む必要はまったくなかった。本は借りられるのだ。けれど、シルヴェスターはエリザベスの読書を邪じや魔ませずに、待っていてくれた。

「退たい屈くつだったでしょう？」

「いや、私も久々にのんびりできた」

　今日はデートと言っていたが、結局、エリザベスの趣味に付き合っていたようなものだ。

　こういうふうに、読書の時間を共に過ごしてくれた人は初めてだった。実家では何度、一人で夢中になって呆あきれられたことか。

　しかし、シルヴェスターはずっと優しく見守ってくれたのだ。

　異性との間に生じる理解は、充実した時間を過ごす中で深めていくものなのかもしれない。それが、先ほどシルヴェスターが言っていた「好きな人と出かけることは楽しい」に繫がるのだと気付いた。

　元婚約者との間でそう思ったことは一度もなかった。反省すべき点だろう。

　そしてもう一点。

　相手からの優しさを当たり前と思わず、感謝の気持ちを伝えなければならない。

　今日は、シルヴェスターのおかげで本当に楽しかった。

「あの……今日は、わたくしに付き合ってくれてありがとう」

「私のためのデートだよ」

「でしたら、今度はわたくしのためのデートに付き合っていただけます？」

　この感謝のお返しに、シルヴェスターの好きなことに付き合おうと、エリザベスは思ったのだ。

　シルヴェスターはぽかんとした表情を見せている。意外な提案だったらしい。

「いまさらですけれど、あなたのご趣味は？」

「遠乗りかな」

　乗馬は苦手であるが、仕方がない。一度だけ付き合ってあげようと思った。

「でしたら、春になったら遠乗りに出かけましょう」

　この生活が春まで続くかはわからない。それでも、エリザベスは提案する。

　一方、シルヴェスターは想定外の反応を示した。

「リリー、本当かい？」

「ええ、本当ですわ」

「──っ！」

　シルヴェスターは突然立ち上がり、エリザベスのいるほうへと回り込んで片膝を突く。

「本当に、嬉しいよ。指先に感謝のキスをしても？」

　普段なら丁重にお断りをするところだが、キラキラした眼差しに負けて許すことにした。

「ありがとう」

　シルヴェスターはエリザベスの手を取って、そっと指先にキスをした。

　手袋越しであったが唇の感覚が伝わってくるような気がして、なんだか恥ずかしくなる。

「リリー、どうかした？」

「いいえ、なんでも」

　閉館時間を知らせる音楽が聞こえ始めた。

　エリザベスはシルヴェスターの手を借りて立ち上がり、温室を出る。

　いつの間にか、シルヴェスターと共に過ごすことに、違い和わ感かんや困惑がなくなっていた。

　エリザベスはただ単にそれを慣れただけだと思っていたが、どことなくそれだけではない気持ちに、少しだけ戸惑いも覚えていた。

　こうして、初めてのデートは幕を閉じた。
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　エリザベス・オブライエンとの思いがけぬ邂かい逅こうから早くもひと月が経たち、その間に何も事件が起きなかったことをエリザベスは奇跡のように思っている。

　結局、シルヴェスターが依い頼らいしていた探たん偵ていは、誘ゆう拐かい事件についての情報を摑つかむことができなかった。やはり事件についての詳しよう細さいは、本人に直接訊たずねる他ない。

　今日も早く帰って来たシルヴェスターと共に、夕食を取る。

「ああ、そうだ。リリー、この前話していた、父の知り合いの医者と連れん絡らくが取れたんだが──」

　公こう爵しやくの時じ禱とう書しよから出てきた一枚の肖像画ポートレート。

　その人物についての調査を、シルヴェスターに頼んでいたのだ。

「率そつ直ちよくに言うと、画えの女性はやはり、父と交際していたらしい」

「それで、セリーヌというのは──？」

「今、セリーヌと名のつく同年代くらいの女性を洗い出してもらってる。じき、その報告が上がってくると思うよ」

「そう……ですか」

「父も近々戻ってくるらしい。時間が取れたら、それとなく話を聞いてみるよ」

「ありがとうございます」

　エリザベスはいよいよ核心に迫ってきたことを実感する。

　今からちょうど十八年ほど前、公爵の友人の医師は肖像画の女性と公爵が寄より添そって出かける姿を見かけていた。しかしその女性を紹介されたり、どのような関係かと聞いたことはなかったらしい。

「であれば、公爵の子を取り上げたという事実もない、ということですか？」

「そう言っていた。けれど……」

　珍しく、シルヴェスターは言い淀よどむ。

「どうかなさって？」

「いや、リリー、君の誕生日はいつだい？」

「どうして？」

「それは──」

　シルヴェスターが目を伏ふせたのと同時に、エリザベスは言わんとしていることに気付く。

　もしも、エリザベス・オブライエンとエリザベスの誕生日が同じだったら？

　ドクンと、胸が大きな鼓こ動どうを打つ。

　二人のエリザベスの誕生日が同じ場合の、その先にある可能性など考えたくもない。

「この話は、やめよう」

　シルヴェスターの言葉を聞いて、深く安あん堵どする。

　エリザベス・オブライエンの出生の謎をずっと知りたかったはずなのに、どうしてか聞くことができない。

　エリザベスは心を落ち着かせるために紅茶を飲む。だが、すっかり冷めていたので顔を顰しかめた。
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　捜査に進しん捗ちよくのないまま、とうとう夜会当日を迎むかえる。

　本日の夜会に、エリザベス・オブライエンが現れることは確実だった。雑誌に着用するドレスのデザイン画が載のったあと、仕立屋にまったく同じドレスの注文が入ったからだ。名義は違ちがったものの、間違いなくエリザベス・オブライエンだろうと予測している。

　なぜならば、世の令れい嬢じようは世界に一着だけのドレスを勝負服として用意する。誰かと一緒のドレスを着て出ることはありえない。

　だが、エリザベスそっくりの姿で現れて、混乱を招こうというエリザベス・オブライエンならばまったく同じ物をあつらえるだろうと踏ふんだのだ。

　今回の作戦は実にシンプルだった。

　まず、エリザベスはシルヴェスターと最初の一曲を踊り、会場で目立つ行動をする。

　夜会において、一曲目のダンスはもっとも重要なのだ。それをシルヴェスターと踊ることによって、エリザベス・オブライエンの嫉しつ妬と心しんを一気に煽あおる。

　その後、エリザベスはシルヴェスターと離れて一人になる。

　そうすればエリザベスかシルヴェスターのどちらかに、必ず接触してくるだろう。

　エリザベスは温室に向かう。そこに彼女がやってきたら、事件について聞き出すつもりだ。

　シルヴェスターの前に現れても、最終的に温室に誘さそってもらう。どちらにせよ、直接話せるよう舞台を調ととのえる。

　シルヴェスターは見つけしだい捕つかまえて、そのまま修道院に連行すると言っていたが、それではエリザベスの気が収まらない。

　誘拐事件と、王宮で襲おそわれた事件と、散々な目に遭あっている。一度、面と向かって文句を言わなければ気が済まなかった。

　夜会前に、居間で打ち合わせをする。

「リリー、周囲に護衛は付けているけれど、何があるかわからないから気をつけるんだよ」

「もちろん、重々承知しておりますわ」

　会場の庭にある温室は公爵家が借りているので、関係ない人間は入れないようになっている。温室ならば、誰にも邪じや魔まされずに話を聞ける。

「この問題が解決したら、君はエリザベス・マギニスとして生きることができる」

「ええ……」

　ようやく、この身代わり生活から解放される。ハラハラと落ち着かない生活に、ピリオドを打つことができるのだ。

「リリー、君は、この先どうするんだい？」

「わたくしは──」

　実家に帰り、牧場経営の手伝いをする。歩むべき道はそれしかない。

「もう、実家に囚とらわれる必要はないんじゃないか？」

「それは、なぜ？」

「リリーはマギニス家の復興手助けという大役をこなしたのだし、これからは貴族女性として、立派にやっていけるだろう」

「ですがわたくしは、自由に生きる術すべを知りません」

「その時は私が、自由に生きるための翼つばさとなろう」

　それはいったい、どういう意味なのか。問いかける前に、柱時計の鐘かねが鳴る。

　今はシルヴェスターの言ったことを考えている場合ではない。エリザベスは一瞬にして、気分を切り替えた。

「そろそろ時間ではなくって？」

「仕事に行ってくるよ。あとで、会場で会おう」

　エリザベスはシルヴェスターをさっさと追い出す。このあとは、身み支じ度たくの時間だ。

　夜会は最強の正装フル・ドレスで挑いどまなければならない。
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　湖を優ゆう雅がに泳ぐ白鳥と同じように、ドレスを纏まとう令嬢は見えない場所でとんでもない努力を重ねている。

　時間をかけて体を磨みがき上あげ、艶つやの出る櫛くしで髪を梳くしけずり、全身をマッサージで引き締める。

　腰周りはコルセットで形を整え、ドレスのラインを美しく見せる鳥とり籠かごのようなパニエを装着した。

　今宵こよいのドレスは、菫すみれ色いろに染めたベルベット生き地じを使った一着である。

　背中には鯨くじらの骨が左右に入っており、ラインをよりいっそう美しく見せる意い匠しようであった。

　化け粧しようは薄暗い会場でも映はえるようやや濃こいめに。

　髪型は頰ほおにかかる左右の髪を編み込みにして、後ろの髪はお団子状にした。それらを、花があしらわれた銀細工の髪飾りで纏める。

　続いて、肘ひじの上まである長い手袋を装着した。

　最後に、天然真しん珠じゆの耳飾りとダイヤモンドの首飾りを装着する。

　侍じ女じよがエリザベスの手を引いて、全身鏡の前まで連れて行った。

「エリザベスお嬢様、いかがでしょう？」

「ええ、素敵ですわ」

　完璧な正装であった。

　鏡の向こうのエリザベスは、一等美しい。まるで、自分ではないように思える。

「エリザベスお嬢様、まるで、おとぎ話に出てくる姫君のようです」

「でしたら、わたくしにとって、あなた達は魔法使いのように思えますわ」

「もったいないお言葉でございます」

　侍女らは謙けん遜そんしつつも、嬉しそうにしていた。

　童話と違って、おめかしは魔法の力ではなく人の力が、美しくなるまで一瞬ではなく長い時間が必要なのだ。

　ここまで、休きゆう憩けいを挟みつつ十時間以上かかった。顔に疲ひ労ろうを滲ませる侍女達に、礼を言って下がらせる。

　支度はできたが、紅茶を飲んでひと息入れる暇ひまなどない。すぐに、出発時間となる。

　今日は寒いので、ドレスの上から着込む緋ひ色いろの毛け織おり物もののマントが用意されていた。合わせ部分を黒いリボンで留とめる。

　公爵家の家か紋もんが付いた馬車に乗り込み、夜会会場に向かった。




　うんざりするほどの大だい渋じゆう滞たいを経て、やっと会場となる宮殿に到着。マントは出入り口で預ける。

　エリザベスは葡ぶ萄どうの蔓つると実が刺し繡しゆうされた扇おうぎを盾たてのように広げ、エントランスを抜ける。

　このような人混みでシルヴェスターと合流できるものかと心配していたが──。

「リリー！」

　名前を呼ばれ、振り返ったそこにいたのは、着飾ったシルヴェスターである。運よく、すぐに合流できた。

「よかった。見つけられるか心配していたけれど、一瞬でわかったよ」

「あなたも」

　シルヴェスターの装よそおいは、貴公子然としていた。真っ赤なジェストコールの襟えりや袖そでは金糸で縁ふち取どられていて、精せい緻ちな蔦つたが刺されている。袖口のレースには白しら百ゆ合りの花模様が編まれていて、会場でもひときわ目立つ。

　シルヴェスターはエリザベスを見つめ、嬉しそうに言う。

「今日のリリーは世界一綺き麗れいだ」

「はいはい」

　シルヴェスターの褒ほめ言葉は、適当に流しておく。それよりも気になることは、エリザベス・オブライエンが会場に来ているか否いなかだ。

「たぶん、今はリリーの装いをどこからか確認していると思う」

　きっと、髪型などを同じにしてから出てくるだろう。

「なんだか、心臓に悪いですわ」

「心中は察するよ。私も彼女が恐ろしい」

　もしも、同じ装いをしているエリザベス・オブライエンを目にしたら悲鳴をあげそうだ。

「君のことは、私が守るから」

「期待しています」

　シルヴェスターの騎士の誓ちかいを、エリザベスは尊大な態度で許した。

「わたくしも、あなたの盾となるよう、努めますわ」

「ありがとう」

　忘れてはいけない。二人は対等であることを。

「さあ、行こう」

　シルヴェスターが差し出す手にエリザベスは指先を重ね、夜会へ挑む。

　大広間に入る前に、名前が読み上げられた。

「オブライエン公爵家、ご子息──シルヴェスター様、及び、ご令嬢──エリザベス様」

　注目が集まり、瞬またたく間まに人に囲まれてしまった。

　品行方正なユーインに婚約破は棄きされたばかりという悪評高いエリザベス・オブライエンではあるが、莫ばく大だいな持参金と貴族との繫つながりがほしい者は後をたたない。

　公爵家令嬢の婿むこ探さがしは、社交界のワケアリ独身男性にとって絶好のチャンスだったのだ。

　ちなみにユーインは、元婚約者が夜会に参加するのはまずいだろうという理由で今日は参加していない。

　でも今日まで時間を見つけてはダンスの練習に付き合ってくれた。この件が片付いたら、彼には一番に礼を伝えなければならない。

　エリザベスは扇で半分顔を隠かくし、シルヴェスターの背中を陰かげにするように立つ。

　ひっきりなしに話しかけられていたが、夜会の主しゆ催さい者しやであるコンラッド王子夫妻のダンスが始まったので、一時中断となった。

　続いて、参加者達のダンスの時間となる。

　シルヴェスターは笑顔で周囲の人達に「またあとで」と言い、エリザベスの手を取ってダンスの輪に加わる。

　ぐっとホールドされ、エリザベスは途端に気恥ずかしくなった。

　こうして改めて接近していると、ふいにシルヴェスターのおしおき──ふくらはぎへのキスが甦よみがえってしまうからである。

　あんなことをしておいて、なんてことない様子で居続けられるのはズルい。涼しい顔のシルヴェスターのことを憎にくたらしく思う。

　足でも踏んづけてやろうかと考えたが、今はそんなことをしている場合ではない。エリザベス・オブライエンが嫉妬するほどの、完璧なダンスを踊らなければ……。そのために、わざわざユーインにも手伝ってもらったのだ。

　一曲目は、テンポの速い宮廷円ワ舞ル曲ツであった。ダンスの技量が明らかとなる、難易度の高いものである。

　慣れない者が無理に曲についていこうとすると、目が回り、足を縺もつれさせてしまう。

　ダンスが苦手な者にとっては、悪魔の舞踏とも呼ばれる。

　以前、シルヴェスターの操り人形と化してしまったのは、大変遺い憾かんなことであった。

　今日はシルヴェスターの鼻を明かす気持ちで挑む。

　演奏が始まる。主催者達の厳おごそかなダンスの曲とは違い、軽快なものだった。通常の円舞曲の倍の速さで奏かなでられる。

　華か麗れいに、優雅に、美しく。頭の中に叩たたき込んだステップを、一つ一つ丁てい寧ねいに踏み続ける。

　身体が軽い。練習の成果は上々だ。

　途中、エリザベスの上達ぶりにさぞ驚いているに違いないとシルヴェスターの顔を見上げたが、優しい目で微笑ほほえまれてしまう。

　その視線を挑ちよう戦せんと捉とらえ、エリザベスは睨にらみ返す。だが、シルヴェスターはよりいっそう笑みを深めただけだった。

　ダンス中でなかったら、肩を震ふるわせながら大笑いしていたに違いない。

　やはり、一度足を踏んでおくべきだと思い渾こん身しんの力でステップを踏んだが、シルヴェスターはヒラリと優雅に躱かわす。

　余計に、悔くやしくなるような結果となった。

　やっとのことで、一曲を踊り終える。

「リリー。この短期間に随分ダンスが上う手まくなったね」

　シルヴェスターに褒められる。努力の成果がきちんと出ていたようだ。

「誰かに教えてもらったのかい？」

「ええ、ユーインに」

「え……？」

　シルヴェスターの表情が急に真顔となった。

「何回か通っていただいて……どうかなさって？」

「驚いた。ユーインが私の許可なしに、公爵家に出入りしていたなんて」

「あら、てっきり話をしているかと思っていましたわ」

「知らない」

　特訓していることをシルヴェスターに言いたくなくて黙っていたが、ユーインに口止めをしたつもりはなかった。もしかしたらエリザベスの気持ちを察して黙っていてくれたのかもしれない。

　シルヴェスターの表情は、どこか怒っているようにも見えた。

「だからといって人を招くのに許可がいるとは、知りませんでしたわ」

「男は別だろう」

「ユーインはお友達ですわ」

「でも、男だ」

　シルヴェスターの眉み間けんに皺しわが寄っていく。

　別に、二人きりで会っているわけではない。部屋には侍女とレントンが常にいる。

「ユーインには、出入りを禁じなければ……」

「何をおっしゃっていますの？　お友達に男性も女性も、関係ありませんわ」

　ここで、シルヴェスターの眉間の皺が解ほぐれる。

「男ではない……？　そうか。君にとって友達とは、そういうものか」

「ええ」

　なんに対して怒っていたのか不明であるが、とりあえずいつものシルヴェスターに戻る。

　ここ最近の、シルヴェスターとユーインの不仲に自分を巻き込まないでほしいとエリザベスは心底思った。




　気を取り直して、計画通り、ここから別行動になる。

　シルヴェスターと別れ、早足で庭に出て温室を目指した。途中、話しかけてくる者もいたが、周囲に紛まぎれ込んでいた公爵家の者達が妨ぼう害がいしてくれる。

　庭に出ると、あちらこちらで密会している男女の姿があった。中にはたいそう盛り上がっているカップルもいて、エリザベスは冷ややかな視線を向けつつ通過する。

　溜ため息いきを吐つくと、白い息が出てくる。袖のないドレスは、庭を散策するのに向いていない。

　寒さに耐たえながらやっとのことで、温室まで辿たどり着つく。ここまで、誰かが追って来る気配はなかった。

　温室は王宮に三つあり、ここは二番目に大きい。天井はドーム型になっており、ターコイズカラーの鉄骨とガラスで作られた美しい仕様である。そして、隣りん国ごくの王女と結婚したコンラッド王子のお見合いの場としても有名であった。

　普段は、貴き賓ひんを招いて茶会を行う場などに使われている。

　外交官であるオブライエン公爵が建設を計画したようで、その繫がりで今回借りることができたのだ。

　預かっていた鍵を差し込み、扉とびらを開く。一度振り返って、誰もいないことを確認してから中へと入った。

　肌寒い庭とは違い、内部は温かい。冷えきっていた指先から、じんわりと温まっていく。

　内部は至る場所に角ラン灯タンが置かれ、ライトアップされていた。

　赤あか薔ば薇らに囲まれた道を抜け、うっそうと生い茂る南国植物の間を通り過ぎて、奥にある喫きつ茶さスペースへと辿り着く。

　椅子に腰かけ、ふうと息を吐いた。

　しかし、心は休まらない。果たして上手くいくものか。心の中で不安がよぎる。

　テーブルの上に置いてある角灯の火がゆらゆらと揺ゆれていた。

　眺ながめていると、誘拐事件があった日のことを思い出してしまう。

　あの時は両手足を縛しばられ、怪我もしていた。それに比べたら、今はなんてことはない。

　ただ、一人でいると心細くなってしまう。

　静かな中にいると、ドッドッという心臓の音が聞こえるような気さえしてきた。それだけ、緊張状態の中にいるということだ。

　こんな弱気では、エリザベス・オブライエンに勝つことはできない。

　ぶんぶんと、首を横に振って気分を入れ替える。

　──それから数分後。

　遠くから、コツコツと靴くつの音が聞こえた。

　すぐに、エリザベス・オブライエンが現れたのだと察する。

　どうやら彼女も、エリザベスとの対面を望んでいたようだ。

　足音は一人分しか聞こえないので、ひとまず安堵する。

　いてもたってもいられず、エリザベスは立ち上がった。

　同時に、喫茶スペースにエリザベス・オブライエンが到着する。

　彼女だとわかっていたのに、胸がドキンと嫌いやな感じに高鳴った。

　おびきだし作戦は成功した。堂々と出で迎むかえて挨あい拶さつをしようとしたが、エリザベスとまったく同じ姿をしたエリザベス・オブライエンを見た瞬しゆん間かん、どうしてか言葉を失う。

　おかげで、先を越されてしまった。

「ごきげんよう、もう一人のわたし」

「ええ……ごきげんよう、エリザベス・オブライエン」

　いまだ心臓が落ち着かない状況であったが、なんとか言葉を返した。

「素敵な装いね」

「あなたも。わたくしとお揃そろいで、素敵ですわ」

　二人のエリザベスは、ドレス、化粧、髪型、装身具と、鏡合わせのようにまったく同じだった。ある程度そうなるだろうと考えていたが、想像以上にエリザベスと同じ品を用意したようである。

「エリザベス・オブライエン。もしも、会場でわたくしと出会っていたら、どうするつもりでしたの？」

「あなたが偽にせ物ものだと、糾きゆう弾だんするつもりだったわ」

「そこまでして公爵家を貶おとしめたいと？　自分からいなくなったのに、いったいどういうつもりですの？」

　その問いかけには、高笑いをするだけで返事はなかった。

「何を、笑っているのです？」

「あなたのことよ」

　コツコツと挑ちよう発はつのように靴の踵かかとを鳴らしながら、エリザベス・オブライエンは近付いてくる。エリザベスはその場で踏ん張り、負けじと睨んだ。

「そこまでして、お兄様を奪いたいの？」

「なんですって？」

「ダンスも、見せびらかしていたでしょう？　あれで、わたしに勝ったつもりなの？」

　怒りの形相で迫ってくる。

　思わず引いた足が、こつんと花か壇だんに当たった。背後は植え込みで、もうこれ以上後退できない。

　エリザベス・オブライエンは、エリザベスのすぐ目の前まで詰め寄る。

「わたしは何度もお兄様にダンスをしてほしいとお願いしたのに、一度だって踊ってくれなかったわ。あなたは、どういう卑ひ怯きような手を使ったの？」

「別に……」

　エリザベス・オブライエンをおびき寄せるために行ったダンスは、想像以上の嫉妬を煽ってしまったらしい。

「わたしのお兄様に好意を抱いて、迷めい惑わくに思われていることに気付いていないの？」

「そんな気さらさらありませんわ。わたくし、あのお方に興味はひと欠片かけらもありませんので」

「噓うそよ。ダンスをしている時、あなた、甘えた顔でお兄様を見つめていたわ」

「そのような顔はしていません」

「誤ご魔ま化かしても無む駄だよ。わたしはこの目で見たんだから」

　確かに、ダンスをしている時にシルヴェスターを見た。しかし、それは渾身の睨みであり、決して甘いと呼べるようなものではない。

「驚いたわ。わたしに成り代わって、公爵家を乗っ取ろうとする人が現れるなんて」

「違います。わたくしは、シルヴェスター・オブライエンに、あなたがすっぽかした婚約を穏おん便びんに解消するまでの身代わりとして契約を結んだだけで──」

「だったら、ユーイン・エインスワーズには婚約破棄されたでしょう。それなのに、どうしてあなたはまだ身代わりを続けているの？　身代わりをしているうちに、お兄様を愛してしまったのでしょう？」

「だから、違うと──」

「わかるわ。お兄様より素晴らしく、素敵な男性は他にいないもの。容姿端たん麗れいで、優しくて、お仕事もできる。誰よりも洗せん練れんされた人なのよ」

　恍こう惚こつの表情で、エリザベス・オブライエンは言った。

「あなたとお兄様の様子を見て、いいことを思いついたの」

　エリザベス・オブライエンはエリザベスの手を握にぎってきた。甘ったるい、胸焼けしそうな笑顔を浮うかべる。嫌な予感がした。




「お兄様を、わたしとあなた、二人で愛しましょう」




「は？」

「だからわたし達が、一人のお兄様を二人で愛するのよ」

「何を、言っていますの？」

　本当に意味がわからなかったので、冷ややかな声で質問する。

「簡単なお話よ。あなたが朝から夕方までのお兄様を愛して、わたしが夜のお兄様を愛するの。わたしって、堅かた苦くるしい社交界の付き合いは嫌いじゃない？　そのてん、あなたは得意そうだから。ね、いいアイデアでしょう？　一緒にお兄様と結婚しましょうよ」

　エリザベスは心底呆あきれながら、摑まれた手を一気に引き抜く。

　シルヴェスターが二人のエリザベスを妻とするという、とんでもない計画を提案された。嫌な仕事はすべてエリザベスが引き受けるという、最低最悪な結婚生活である。

「まったく、よくもまあ、そのようなしようもないことを思いつきますのね」

「しようもないことですって？」

「他にどのような言い方をすればいいのか、言葉を探している最中です」

　エリザベスの反応を見たエリザベス・オブライエンは、くすくすと笑い出した。

「何がおかしくって？」

「いいえ。もしかして、お兄様を独ひとり占じめしたいのかしらって」

　一言もそんなことは言っていない。てんで話にならずこめかみを揉もんで、はぁと溜息を吐く。

「わたくしは、あなたが公爵家に戻るまであなたのふりをしているだけですわ」

　エリザベス・オブライエンが戻ったら、身代わりの契約は終了となる。

　今晩、シルヴェスターと共に公爵家に帰ってほしい。そうすれば、マギニス家のエリザベスに、本当の自分に戻ることができるのだ。

　しかし、その前に──。

「エリザベス・オブライエン。あなたに、聞きたいことがありますの」

　事件の真相について、聞き出さなければならなかった。

「その前に、こちらの質問に答えて。あなた、わたしと一緒にお兄様と結婚するつもりは？」

「お断りします。馬鹿馬鹿しいことですわ」

「そう、残念」

　エリザベス・オブライエンの顔から、一切の感情が消えた。

　ドン！　と、エリザベスの肩を強く押す。

「きゃあ！」

　エリザベスは背後にあった植え込みに、倒れてしまう。

　突き出ていた低木の枝が、ドレスに刺さった。

　ズキンと、鋭するどい痛みが走る。枝の先せん端たんが太ももを掠かすめたようだ。

　ドレスは土にまみれ、綺麗に結ゆってもらった髪も乱れる。

　姿勢を戻して立ち上がろうとしたが、木の枝がドレスに刺さったままで身動きが取れない。なんとか外そうともがいている途中に、ハッとなる。

　油っぽい臭においが立ち込めていた。

　上体を起こす。すると、信じられない光景が目の前に広がっていた。

「なっ──!?」

　エリザベス・オブライエンが、角灯の予備燃料として置いてあった油を振ふり撒まいていたのだ。

「あ、あなた、何をしていますの!?」

「だって、一緒にお兄様と結婚してくれないんでしょう？　だったら、わたしは二人もいらないわ」

「二人もって……あなたとわたくしは顔が似ているだけで、別々の存在ですわ。勝手に同一視しないで！」

「いいえ、一緒よ。だって──」

　にんまりと、口元に弧こを描えがいて笑う。狂気に満ちた表情であった。

　エリザベスは背筋がゾクリと粟あわ立だつ。今から口にされるであろう言葉を聞きたくないと本能的に思ったが、耳を塞ふさぐ前に言い放たれた。




「わたし達、双子だもの」




　脳天に雷かみなりが落ちてきたような、特大の衝しよう撃げきを受けた。

　わなわなと、震えてしまう。

「元々、一つだったものが、奇跡が起きて二つになった存在なの。だから、わたしはあなただし、あなたはわたしなのよ。不自然に思ったことはない？　家族の中でどうして一人だけこの髪の色なのかとか」

　指摘されてエリザベスは、己の家族と似ている部分を探すが、心当たりがあるだけに苦く悶もんの表情を浮かべる。

　それでも、子どもの頃から牧場仕事が苦手で本ばかり読んでいたから色が白くて、雰ふん囲い気きが少し違うだけだと思い込んでいた。それに、隔かく世せい遺伝の可能性だってある。

　しかし、姿形、名前までもがそっくりな二人が存在するというのは、もはや偶ぐう然ぜんではないだろう。

　双子と言われて、これ以上しっくりくる言葉はないように思えた。

「同意できないのならば、わたしは一人で十分」

　そう言って、エリザベス・オブライエンはテーブルにあったマッチに火を点つけ、油の上に放った。周囲は一気に炎に包まれる。

「あなた、大馬鹿者ですわ！」

「あなただって、相当な──おばかさんだわ」

　炎の中で、エリザベス・オブライエンは微笑みながら近づいてくる。

　このままではいけない。焦あせったエリザベスは、引っかかっているドレスのスカートを力任せに引っ張る。派手に破れたが、ようやく枝から離れられた。

　急いで立ち上がるも、目の前にはエリザベス・オブライエンが立ちはだかっている。

「エリザベス、あなたは、ここで眠るの」

　肩を強く摑まれ、再び押された。

　今度は倒れないように、なんとか堪こらえる。

「わたくしは、あなたの、思い通りになんか、なりませんわ！」

「わたしだって、あなたにお兄様は渡さないんだから！」

　炎は草花や木々に燃え移り、瞬く間に広がっていく。

　そんな状況の中、二人のエリザベスはわき目も振らず争い合っていた。

　エリザベス・オブライエンが頰を叩いたら、エリザベスも負けじと叩き返す。

　口の中に血の味がじわりと広がった。だが、そんなことは構わず言い争う。

「ちょっと、何をするのよ!!」

「あなただって、何をなさるの!?」

　互いに頰を腫はらし、憎らしげに睨みつける。

「あなたの目は、曇くもっているわ！」

「あなたとまったく同じ色ですわ！」

　二人のエリザベスは髪を引っ張り合い、同時に悲鳴をあげる。
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　エリザベス・オブライエンは、エリザベスのドレスの袖のレースを剝はぎ取とった。

　エリザベスは目の前にあった首飾りを引っ張り、地面に投げつける。

「いい加減にして!!」

「あなたこそ!!」

　エリザベス・オブライエンにガブリと腕を嚙まれた。エリザベスもやり返す。

　二人同時にバランスを崩くずし、地面に倒れ込む。それでも喧嘩はやめない。

「わたしのほうが、美人なのに!!　どうして、お兄様は、愛してくれないの!?」

「心の美しさが負けているから、シルヴェスター・オブライエンに相手にされないのではなくて？」

「なんですって!?」

　猫のように爪で引ひっ搔かき合い、最終的には胸むな倉ぐらを摑んでの取っ組み合いとなる。

　せっかくの美しい装いも台無しであった。

「あなたは、この温室で、死ん……ゲホッゲホッ！」

「このままだったら、あなたも、死ん……ウッ！」

　夢中で罵ののしり合っている間に、煙けむりがだいぶ充満していた。

　視界はほとんど灰色だ。木々に燃え移った炎も、メラメラと上がっている。

　二人のエリザベスは、同時に立ち上がる。

　早く逃げなければ。

　そう思った瞬間、再度体を突き飛ばされた。

「さようなら、もう一人のわたし」

　エリザベスは燃え盛る炎の中に倒れそうになったが、傍そばにあった椅子の背もたれを摑んで難を逃のがれる。

　エリザベス・オブライエンを追おうとして、ハッとなった。

　通路に垂れるようにして生えていた熱ねつ帯たい樹じゆが、炎に炙あぶられ折れかかっているのだ。

　バキリ──。

「危ない！」

「きゃあ！」

　炎を纏う太い枝が、エリザベス・オブライエンの頭上に落ちてきた。声をかけたのがよかったのか、直ちよく撃げきする寸前に身をかわす。

　だが──。

「ウッ！」

　よろけて、石の花壇に頭をぶつけたようだ。気を失ったようで、そのまま動かなくなる。

「エリザベス・オブライエン？」

　エリザベスは立ち上がり、傍に駆け寄る。

　体を揺らしても、叩いても目覚めなかった。

「ねえ、起きて。起きて……！」

　今まで生き生きと悪態を吐ついていたのに、大人しくなったまま動こうとしない。

　炎は勢いを増している。このままでは、本当に死んでしまう。

　エリザベスは瞼まぶたを閉じる。

　──エリザベスは二人もいらないわ。

　先ほど言われた言葉が甦る。まったく、その通りだと思った。

　早く逃げよう。そう思い、立ち上がる。

　──ごきげんよう、もう一人のわたし。

　その言葉が、呪のろいのように脳裏にこびりついている。振り払おうと思っても、どうしてかできない。

　彼女のせいで、さまざまな酷ひどい目に遭った。

　自分と兄のシルヴェスターさえ良ければ、周囲がどうなろうと関係ない。エリザベス・オブライエンとはそういう自分勝手をはるかに通り越す、呆れた人物であった。

　けれど、エリザベスは──エリザベス・オブライエンを見捨てることができなかった。

　理由はわからないが、彼女を見捨てたら自分まで死んでしまうように思えたのだ。

　それに、事件の真相だって、彼女なしには解明できない。

　大きく息を吸うと、エリザベス・オブライエンの腕を肩に回し、持ち上げた。

　立ち上がった瞬間、よろける。

「んっ、重い……！」

　使用人達がエリザベス・オブライエンは、たいそうな健けん啖たん家かであったと言っていたことを思い出した。いったい普段からどれだけの量を食べたら、ここまで重たくなるのか。

　太ももに負った怪我も、ジリジリと鈍にぶい痛みを訴えていた。歩行に支障をきたしている。

　負けず嫌いの彼女は、一歩、一歩と、ゆっくりとだが確実に進んでいった。

　しかしエリザベスの歩みより、炎の勢いのほうが速かった。

「はあ、はあ……」

　息苦しくて、堪たまらない。

　それでも、抱かかえるエリザベス・オブライエンを置いて自分だけ逃げることはできなかった。

　だが、ついに限界が訪おとずれる。そもそも、エリザベスには体力がなかった。

「うっ……はあ、はあ……あっ！」

　何もない場所で躓つまずき、エリザベス・オブライエン共々転てん倒とうしてしまった。

「はあ、はあ……」

　腕に力を入れて立ち上がろうとしたが、まったく体が言うことを聞かない。

　顔を上げることもできず、地面に伏した状態となった。

　二人のエリザベスは、鏡合わせのように倒れていた。

　目の前にある顔は、本当に自分とそっくりだ。

　いまだに双子だなんて、信じられない。彼女と血けつ縁えん関係にあるということは、エリザベス自身もオブライエン公爵と親子であるということになる。

　いったい、どういうことなのか。

　詳しい話を聞こうにも、エリザベス・オブライエンの意識はまだ戻らないようだ。

　煙を吸い込んでしまい、咳せき込む。もう、炎の赤しかわからない。

　だんだんと意識が遠のいてきた。喉のどは焼けるように熱く、息も苦しくなる。

　もうダメだ──そう思った瞬間、思い出す。

「シルヴェスター・オブライエン」

　あとで落ち合う予定だったのに、あまりにも来るのが遅くはないだろうか？

　おかげでまた、散々な目に遭っている。

　だんだんと腹が立ち、怒りで意識がはっきりしてきた。

　こんなところにいないでさっさと帰って文句を言わなければ、気が済まない。

　立ち上がらなければ──。

　そう思ったけれど、体はもはや動かない。

　ここまでエリザベス・オブライエンを運ぶことに、体力を使い果たしてしまったようだ。

　どうすればいいのか。

　このままシルヴェスターに文句の一つや二つ、言えないまま死ぬわけにはいかなかった。

「だ、誰か、誰か、来て!!」

　最後の力を振ふり絞しぼり、エリザベスは叫んだ。

　煙を吸い込んだためか、声ががらがらだ。こんな声では呼んだところで聞こえないかもしれない。それでもさらに叫ぼうとした時だ。

「リリー!?」

　炎の中から男性の声が聞こえた。

　エリザベスのことをリリーと呼ぶのは、世界で一人しかいない。

　ようやく、シルヴェスターが助けに来てくれたようだ。

　エリザベスはここにいると叫びたかったが、先ほどの叫びが最後のあがきだったのか、もう声も出ないし、一ミリたりとも動けない。

「ああ、なんてことだ！」

　シルヴェスターは二人のエリザベスの傍に駆け寄り、しゃがみ込む。

「リリー、大丈夫か!?」

　だが、その声に応えたのは、隣となりで横たわるエリザベス・オブライエンのほうであった。彼女も声を出せないからか、僅わずかに手を上げるだけであったが。

　まるで、煉れん獄ごくのようだ。意識だけははっきりあるエリザベスは思う。

　こんなところで後おくれを取るなんて。

　リリーは私だと、叫びたい。けれど、煙で喉が潰つぶれて叶わない。

　もう、どうにもならない状態である。最低最悪の、今いま際わの時であった。

　文句を言いたいのに言えないのも悔しい。

　そう思っていたが──。

　シルヴェスターは手を伸のばしたエリザベスではなく、物言わぬエリザベスを抱き上げた。

　ぎゅっと引き寄せ、耳元で囁ささやく。
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「リリー、遅くなってごめん」

「!!」

　シルヴェスターには、エリザベスがどちらかわかったようだ。

　──どうして!?　と心の中で呟つぶやきながら、シルヴェスターの目に精一杯語りかける。

「やっぱり、君が私のリリーだ」

　シルヴェスターはそう呟いた。

　──あなたのリリーではありませんわ！

　そう叫びたかったけれど声は出ないし、頭を撫なでられた瞬間にエリザベスはポロリと涙なみだが零こぼれてしまった。嗚お咽えつを堪こらえ、シルヴェスターの胸に顔を埋うずめる。

　胸に浮かぶ感情は、もう大丈夫という安堵と助かったという喜びと。残りの感情は複雑で、形容しがたいものであった。

　シルヴェスターはごうごうと燃え盛る炎の中を駆け抜け、温室の外へ出る。

　ひやりと突つき刺ささるような冬の冷気に晒さらされたが、今まで炎の中にいたので生き返るようだった。

　温室の炎上を受けて、騎士達が集まってきている。

「こっちだ！」

「もう一人、中にいる！」

　消火道具を持った騎士達が、温室の中へと突入していく。どうやら、エリザベス・オブライエンにも救助の手が間に合いそうだ。

　温室はますます炎上しパリンとガラスが割れ、炎が噴ふき出でてくる。一面が真っ赤に染まっていった。

　この光景が、その日のエリザベスの最後の記憶であった。




　長い長い一日は、こうして幕を閉じた。
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　温室大炎上事件は、エリザベス・オブライエンと姿形がそっくりな女性による犯行として一面記事で報道された。動機などは明らかにされていない。

　エリザベス同様、彼女も軽度の怪我を負って病院に収容されていたが、驚くことに翌日には姿を消していたという。騎士隊は捜そう索さくを続けている。

「──とのことだ」

　シルヴェスターは横になっているエリザベスのために、新聞を読み上げた。

　エリザベスの度たび重かさなる醜しゆう聞ぶんを揉もみ消けすことは容易たやすかったが、あえてしなかったらしい。それもこれも、エリザベス・オブライエンを追い詰めるためだとか。

　ちなみにここはエリザベスの寝室で、広げられた新聞の日付は二日前のものだった。

　エリザベスは意識がおぼろげな状態で丸二日も寝込んでいたのだ。

「……」

　口元はマスクで覆おおわれていて、医者に喋しやべらないようにと言われている。

　炎上している温室で煙けむりを吸い込み、喉のどを火傷やけどしてしまったのだ。今は、まったく声が出せないし、まだヒリヒリしている。

　それに加え、木の枝で切った太ももは、傷口が広がって二針も縫ぬうはめになった。

　他に火傷などはしていなかったが、重たいエリザベス・オブライエンを運んだので体の至る所が痛みを訴えている。筋肉痛であった。他、醜みにくく争った時にできた引ひっ搔かき傷などもあるが、エリザベス的にそこは触れないでおきたい。

「もう、君にはなんて言ったらいいのか……すまなかった。今は、この言葉しか……」

　シルヴェスターは眉まゆ尻じりを下げ、相当落ち込んでいる様子だった。

　エリザベスはじっと、目を伏ふせるシルヴェスターを眺ながめる。無言のままなので責められているように感じたのだろう。シルヴェスターがとつとつと話し出した。

「言い訳にしか聞こえないだろうけれど──」

　なんでも、温室に向かう途と中ちゆうにオブライエン公こう爵しやくと出くわしてしまったらしい。エリザベスの母親について問い質ただそうと場所を変えていた際に、温室での火災の報を聞いたという。公爵を振りきるのに時間がかかり、助けが遅れてしまったとのこと。

　その公爵は一時的に帰って来ていただけで、結局何も聞けないまま再び外交の旅に出て行ってしまったようだ。

「もっと早く駆けつけていたら、リリーはこんなことには……」

　エリザベスはペンを手に取って、サラサラと文字を書いてシルヴェスターに手渡す。

　──二人のエリザベスが、双子だということを。

　書かれている内容を読んだシルヴェスターは、やっぱりという表情を浮かべている。

　シルヴェスターも当時の医師から話を聞いた時に、そう思ったのだろう。

　エリザベスも、エリザベス・オブライエンより双子だと聞いた瞬しゆん間かん、不思議と「やっぱり」と思ってしまったのだ。

　理由は説明できないし今のところ証しよう拠こはないけれど、確かに血の繫つながっている姉し妹まいなのだと確信している。

「二人がここまで似ている理由は、正直双子以外ありえない」

　エリザベスはメモ紙に母親は……と書いて、すぐに握にぎりつぶす。

　たまらずぐっと力を入れた拳こぶしに、シルヴェスターが手を添そえてくれた。

　目が合うと、首を振ってくれる。今は何も考えるなと言いたいのか。

　少しだけ、泣きたくなった。

「リリー、今はゆっくり休んでくれ」

　シルヴェスターに助けられて、横になる。

　目を閉じたら喉がチクリと痛み、瞼まぶたの裏に炎上する温室が浮かんだような気がした。

　シルヴェスターは部屋から去ろうと立ち上がったが、エリザベスは思わず服の袖そでを摑つかむ。

「え？」

　マスクを取って、声を出さずに唇くちびるだけを動かす。

　──まだ、行かないで。

　伝わるか不安に思った。だが、シルヴェスターは椅子に腰を下ろす。どうやら理解できたようだ。

「……」

「……」

　引き留めたからといって、特に話すことはない。

　シルヴェスターは珍しく、どうしたらいいのかわからない様子だった。

　エリザベスは再度シルヴェスターの袖を引き、唇を動かした。

　──何か、喋って。

　今度は伝わらないだろう。そう思っていたが、シルヴェスターは予想外の反応を返す。

「何かって……う～ん」

　言葉が伝わったことに驚く。どうやらシルヴェスターは、読どく唇しん術じゆつを使えるようだ。

　エリザベスは質問を重ねる。

　──あなた、読唇術ができますのね。

　今度は、普段話すような丁てい寧ねい語ごで話しかけた。

「いや、できないよ」

　──できるじゃない。

「半分は表情から読み取って、半分はこういうことを言っているんじゃないかっていう想像かな」

　よく、密みつ偵ていなどが活かつ躍やくする物語などで読唇術を扱う場面が出てくるが、実際の精度は低いらしい。

　──夢のないお話ですわ。

「そう言われても……」

　完璧な読唇術なんて、専門職でもない限り不可能だ。そうシルヴェスターは言ったが、先ほどから唇を動かしているだけなのに不思議と会話は成立していた。

　今度は長めに話しかけてみた。

　──なぜあの時、わたくしだとわかりましたの？

「どうしてリリーがわかったのかって？　ということなのかな？」

　エリザベスは頷うなずくのと同時に、やはり読唇術ができるのではないかと指摘した。

「いや、君はわかりやすいから」

　これは、エリザベスの質問に対する答えでもあるらしい。

「なんて言ったらいいのかな、正直、二人共同じドレスだったし、同じくらい髪も乱れて、顔は煤すすだらけだったけど」

　倒れていた二人のエリザベスは、見た目はまったく同じ状態だった。にもかかわらずシルヴェスターにはエリザベスがわかったのだ。

「一目見て、君がリリーだって、確信したんだ」

　つまり、勘かんだったらしい。正解だったからいいものの、不正解だったらどうするつもりだったのか。じっと睨にらみつける。

「いや、リリーとリズは間ま違ちがえないよ。自信がある」

　シルヴェスターは見た目が同じでも、どちらがリリーで、どちらがリズか見分けることができると言うのだ。

　とりあえず、シルヴェスターはエリザベスを助けてくれた。

　今日のところは、それで許してあげることにする。

「よかった。リリーの眉み間けんの皺しわが、やっと伸びた」

　無意識のうちに、顔が強こわ張ばっていたらしい。

　シルヴェスターと話をしているうちに、顔だけではなく張り詰めていた心も解ほぐれたようだった。

　──ありがとう。

　普段だったら意地を張って言えないけれど、口を動かすだけならできる。

　礼の言葉に、シルヴェスターは笑顔を返す。きちんと、伝わったようだ。

「もう、休んだほうがいい」

　エリザベスはこくんと頷いた。

　シルヴェスターは立ち上がり踵きびすを返したが、ピタリと止まって振り返り、ある提案を持ちかけた。

「リリー、お願いがあるんだけど」

　どうぞと、手で促うながす。聞くだけならば、聞いてやろうと思ったのだ。

　叶かなえるか、叶えないかは願いの内容しだいである。

　シルヴェスターは躊躇ためらうような素そ振ぶりを見せたあと、意を決したように話し始めた。

「おやすみのキスをしても？」

　とんでもないことを乞こわれるのかと思いきや、別になんてことのない内容だ。そのわりに、エリザベスの機嫌を窺うかがうような視線で見つめている。なんだか突つっぱねるのも可か哀わい想そうになり、特別に許してあげることにした。

　今まで散々勝手にキスをしてきたのに、なぜ畏かしこまって聞いてくるのか。理解不能である。

　当然ながら、唇以外でと釘を刺しておくことは忘れない。

　それでも、シルヴェスターは嬉しそうに寝台に横たわるエリザベスの前に跪ひざまずく。

　そっと手を握って、甲こうにキスするかと思いきや──手のひらに口付けた。
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「!!」

　まさかの感触に、エリザベスはぎょっとする。

「リリー、おやすみなさい」

　シルヴェスターは甘ったるい微笑ほほえみを浮かべ、部屋から出て行く。




　その後、やってきた侍じ女じよによって、部屋の灯りが消された。

　暗くなった中で、エリザベスは思い出す。

　以前、シルヴェスターにおしおきをされたあと、キスをする場所の意味について本で読んだことがあったのだ。




　──唇へのキスは愛情を示す時に行う。

　──頰ほおへのキスは親愛の証。

　──額へのキスは、可愛い人への愛情表現。

　──手の甲へのキスは、敬愛する者への挨あい拶さつ。

　──ふくらはぎへのキスは、服従の証。

　そして、──手のひらへのキスは、愛情の懇こん願がん。




　つまり、「私はあなたを愛しているので、あなたも私を愛してください」という意味である。

　熱ねつ烈れつな求愛行動の一つであった。




　ここで、エリザベスはハッとなる。

　──もしかしなくても、わたくしはシルヴェスターに好かれている？

　エリザベスの声なき疑問に答えてくれる人はいない。




　新たな悩み事が増えてしまった。どうしてこうなったのだと、頭を抱かかえる。

　依然として、問題は山積みである。




　──令れい嬢じようエリザベスの身代わり生活は、残念ながら続くようであった。
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　一年半前、突然エリザベス・オブライエンとの婚約話が持ち上がった。

　野心家の兄の策さく略りやくではなく、公こう爵しやく子し息そくであるシルヴェスターからの申し出だった。

　なんでも、特別に公爵位が継つげるように取り計らったらしい。

　おそらく、爵しやく位いは悪評が出回っているエリザベス嬢を結婚させるための餌えさなのだろう。

　とても美しい女性ではあるものの、妻にしたいと望む者はいない。

　それほどに、彼女の自由奔ほん放ぽうな振る舞いの噂うわさ話ばなしは酷ひどいものであった。

　複数の男性と関係を持ち、朝帰りすることも珍しくない。他人の夫に色目を使い、裁判寸前までいったという話も聞いたことがある。

　そんなエリザベス嬢のことは一度だけ、夜会で見かけたことがある。遠目だけれど、大変に目立つ存在であった。

　薔ば薇らを思わせる華はなやかな容よう貌ぼう以上に、何人もの男を侍はべらせている様子は異様に映った。媚こびるような甘ったるい眼差しが印象的で──。

　彼女と結婚してほしいとシルヴェスターに乞こわれた時は驚いた。けれど、それ以上の感情はなかったように思える。

　幼い頃より、貴族の結婚とは自分のもののようであって、自分のものではないと言い聞かされて育った。だから、「ああ、そうか」と、どこか冷静な部分もあったと思う。

　最初から、エリザベス嬢には期待をしていなかった。

　食事会をすっぽかされようが、送った手紙に返事がなかろうが。

　むしろ、何かあるたびに申し訳なさそうにしているシルヴェスターのことを気の毒に思った。何年も何年も、妹に振り回されて大変だっただろう。

　今度は自分がその役割を担になうことになる。そう考えたら、少しだけ胃がチリっと痛んだ。
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　それから数ヶ月が経たち、婚約発表パーティーの当日となる。

　結局、この日に至るまで一度もエリザベス嬢と会えなかった。

　さすがに腹立たしく感じてしまい、朝からイライラした気分で身み支じ度たくを調ととのえる。

　夕方、公爵家を訪問すると、使用人達はいささかバタバタしているようであった。

　公爵家でパーティーが行われるのは久々だからだろうか。いつ行っても穏おだやかで丁てい寧ねいな態度の執しつ事じでさえも唇を青くしてソワソワと出で迎むかえてくれた。

　まさか、エリザベス嬢がいないのでは？

　執事に問うと、そんなことはないと首を横に振っていた。どうやら、最悪の事態というわけではないらしい。

　案内された部屋に入ると、エリザベス嬢は本当にいた。シルヴェスターの隣となりに座っている。おそらく、遊びに出かけようとしていたか、遊んでいる先で捕ほ獲かくされでもしたのだろう。

　意にそぐわない結婚を強しいられるからだろうか。表情は不ふ機き嫌げん一色に染まっているようだ。以前見かけた時よりも、目つきはキリリと鋭するどい。

　まあ、いい。彼女が問題行動を起こさないよう、監かん督とくするまでだ。

　エリザベス嬢は想像通りというか、悪びれた様子を一切見せない。元より、謝罪など期待していなかったのでなんとも思わないけれど。

　婚約パーティーでは横おう柄へいな振る舞いを心配していたが、意外にも彼女は卒そつなくこなした。

　受け答えもしっかりしていて、頭の回転も速く、ウィットに富んだ返しもできる。

　言葉の端はし々ばしにも、豊かな知性が感じられた。

　彼女はしっかりと躾しつけられた貴族女性のように思える。本当に、夜遊びをするような人間なのかと、疑問にも思った。

　以前夜会で見かけた彼女は大勢の男を取り巻きにして、女王然としていたが、目の前のエリザベス嬢の瞳ひとみには、甘ったるさや媚びるような色はまったく見えない。

　今日はいったいどうしたことか。戸と惑まどうばかりであった。

　それでもなんとか、婚約発表パーティーを乗りきる。思っていたよりも、ぜんぜん楽だった。エリザベス嬢が問題行動を起こさず、模範的な貴族令嬢のような振る舞いをしたからだろう。

　胃を痛めずに済んだが、疑問は残る。

　噂うわさで聞いていたエリザベスとはまるで別人のようだった、というのが率そつ直ちよくな感想であった。

　噂話は公爵令嬢という恵まれた環境と、絶世の美女とも呼ばれる容姿を妬ねたんだものだったのか？

　あれだけ教養豊かで、気高い令嬢であれば、確かに周囲も放っておかないだろう。

　この辺はシルヴェスターに確認をしなければならない。

　だが、婚約パーティー以降突然異動が言い渡され、急に忙しくなってしまった。

　そんな日々を過ごしていると、エリザベス嬢より手紙と絹のハンカチが届けられた。丁寧な文字と、謝罪の言葉が書き綴つづられている。正直に言って、その気き遣づかいは嬉しかった。

　やはり、彼女はやっかみを受けて悪評を広められていただけなのでは？

　疑ぎ惑わくが確信へと移ろうとしていた時に、とんでもない事件に遭そう遇ぐうする。

　カール・ブレイク卿きよう。

　かつて、エリザベス嬢と関係があった男性のようだ。彼は私とエリザベス嬢のディナーの場に押しかけ、エリザベス嬢と別れるようにと怒鳴り込んできた。

　だが、エリザベス嬢はカール・ブレイク卿の手を取らなかった。

　──身に纏まとうドレスや、育った環境が、学んだ教養が、何に活用されるべきか、理解しております。決して、あなたの後ご妻さいになるために、与えられたものではありません。

　毅き然ぜんと、そう言い放ったのだ。その時の凜りんとした彼女の美しさは──思わず見み惚ほれてしまうほどだった。

　いったいどういうことなのだろう。

　自分で彼女を見み極きわめたい。

　そう思って、しばらくエリザベス嬢を観察してみることにした。




　帰りの馬車の中で、エリザベス嬢は意外な提案をする──婚約破は棄きをしないかと。

　その口ぶりは、自分のことを言っているのではなく、どこか他人を批判しているような違い和わ感かんがあった。まるで、もう一人エリザベス嬢がいるような、そんな言い方であった。

　もしかしたら、彼女は偽にせ物もので、本物がどこかにいるとか？

　……なんて、自分で仮説を立てておきながらありえないと思う。

　目の前のエリザベス嬢は、間違いなくエリザベス嬢である。社交界一の美び貌ぼうを持ち、華やかで美しいオブライエン公爵家のご令嬢だ。これほど美しい人が、世界に二人もいるわけがない。

　今ここで婚約破棄をしたら、面倒事から解放されて楽になるだろうか。

　ここ最近、気付いたらエリザベス嬢のことばかり考えている日も珍しくない。

　関係を絶ったら、もう彼女のことで苛さいなまれずに済む。

　けれど──婚約破棄の申し出は断った。

　モヤモヤとした気持ちのまま別れるのは、問題から目を逸そらし、逃げ出すことのような気がしてならなかったからだ。




　彼女は二重人格なのか？　それとも、更こう生せいしたのか？

　エリザベス嬢のことを考えない日はなくなり、探たん偵ていに彼女のことを探さぐらせるようになった。そうしてある確信を得た私は、エリザベス嬢と直接話すことにした。

　少々卑ひ怯きような手だったとは思う。しかし、彼女に避さけられ続けるのは、思った以上に堪えられなかったのだ。

　エリザベス・オブライエンを装よそおっていたのは、エリザベス・マギニスという女性だった。

　彼女の曾そう祖そ叔しゆく母ばがオブライエン家に輿こし入いれしていたらしい。その縁えん戚せき関係で、二人のエリザベスはよく似た容姿をしていたようだ。

　ホッとした、というのが本音だった。目の前のエリザベス嬢が、奔放な暮らしをしていたということが、どうしても信じられなかったからだ。

　おそらく、彼女は困こん窮きゆうした実家を救うために、シルヴェスターと取引をして身代わり生活を送っているのだろう。

　一刻も早く彼女を救いたい。そう思って、手を差し伸べる。

　だが、彼女がこの手を摑つかむことはなかった。

　わかりきっていたことだったが、気落ちしてしまう。

　エリザベス嬢はそこで私に言葉を残す。

　──ユーイン・エインスワーズ。あなたは将来、この国になくてはならない存在となるでしょう。周囲もきっと、七光ではなかったと、認めてくれるはずです。だから、これからもめげずに頑がん張ばっていただきたいと、思っています。

　エリザベス嬢の言葉を聞いた瞬間、何かに心臓を摑まれたような気がした。

　ドクンと、激しい鼓こ動どうを立てる。

　同時に、叫びたくもなった。

　彼女はどうして、エリザベス・オブライエンではないのかと。

　手を伸ばしたのと同時に、彼女は踵きびすを返す。

　いつも蝶ちようのようにひらり、ひらりと優ゆう雅がに飛んで、目の前からいなくなってしまう。

　やるせない気持ちになった。

　だから、今度は自分から踏み込んで、彼女の手を摑つかもう。

　流されるままだったら、状況は何も変わらない。自分で、動かなければ。

　そう己おのれを鼓こ舞ぶしながら、一歩前に踏み出す。

　まず、エリザベス嬢との婚約を破棄した。これで、関係はまっさらなものとなる。

　続いて、コンラッド王子の補佐官になりたいと希望を出す。そうやって、エリザベス嬢との接点を自分から作った。

　ダンスのレッスン相手に立候補したことは、勢いもあったこととはいえ、大胆なことだった。

　しかしながら勇気を出した結果、エリザベス嬢の素直な一面や、照れた表情を見ることができた。

　これらは、シルヴェスターには見せたくない。独り占めしたいとも思ってしまう。

　そもそも、二人の関係は歪いびつなものになりつつあるのではないかと危き惧ぐしていた。

　外出を禁じていることだって、やりすぎだろう。

　シルヴェスターのエリザベス嬢に対する支配欲がなんなのか。

　婚約者でもないので、意見することすら許されていない。

　……とりあえず、今は友達から。そこからどんどん仲を深めたい。

　この先は──どうなるかわからない。エリザベス嬢とどういう関係になりたいかも。

　けれど、自ら切り開く未来は明るい。そう、信じているのだ。
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　こんにちは、江え本もとマシメサです。

　おかげさまで『令れい嬢じようエリザベスの華か麗れいなる身み代がわり生せい活かつ』の二巻をお届けすることができました。

　久々のビーズログ文庫作品と思いきや、一月に新作を出させていただいております。

『没ぼつ落らく令れい嬢じようの異い国こく結けつ婚こん録ろく』という、西洋の風の国の貴族令嬢が借金のかたに中華風の国へ連れて行かれ、当主の男と結婚することになる物語です。

　こちらはドタバタなラブコメですので、エリザベスとは違った雰囲気のお話となっております。

　一度、お手に取っていただけたら、嬉しいです。




　令嬢エリザベスについては──物語は一巻の終わりから始まり心しん機き一いつ転てんと思いきや、ユーインに婚こん約やく破は棄きされ、本物のエリザベスに襲おそわれ、シルヴェスターからはおしおきされと、波は乱らん続きとなりました。

　そんな物語となりましたが、今回も素敵なイラストを仕上げていただきました。表紙の華やかな三人は、溜ため息いきものです。

　お忙しい中、素敵に仕上げていただき、ありがとうございました。

　ラフチェックの時のユーインが眼め鏡がねをかけていなくて、それがまた恰かつ好こう良くて……！

　眼鏡があってもなくても素敵なんだな～と。

　雲くも屋や先生が描いてくださるユーインが好きすぎる作者でした。




　今回、エリザベスの原稿が完成するまでに、大変な苦労がありました。私ではなく、担当編集様の。

　とんでもない内容の原稿から、立てなおしていただきました。

　二巻は著者名に江本マシメサwith○○と、担当編集様の名前を入れたいくらいです。

　修正はとことん付き合いますというお言葉に、強く励まされました。

　本当に、ありがとうございました。

　これからも面白い作品が書けるよう、頑がん張ばります。




　そして最後に、読者の皆様へ。

　最後まで読んでくださり、ありがとうございました。

　またいつか、どこかで出会えることを願って。







　参考文献

『マザー・グースのうた　第１集　おとこのこってなんでできてる　おんなのこってなんでできてる』訳　谷川俊太郎／草思社
















電子版特典　エリザベスと、取り巻く男達の終わりなき争い







　エリザベスをおびき寄せる夜会を数日前に控えたある日。

　ユーインがエリザベスを訪ねてやって来る。シルヴェスターに頼んで、取り持ってもらったらしい。とは言っても、ユーインは何度かエリザベスのダンスレッスンをするため公爵邸に来ている。その件に関しては、エリザベスが招いているので問題ない。

　今回はユーインのほうから会いたいというので、シルヴェスターに頼んだようだ。

　当然ながら、二人きりで会うというわけではない。

　エリザベスの隣には、笑顔で座るシルヴェスターの姿があった。

　ユーインは眼鏡のブリッジを押し上げ、不愛想な声で言う。

「シルヴェスター。私はエリザベス嬢に会いに来たのですが」

「会っているだろう？」

　シルヴェスターは今日のリリーも素敵だろうと、まるで自分の所有物のように着飾ったエリザベスを手で示す。

　ユーインは無視すると思いきや、淡々と言葉を返した。

「私が訪問するから、エリザベス嬢はそのように綺麗にしてくださったのですね」

　エリザベスが何か言う前に、シルヴェスターが口を挟んだ。

「リリーは毎日綺麗なんだ。ユーインが来るから特別に、というわけではないんだよ」

　二人のやりとりを聞いたエリザベスは、眉間にぎゅっと皺しわを寄せる。

　シルヴェスターとユーインは互いに気に食わない点があるようで、エリザベスをダシに喧嘩をしているように思えた。

「そもそも、結婚していない男女を、同じ部屋に二人きりにするわけないだろう？」

「それは、別にシルヴェスターでなくてもいいのでは？」

　はあと、心の中で溜息を吐く。先ほどから言葉の応おう酬しゆうが収まらなかったので、嫌味たっぷりにエリザベスは言い放った。

「お二人共、ずいぶんと仲がよろしいこと」

「誤解です」

「違うんだ、リリー」

　シルヴェスターとユーインは、同時に反応する。その点は少しだけおかしくなって、扇をパラリと開いて口元を隠した。

「それで、本日はわたくしになんの用事ですの？」

「外出があまりできないと聞いたので、こちらを」

　ユーインが差し出したのは、ラッピングされた一冊の本であった。

「これは？」

「最新の心理学の入門書です」

「まあ！」

　エリザベスの頰が、パッと紅く染まる。

　以前、ユーインに心理学に興味があるという話をしたことがあったのだ。

　実家にあった本は古く、専門書なのでなかなか書店にも取り扱いがなかった。

「図書館も貸出禁止みたいで……とっても嬉しい……。でも、どうやって入手を？」

「知り合いの専門家に言って、取り寄せてもらいました」

「そうでしたの」

　さっそく、開封してみる。

　しっかりとしたハードカバーの表紙からは、新刊の匂いがした。

「リリー、嬉しい？」

「ええ！」

　シルヴェスターのほうを向き、返事をする。が、シルヴェスターと目が合って、喜びの感情は恥じらいへと変わっていく。

　ずっと欲しかった本が手に入ったので、子どもっぽくはしゃいでしまった。

　羞しゆう恥ち心しんを覚えて目を伏せるエリザベスに、シルヴェスターは冷ややかな声で指摘する。

「私が宝飾品をあげると言っても、欠片かけらも喜ばないのに」

「あれは、高価過ぎるので」

「ユーインと同じ、心の込もった贈り物なのに」

「その辺に咲いている野花だったら、毎日でも受け取りますわ」

「……そう」

　その声は硬く、いつものような甘さはない。

　気分を害したのか、シルヴェスターは客間から出て行った。

　入れ違いになるように、執事のレントンと侍女が入って来る。

　閉ざされた扉を、エリザベスはじっと眺めていた。

「エリザベス嬢、どうかしましたか？」

「いいえ、なんでも」

　その後、エリザベスはユーインと茶を飲みながらたわいもない話をする。

　久々に、憂いごとを忘れて楽しむことができた。





◇◇◇






　ユーインが帰宅したあと、私室へと戻る。

　あとに続く侍女が、手紙が数通届いていると報告した。

　返事を書いてから一休みしよう。そんなことを考えていたら、机の上に置かれた小さな花瓶に生けられた野花に気付く。

「ねえ、これは？」

「そちらは、シルヴェスター様が、エリザベスお嬢様のためにと」

　星のような形の花びらを付けた、小さな白い花であった。この花はエリザベスの故郷にも咲いている野花である。「ひよこ草」と呼ばれ、鶏の大好物だったのだ。

「こんなの、よく、見つけられましたわね」

「口止めされていたのですが……シルヴェスター様はお庭でお探しのさいに、大変な苦労をされたようで」

「まあ！」

　野花だったら受け取るという冗談を、真まに受けたようだ。

　オブライエン公爵家の庭は、庭師の手によって綺麗に整えられている。雑草の一本も生えていないような場所だ。

「結局庭で見つけられず、最終的に裏口付近に生えていたこちらを発見されたようで」

　いったい、どんな顔をして探していたのか。エリザベスは気になって仕方がない。

「庭に一歩出ただけで、美しい花がありますのに」

　公爵家の庭には、マーガレット、プリムラ、クレマチスなど、美しい花が咲いている。

　しかしそれらは摘まずに、エリザベスのリクエストに応え、冬の野花を探してきたのだ。

「お礼の手紙を書きませんと」

「直接お礼に行ったほうが、お喜びになられるかと」

「そう？」

「はい」

　侍女がそう言うので、エリザベスはシルヴェスターの私室に向かった。

　扉を叩くと、すぐに返事があった。

「少し、お話ししたいことが──」

　そう声をかけると、扉はすぐに開かれる。

「リリー、どうしたんだい？」

　部屋には入らず、そのままの状態で話し始めた。

「お部屋に、素敵な野花がありましたので、お礼を」

「ああ、あれ……。ごめん、あんな小指の爪程度の小さな花しかなくて」

「いいえ、わたくしは、嬉しく思いました。ありがとうございます」

　エリザベスの言葉を聞いたシルヴェスターは、ホッとしたような表情を見せていた。

　しかし、殊しゆ勝しような態度は一瞬のことで、いつものようによからぬことを言い始める。

「ユーインの本よりも嬉しかった？」

　その問いかけに、エリザベスの眉間に皺が寄る。

「あなた達は、いったい何を争っていますの？」

「いや、別にユーインとは、何も……」

「見苦しくってよ」

　そう言って、扉をバン！　と閉めた。

　エリザベスが怒ったあと、シルヴェスターは雨の日に捨てられた仔犬のようになっていたが、甘やかしてはいけない。

　厳しくしなくてはと、エリザベスは自身に言い聞かせた。




　その日から、シルヴェスターは野花をエリザベスに贈るようになる。

　直接渡すわけではなく、机の花瓶に挿しておくように侍女に頼んでいるようだ。




　エリザベスはシルヴェスターがいつ飽きるのだろうかと考えながら、毎日花を愛でていた。
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